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薬屋のひとりごと　８
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人物紹介








猫マオ猫マオ……花はな街まちの薬くす師し。薬と毒に対して異常な執着を持っているが、他のこととなると関心が薄くなる。養父の羅門を尊敬している。十九歳。




壬ジン氏シ……皇弟。天女のような容姿を持つ青年。猫猫が気になってしかたないが、のらりくらりとかわされ続けている。本名、華か瑞ずい月げつ。二十歳。




馬バ閃セン……壬氏のお付、高順の息子。人よりも痛覚が鈍い体質のため、人間の限界を超えた力を発揮する。生真面目だが空回りしやすい。里リー樹シュ妃きさきを思っている。




高ガオ順シュン……馬閃の父。がっしりとした体つきの武人で壬氏の元お目付け役。現在は、皇帝直属の部下として働いている。




羅ラ漢カン……猫猫の実父、羅門の甥。片眼鏡モノクルをかけた変人。軍部のお偉いさんだが、奇抜な行動ばかりとるため、周りから避けられている。碁と将棋が趣味でかなりの腕前。




羅ラ半ハン……羅漢の甥であり養子。丸眼鏡をかけた小男。美人に弱く、美女を見たら口説く。義父の借金のために副業を頑張っている。




羅ルォ門メン……猫猫の養父、羅漢の叔父。元宦かん官がんであり現在、宮廷医官。過去に処罰され、片かた膝ひざの骨を取られている。




玉葉后ギョクヨウきさき……皇帝の正室。赤毛碧眼の胡姫。二十一歳。




皇帝……美び髯ぜんをたくわえるやり手。ふくよかな女性が好み。三十六歳。




姚ヤオ……猫猫の同僚。十五歳だが身長が高く発育も良いため年上に見られる。




燕エン燕エン……猫猫の同僚。姚の侍女で姚とともに宮廷の医官手伝いになった。姚命であり、歪ゆがんだ愛情をよく見せる。十九歳。




紅ホン娘ニャン……玉葉后の侍女頭。苦労人で奔放な后に振り回される。




桜イン花ファ・貴グイ園エン・愛アイ藍ラン……玉葉后付の古株の侍女たち。




白ハク羽ウ・黒コク羽ウ・赤セキ羽ウ……玉葉后付の侍女たち。年子の三姉妹。
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この物語は、小説投稿サイト「小説家になろう」で

発表された同名作品に、書籍化にあたって

大幅に加筆修正を加えたフィクションです。

実在の人物・団体等とは関係ありません。












序　話




「笑っていなさい」

　母からいつも言われていた。父がたまに来た時に喜んでくれるように、頭を撫なでてくれるように。

　母は正妻ではなかった。父は祖父といってもおかしくない年齢で、腹違いの兄は母と同い年で『兄さま』というより『叔父さま』と呼んだほうがしっくりきた。

　兄は、年が離れた妹が気に食わなかったのだろう。兄の子どもたちは、いつも自分をからかってきた。髪を引っ張り、泥団子をぶつける。

　子どもらしい残酷さだ。大人たちの言葉をそのまま当人たちにぶつけてくる。逆らえぬように数を用意して。

　妾めかけの子だと笑うので、反対に笑い返してやった。口の端を上げて、歯をほんの少しだけ見せて。

　媚こびへつらう笑みしか知らなかった兄の子どもたちは、後ずさった。

　ただ笑いかけただけだというのに、彼等には自分が何に見えたのだろうか。その反応がおかしくて、さらに笑いかけた。

　ちょうどそこに父が現れた。泥だらけの自分を見て何を思ったのだろうか。

　父もまた笑っていた。

　他の綺麗な恰かっ好こうをした孫たちを無視し、泥まみれの自分の前にまっすぐやってきた。そして、顔の泥を拭い、頭を撫なでる。

「おまえを一番にしてあげよう」

　何の一番なのかと問い返す。

「国の一番さ。その器量がおまえにはあるからね」

　他の子ではなく、自分にだけある。特別と言われて少しだけ心がときめいた。

「目をきらきらさせておきなさい。絶望だけはしてはいけない。ずっと笑顔を絶やさずに生きなさい」

　笑うことならできる。何か面白いものさえあれば、問題ない。

　父に言われるまでもなく、楽しいことを探して生きてきた。送られた先が、女達の伏魔殿であったとしても──。










一話　碁教本







　風が冷たくなり、布団の上掛けを一枚追加したくなってきた頃。

　猫マオ猫マオはずずーんと山のように置かれた書物に口をあんぐり開けて呆れてしまう。宿舎の玄関に積まれたそれは、でかでかと『猫猫宛』と書いてある。

「なにこれ？　本よね」

　姚ヤオが自室から出てくる。先日、毒見の仕事によって毒を盛られ、重症だった彼女だが、なんとか元気になってよかった。しばらく療養を続けていたが、明後日から仕事に復帰するそうである。

　姚は猫猫の横に並ぶ。整った横顔には、残念な黄おう疸だんが残っている。肝臓や腎臓がかなり悪くなってしまったので、今後、酒や塩分を控える生活になるだろう。肌に良い食事も用意せねばならない。

「すべて同じ本ですね」

　姚が出てくるとなれば、燕エン燕エンが出てこないわけがない。手には夕食の材料が入った布袋を持っていた。猫猫がやるまでもなく、姚の黄疸を消すため、今、必死に薬や食材を集めている。

「碁の本ですね。作者は『漢カン　羅ラ漢カン』とあります」

　面倒くさい人物に関わると、面倒くさいことしか持ってこないのはわかっていた。わかっていたが避けることも難しい。変人軍師の仕業だった。

「困ると言ったんですが、どうしてもということで置いていって。文ふみも預かっています」

　宿舎を管理している小お母ばさんが猫猫に文を渡す。綺麗な字で婉曲的に書いてあるが直訳すると「碁の本たくさん作ったよ。猫猫にもあげる」とのことらしい。変人軍師が部下に代筆させたのがありありとわかるが、部下も部下で困っただろう。

「どうするの、これ？」

　姚が寄りかかるほど本がある。本は貴重で一冊で一か月の食費が賄えるくらい高いものもざらにある。手書きの写本ではなく印刷しているため、いくらか安くできるだろうが、よくもまあこれだけ作ったものだ。

　今頃、変人軍師の養子である羅ラ半ハンが銭の工面でひいひい言っているさまを想像する。しかし、猫猫には関係ない。

「燃やす……わけにはさすがにいかないでしょうね」

　作者が作者なのだが、本には罪はない。ぺらぺらとめくってみると、意外にも良くできている。棋譜をのせて、盤面の要所を説明してあった。初心者向けとは言い難いが、碁打ちには楽しめそうな内容である。こっそり、三毛猫が碁を打つ挿絵が見えたが、無視しよう。
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「……」

　燕燕は興味深そうに本を見ていた。

「見る？」

「はい」

　一冊渡すと、目をきらきらさせて頁ページをめくっている。

（姚以外に趣味があったのか）

　猫猫は妙なところで感心してしまう。

「面白い？」

「はい。さすがは軍師さまですね。良くできています。前半には定石を多く使った模範的な棋譜を、後半には型破りな棋譜を掲載していますね」

　猫猫にはよくわからない。碁や将棋は、小姐たちに遊び方を教えてもらっただけだ。

「いる？」

「くれるのであればいただきます。銭が必要であれば銀一枚までなら出します。内容は元より、紙質も印字も綺麗です」

「銀一枚……」

　猫猫は山積みされた本を見る。そんなに価値があるものだろうか。

「銀一枚かあ。そんなに安くていいの？」

　姚が本の装丁を確認しながら猫猫に確認する。お嬢様は金銭感覚が少しずれている。銀一枚は食費半月分に相当するのだ。

「確かに安いですが、友人割を適用してもらおうと思いまして」

　猫猫に代わり燕燕が返す。

（友人だったのか）

　同僚ではなく、友人。燕燕が猫猫を友人だと言うのであれば、こちらも友人認定しないと失礼だろう。ということで、燕燕は友人だ。金銭感覚がずれた姚はともかく燕燕が言うのであれば、こんな本でも一冊銀一枚をとってもいいだろう。ただ、この様子だとまだまだ大量に刷っていそうなので、もう少し安くなるかもしれない。

「燕燕と猫猫が友人……」

　じっと姚が見ている。

「ねえ、私は？」

　燕燕と猫猫に向かって聞く姚。

「お嬢様は私にとってかけがえのないお嬢様です！」

　燕燕が胸をどんっと叩き、朗らかに笑いながら言った。

（たぶん、その答え間違ってる）

　お嬢様はとたんに不機嫌な顔になる。玄関先に置いてある椅子に座り、やさぐれたように足を組んだ。

　姚の態度に、燕燕は「あれ？」と、おろおろしている。

「燕燕。本はあげるので、知り合いに碁が好きそうな人がいるなら教えて？」

　猫猫は狼狽うろたえる燕燕に聞いた。

「えっと、碁打ちですか？　何人かいますよ。医官たちは大体、休日は碁を打ってますから」

　それはいいことを聞いた。猫猫は大量の本を前に、頬が緩み始める。

（銭があれば高価な薬が買える）

　先日、砂シャ欧オウの巫女がやってきたことによって、西方からいろんなものが都に集まってきた。珍しい物は最初に金持ちが買い、市場に出回るのは少し経ってからだ。

　もちろん、市場に出てきたからと言って、渡来品は高い。高いが銭を出せば買えるのだ。

「その碁打ちが誰か教えてくれない？」

　猫猫が頼むと、燕燕は銭袋から銀一枚を取り出した。

「はい、お代です」

「いや、いらないけど」

「いいえ、払います。その代わり」

　ちらりと大量の本の山を見る燕燕。

「私にも一枚かませてください」

　指で銭を表した。

（やはり食えない）

　わかった、と猫猫が目で返事をしていると、後ろでどんっと音がした。

　姚が足をかたかた鳴らしていた。貧乏ゆすりとはお嬢様にあるまじき品がない行動だが、あえてやっているのがわかる。

「お、お嬢様、おやめください」

　早速、燕燕が反応する。

「ねえ、燕燕！　夕食はまだなの？」

　姚は、不機嫌な顔で猫猫と燕燕を睨にらみつける。

「あっ、すみません。すぐ支度します」

　燕燕は炊事場のほうへと向かった。

　猫猫は、可愛いなあと姚を見ながら大量の本に触れる。

　とりあえず、本を部屋に持っていくことにした。しばらくは、足の踏み場もなさそうだ。

「猫猫」

「なんですか？」

　姚の呼びかけに猫猫は本を担いだまま、振り返る。

「明日、暇？」

「暇、暇と言えば暇と言えなくないような、仕事があると言えばあるような」

　明日は猫猫たちは三人とも休みだ。花はな街まちに顔を出して薬屋の様子を見るなり、面白い薬がないか街を散策するなり、自由にやれる。

「どっちなのよ！」

「じゃあ、忙しい」

「暇、暇よね！」

　お嬢様はわがままだ。しかたなく、猫猫は揺さぶられつつこくりと頷うなずく。

「明日、何かあるんですか？」

　猫猫の質問に、姚は頬を撫なでる。黄おう疸だんができている箇所だ。

「薬買いに行こうと思っているの。燕燕よりも、猫猫のほうが詳しいでしょ？」

（なるほどね）

　姚は十五歳、見た目が気になる年ごろだ。

「なら、ついでに化粧品も買いませんか？」

　花街の高級妓ぎ女じょの御用達を取り扱う店を知っている。ろくでもない客に殴られて青あざを作っても綺麗に隠せる代物もある。

　仕事に入る前に綺麗に隠しておきたいだろう。

「化粧品？」

　姚は猫猫の顔をじっと見た。鼻の周りを観察している。

「……ねえ、なんでわざわざそばかす書いているの？」

　同じ宿舎に住んでいるので、猫猫のそばかすが偽物だととうにばれている。

「なんでと言われても」

　前に、そばかすを書くのをやめようとしたら、壬ジン氏シに「そのまま書いていろ」と言われた。その延長だが、説明しろと言われると難しい。壬氏の存在が厄介で困る。

「信仰上の理由です」

　説明が面倒くさいので誤魔化す。

「信仰上、薬師の神様か何か？」

　食いついてきた。

「いえ、身長が伸びるお呪まじないみたいなものです」

「ああ、ならいいわ」

　姚はこれ以上身長などいらないだろう。興味が失せたようで安心したが、後ろに燕燕が菜おかずを持って立っていた。

「猫猫」

　その目は「お嬢様に嘘うそを吹き込むな」と語っていた。










二話　街歩き







　翌日、猫マオ猫マオは姚ヤオたちの買い物に付き合うことになった。宿舎から南、大通りに面した商店街を歩く。数多くの商店が並び、その隙間を埋めるように露店がたっている。街の賑わいは、忙しさとともに活気を見せてくれる。

「猫猫、何持ってきているの？」

　姚が指すのは、猫猫が持つ布包みだ。

「昨日の本です。本屋で買い取りしてもらえないかと」

　とりあえず三冊だけ持ってきた。同じ本を大量に持って行っても、買い取りしてくれないだろう。

「売るんですか？」

　燕エン燕エンが眉間にしわを寄せている。

「相場を確かめたいので」

「そういうことなら」

　燕燕も納得してくれた。姚は空を仰いでいる。

「なんだか天気良くないわね」

　猫猫も空を見上げる。鉛色の重い雲が覆っていた。

「本当ですね、秋なのに珍しい。台風でもないのに」

「日がないと少し寒いわね」

　姚は襟巻をしっかり巻いている。肌寒いのもあるが、顔の黄おう疸だんを隠すためだろう。

（やっぱり誤魔化しきれないな）

　いい化粧品を見つけなくては、と猫猫は思う。

「まず、こちらを買いたいのですが」

　燕燕は猫猫に記帳メモした紙を見せる。主に野菜や果物などが多い。

「何か足りない物はありますか？」

　燕燕の質問に、猫猫は姚を見る。

「姚さんは、白米が好きですよね」

「好きというか、基本、食べるとしたら白米でしょ？」

「白米以外を食べるのに抵抗はありますか？」

　白米は、玄米を精白した物だ。味は玄米よりずっと美味いが、本来米が持っている栄養をそぎ落としている。おやじ曰く、白米ではなく玄米を食べることで脚かっ気けを防ぐことができるらしい。

「玄米を食べろってこと？」

　姚は少し顔をしかめる。やはり抵抗があるらしい。

「玄米じゃなくても、白米に混ぜ物をしたりするなどが好ましいかと。雑穀、麦や胡麻など混ぜるなどするほうが、より多種の栄養が摂れますから」

　主食が米なら、それと共にいろんな栄養を摂取できたほうがいい。

「では、お嬢様が好きな蕎麦そばの実など入れてみますか？」

　燕燕が提案するが、猫猫は手で大きくばつを作る。

「蕎麦は駄目なんですか？」

　燕燕が心配そうに猫猫を見る。

「駄目ですね。私が食べられないので」

　食べると蕁じん麻ま疹しんが出てしまう。

『……』

　二人の冷めた視線が猫猫に刺さる。

（燕燕の飯が美味いから仕方ないじゃないか）

　最近、食事を一緒に作ってもらうことが多い。

「あ、あと、海藻なんかもいかがでしょうか？」

「海藻ですか？」

　燕燕の反応から馴染みが薄いらしい。

「はい。あと肉の類は豆や魚に置き換えて食べるほうがいいですね。もちろん、全部とは言いませんけど」

　脂っこい物は良くないとされる。姚は少しげんなりしていた。食べ盛りの年齢だけに、肉も欲しいところだろう。他に、塩や酒も控えなくてはいけない。

　燕燕も悩んでいる。

（ふむ、これは……）

　医食同源、食べ物は医療につながるものだが、同時に美味しくないといけない。

（そういや、ここらへんに）

　猫猫行きつけの店があった。

「ちょっとこっちへ」

　猫猫は二人を呼ぶ。

「どうしたのよ？」

　猫猫は、大通りから裏道に入ると、二人がついているか確認しながらどんどん奥に入っていく。店舗と民家が半々に並ぶ地域で、煤すすけた看板の店があった。洒落ているとは言い難く、狭い店内には卓テーブルが二つ、外にはみ出して一つ。椅子がわりに大きな壺が逆さになって置かれていた。

「小腹空きませんか？」

「まだ昼には早いけど──」

　だが、姚の表情は満更でもなさそうだ。ただ、閑散とした店にしり込みしている。

「昼になると混んでしまうので、早めに食べたほうがいいですよ」

　猫猫は店内を覗のぞき込む。温かい湯気が流れてきた。

「小お母ばさん、店やってる？」

「やってるよ」

　奥から声が聞こえた。のっそりと顔を出すのは、四十過ぎの小母さんだ。

「おや。薬屋の、珍しいね、こんな時間に」

「混む前に食わせてもらおうと思って」

　小母さんは、花はな街まちまで薬を買いに来てくれる客だ。昔、病気で苦しんでいるところをおやじに助けられてから常連になっている。

「三人分。ある物を適当に。油物以外がいい」

「あいよ。しかし、おやじさん以外と一緒なんて珍しいね」

　姚と燕燕を見て、にやにや笑う。

「いいから、飯頼むね」

　猫猫はむすっとなって、椅子代わりの壺に座る。

「猫猫、いきなり食事ってどうするんです？」

「いいから座って」

　いぶかしみつつ二人も座る。小母さんはすぐに料理を持ってきた。粥が入った鍋と菜おかずをいくつか。猫猫は粥を器に分けて二人に渡す。

「じゃあいただくけど」

　礼儀正しい姚は一礼してから匙を持つ。小汚い店なので、少々恐る恐る手を伸ばしている。

「芋粥ですか？」

　燕燕が匙で粥をすくう。芋が溶けた粥に胡麻が浮いていた。口に入れると、目を見開いた。

「……これ、芋ですか？」

　甘くて驚いたのだろう。

「甘かん藷しょですね」

　羅ラ半ハンの実父が育てている芋である。南方の芋で本来珍しいが、小母さんの店では緑ろく青しょう館かんを通じて甘藷を料理に出しているようだ。

「すごく美味しい」

　匙を口に運ぶ姚。だろう、と猫猫はにやりと笑う。

「甘藷と胡麻なら姚さんも食べられますよね。あと、麦を入れても問題ないでしょうか？」

　ほんの少しだけ入れた塩がまさにいい塩梅だ。味が薄ければ、細切りにした海帯こんぶを入れて味を調節すればいい。

「こちらも食べてください」

　猫猫は、とろみがついた豆腐煮込みを渡す。

「美味しいですね」

　燕燕が悔しそうに言った。料理に自信があるだけに、美味しい物を口にすると悔しくなるのだろう。

「しっかり味が付いていますけど、からくないですね」

「生姜と大蒜にんにくをきかせているのと、調味料代わりに鹹シェン蛋タンを使っているんだよ」

　説明してくれたのは小母さんだ。

　鹹蛋とは塩漬けした卵で、調味料と同時に具になっている。

「とろみは葛かっ根こん、これがまた体が温まるから冷え性にいいよ」

　葛根は生薬としても使われる。

「こちらはどう調理しています？」

　燕燕が目をぎらぎらさせながら、焼き魚を差し出す。

「香草とほんの少し乳酪バターで風味を付けているんだ。あんまり脂っこいものは良くないって言われているけど、少しならいいだろうって」

　小母さんはわき腹をさすりながら言った。

「小母さんは病気で味の濃いものが食べられないんです。でも、味が薄くても美味しいものを出すんですよ」

「おやまあ、猫猫。なんだかかしこまった喋しゃべりだねえ」

　またにやにや笑う小母さん。

「ほら、牛の乳だ。薬味の匂いが気になるなら、これを飲みな」

「う、牛の乳」

　地方によっては馴染みが薄い食材だ。

「温めて少し蜂蜜を加えているから飲みやすいはずだよ。猫猫の友だちなら、ちょっと気前よくしておかないとね」

『友だち』を強調する小母さん。

「ああ、もういいから、他に菜おかずはないの？」

　邪魔だと言わんばかりに、猫猫は小母さんを店の中へと押し込む。猫猫はどうにも友だちがいないものと思われているらしい。前に、緑青館で小ねえ姐さんたちに後宮でよくつるむ娘の話をしたら、目を見開かれ驚かれた。白パイ鈴リン小姐など、目元を手ぬぐいでぬぐっていたくらいだ。

（失礼だ、本当に）

　一応いる、いた。少なくとも二人は──。一人はもう会えないとして、もう一人は元気だろうか。

（小シャオ蘭ラン、どこで働いているのかな？）

　おしゃべり好きな元後宮女官を思い出す。

　都のどこかのお屋敷勤めらしいが、詳しい話は聞いていない。何度か拙つたない字で文ふみが届いたが肝心のどこに住んでいるのか書いていないのだ。返事を返そうにも返せない。

　猫猫はぼんやりと考えながら、菜を摘まむ。

　姚は粥の味付けが気に入ったらしく、どんどん食べているし、燕燕はどう味付けに工夫しているのか研究中だ。

「食べ終わったら、化粧品を売っている店に行きますか？」

　先に食材を買うとしたら、持ち歩くのにかさばる。遅くなるといい物は売れてしまうかもしれないが、値下げして安くなるので良しとしよう。

「猫猫が化粧品に詳しいのは意外よね」

「仕事柄、いろんなものに手を出しますから」

　薬屋をやっていた時、傷跡が気になる客のために、白粉に染料を混ぜて渡すこともあった。おかげで壬氏の変装にはずいぶん役に立った。

「ここから近いんですか？」

　燕燕は調理法を携帯筆記具で記帳しながら聞いた。

「少し歩きますが、それほど遠くありません。あと帰りに寄り道してもいいですか？」

　猫猫は囲碁本が入った包みを持ち上げる。

「やはり売るんですね」

　燕燕の呆れた視線。

「邪魔になりますから」

　猫猫の決意は変わらなかった。




　食事を終え、猫猫たちはまた大通りへと戻る。都で名前が知れた妓ぎ女じょが使う白粉は、良家の娘が使ってもおかしくない。なので、店舗も一等地にある。

「美味しいよ、一ついかがかい？」

　屋台の小お父じさんが串焼きを手に客引きする。鶏肉が肉汁を滴らせながら、炭で焼かれていた。客引きなどせずとも、香ばしい匂いに誘われ、どんどん客が買っていく。食事を終えたばかりでなければ猫猫たちも買っていただろう。

「なんか前と市場の雰囲気変わってない？」

　姚が不思議そうに周りを見る。世間知らずなお嬢様は、だいぶ買い物にも慣れてきたようだ。

「季節が変われば店も変わりますよ。あと、やはり渡来物が多いですね」

　派手な色合いの織物や、装飾品、それに──。

「西から取り寄せた葡萄酒だよー。他所にはない逸品だ。味見もできるよ」

　酒さか樽だるから赤い液体をなみなみと注いで見せる商人。猫猫はふらふらと引き寄せられて行くところを燕燕に首根っこを捕まえられた。

「一杯だけ駄目？」

　燕燕の顔を見上げる猫猫。

「お嬢様は飲めませんので、我慢してください」

「私は気にしないわよ」

「酔っぱらいと買い物はいけません」

　姚は酒も飲めなくなってしまった。元々、飲まないのでさほど問題はないらしい。

　猫猫は残念と肩を落とし、元の道に戻る。試飲した客は、すぐに葡萄酒を購入している。酒も辛口が好きな猫猫だが、たまには果実酒も悪くない。

（渡来物というが本当かな？）

　せいぜい西方から取り寄せただけかもしれない。だが、西都で飲んだ葡萄酒はかなり美味しかった。あの味のままで飲めるのであれば嬉しい。ただ、長い旅路で味が変わってなければ良いが。

（あとで買って帰る時間あるかな？）

　後ろ髪引かれつつ、猫猫たちは屋台の前を通り過ぎていった。




　緑青館御用達の化粧品店は他の店と比べると小さいが、見ているだけで若い娘が心惹かれる作りになっていた。店の前には美人画が張り出され、外から見えるところに化粧品が品よく配列されてある。

　通りかかる女性がちらりと店内を覗のぞき見、入るか入らないか迷っていた。店主は声をかけない。高級店は客引きする必要はなく、欲しいと思って買う客しか来ないのだ。

「一応聞きますが、予算は？」

「いいものが手に入るならいくらでも出します！」

　ぐっと拳に力を入れる燕燕。

（いや、貰もらっている給料だけじゃ足りないだろ）

　猫猫と同額貰っているはずなので、どう考えても予算過剰オーバーだ。例の気に食わないという姚の叔父から金を貰っているのだろうか。

「いらっしゃいませ」

　上品な声をかけるのは品のいい小お母ばさんだ。店主だろう。

　化粧品を取り扱っているだけあって、しっかり化粧をしている。白い肌に口にはちょこんと赤い紅をさしていた。髪には地味な簪かんざしを挿しているが、よく見ると漆うるし細工でできている。爪紅だけはしっかり塗っていて、白い肌に映えて見えた。

（やり手婆ばばあが買っている店なら間違いないな）

　花はな街まちの妓女は常に流行の最先端を走らなければならない。妓女をまとめ上げるやり手婆も言うまでもなく。店主はにこにこと笑いつつ、近づこうともしない。猫猫たちが質問すれば話を聞いてくれるだろう。

「じゃあ、白粉から見ようか」

　姚は白粉が置いてある棚の前に立つ。白粉は種類が豊富で、素材別に置いてあった。染料を混ぜているのか、真っ白な物から少し肌色が混じった物もある。

　綺麗に分類されているが、一列何もない段があった。

「すみません。品切れの商品があるんですか？」

　燕燕が店主に質問する。

「ああ、それは」

　店主が棚の前にやってくる。ふわりと香油の匂いがした。店主の体形はふんわりしているが、肌の白さもあってかどこかはかなげに見える。

「ここ一列は、材料が有毒だと禁止になった物があったのです。肌に綺麗に張り付くので売れ行きも良かったのですけど」

（ものすごく記憶にある）

　毒白粉事件は後宮内だけではおさまらなかったらしい。後宮の外までしっかりと取り締まったのは優秀と言えば優秀だが、商売をしている側にとっては一たまりもないだろう。

「かなりごっそり無くなっていますね」

「ええ、うちは他の商品があるからまだいいほうですけど、店によってはまだ有毒白粉を出しているようですねえ」

（そりゃそうだろうな）

　肌によく張り付き、白く美しく見える。材料は確か鉛白だったろうか。植物由来の材料と違って腐らず、大量生産が出来るので比較的手に入りやすいのだ。

　おやじが悪いと注意しても、使用をやめなかった妓女はたくさんいた。水晶宮の侍女が梨リ花ファ妃きさきに白粉を使い続けたように、話を聞かない莫ば迦かはどこにでもいる。

（いや、莫迦というより──）

　健康、命よりも優先させる何かがある者もいるかもしれない。

　売る方も売る方で、銭が無ければまんまが食えない。まんまが食えなきゃ、死んでしまう。自分が生きるために他人の寿命を短くするのに躊躇ためらわない者もいよう。毒白粉をあつかっていた商人たちは、路頭に迷っている可能性もある。もちろん、白粉を作ることで体に異常をきたすことが多いので、やめていて正解だと思うが。

（これも──）

　猫猫は白粉を一つ手にする。

「軽けい粉ふんですか」

　これまたおやじが使うのに難色を示す白粉だ。梅毒の薬としても使われる水銀を材料とした粉末である。

「はい。おかげさまで今は、こちらが売れています」

　本来ならこれも規制すべき物だが、あれも毒、これも毒、と一度に命令するとかえって悪い物が出回る。折を見て規制してもらうしかない。

「猫猫、どちらが良いと思いますか？」

　燕燕と姚が白粉を並べる。ちゃんと軽粉を使ったものは外している。

「米粉に滑石ですか」

　どちらも混ぜ物がされているようだが、詳しく書かれていない。

「少し試してもいいですか？」

「どうぞ」

　店主に断りを入れて、綿花で手の甲に白粉をまぶす。伸びを確認したり、匂いを嗅かいでみる。どちらも悪くない。むしろかなり質がいい。玉ギョク葉ヨウ后きさきが使っていたものに匹敵するのではないだろうか。

「どうですか？」

　燕燕が聞くので、猫猫はちらりと店主を見る。

「忌き憚たんない意見は私どもにも役に立つのでおっしゃってください」

　商品だけでなく、店主の性格もいい。これはやり手婆が取引するわけだ。

「品質はどちらもかなりいいと思います。粉末が細かく、肌に馴染みやすいです。ただ米粉には気になる点があります」

「どんな？」

「米粉の場合、腐りますね。器の容量が大きいので、雨の多い時期だと半分も使わないうちにかびが生えてしまいそうです。腐敗防止に薬が混ぜ込まれているかもしれませんが、何が入っているかわからないのも不安です」

　姚が使うのだから、安全性をいくら配慮しても問題なかろう。

「滑石は腐りませんし、毒性も聞きませんね。使いやすいのはこちらでしょうね」

　滑石は利尿、消炎作用があり、猪チョ苓レイすなわち猿の腰掛と混ぜ合わせて薬を作ることもある。少なくとも猫猫が調合したあとで変な副作用は出たことがない。

（何かあるかもしれないけど、わかるとしたらいつになるか）

　そこまで面倒は見切れない。

「では滑石にしますか？」

「いえ、どちらも他に何が含まれているのか、気になります。体に悪い物が含まれていては意味がありませんので」

　重箱の隅をつつくような発言に店主は片眉を少し下げる。

　燕燕は考え込んでいる。姚は白粉については燕燕に任せてしまったらしく、巻貝に入った螺ね子じ黛まゆずみを見ていた。
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「……では、こういうのはいかがでしょうか？」

　店主は店の奥から陶製の器を持ってくる。容量は元々置いてあった器の半分ほどだ。

「米粉には、他に植物から作られた物しか入っていません。口にしても問題ない材料だけで作らせています。この大きさなら使い切れませんか？　器をお持ちいただけたら、中身を詰めて差し上げられます。もちろん、器代を差し引いて」

（この主人できるぞ）

　客の要望に答えつつ、何度も足を運ぶ顧客を手にしようとしている。

「おすすめの商品なんですか？」

「はい、私も使っていて、本当によく張り付いて使いやすいんですよ」

　確かに店主の肌を見るといい物だとさらにわかる。ただ少し引っかかる点がある。

「燕燕、米粉でいいんじゃない？」

　姚が戻って来て燕燕に言った。

「そうですね。作ろうにもこれだけ細かい粉末にするのは難しそうですし」

　自分で作るほうがより安全だと考えていたようだが、餅は餅屋だ。製法の技術知識ノウハウまで教えてくれないだろう。

「では一つ白粉を──」

　声をかけようとしたとき、店の奥から若い娘が出てきた。

「母さん！」

「仕事中ですよ」

　店主は顔を歪ゆがめるが、娘は猫猫たちに一礼すると、耳打ちを始める。どうにも急ぎの用らしい。娘の耳打ちに店主の表情が変わる。

「すみません。ちょっと席を外します」

　店主は娘に任せて奥へ下がってしまった。

（面倒くさいことでも起きたのかな？）

　気になるが部外者が口を突っ込むことではない。娘に白粉を包んでもらい、精算する。つり銭を燕燕が受け取るが、銭が白く汚れていた。

「あっ、すみません」

　慌てて娘が白く汚れた銭を取り換える。よく見ると娘の指先は白く汚れており、新しく換えた銭もまた汚れていた。包装された白粉の包みも白い。

「ああ！　すみません、すみません！」

　謝る娘に、「別にいいわよ」と姚が返す。

「検品をしていたんですか？」

　猫猫は指先を見て言った。右手の三本の指が汚れている。白粉を指先でつまんで手触りを確かめたように思える。

「よくわかりましたね」

「そして、何か異常を見つけて、すぐさま報告しにきたと」

「……」

　娘の表情が図星と物語っていた。

「白粉に変な物でも入っていたんですか？」

　燕燕が食いついてくる。せっかく厳選したのに、不純物が混じっていては意味がない。

「何が？」

　顔を近づける燕燕。

「燕燕」

　姚が燕燕を止める。

　娘は半泣きになっていた。

「す、すみません。最近、新しい業者が入ってきて、注文通りの品を持ってきたって言うんですけど、なんか手触りが違ったんです。混ぜ物をしているんじゃないかって聞いたら、『言いがかりはやめろ』って言われて。私、怖くて、だから母さんに……」

（悪徳業者か、それとも単なる勘違いか）

　猫猫は娘から話を聞いているので、どうしても業者が悪いように聞こえてしまう。

　まだ店主は戻ってこないのは話が長引いているせいだろうか。

「母さんはわけがわからない商品をお客さんに売りたくないって。今日持ってきたのは普段使っている白粉と同じ配合なので手触りでわかります。でも、今日来た人は『証拠がない』って言って帰らないんです」

（ふうむ）

　猫猫は腕組みをする。

　燕燕は白粉の中身に混ぜ物がないかどうか気になって仕方ないし、真面目な姚は目を吊り上げて怒りをあらわにしている。

　米粉なんて使用条件でいくらでも触り心地など変わるものだろうが。

（このままでは帰れないな）

「ちょっと失礼」

　猫猫は裏口につながる戸を開ける。奥で睨にらみ合う店主と業者がいた。二人の間には、大きな壺が置いてある。

「だから、あんたらに言われた配合でちゃんと作ったって言っただろ？　どこがどう違うって言うんだ？」

　業者の小お父じさんは唾を飛ばすような勢いで話している。大きく口を開けるので、前歯が数本抜けているのが見えた。

「違うよ。混ぜ物をしているだろ？　手触りでわかるからね」

　店主は胸をはって言う。

「手触りなんてあんたの言いがかりって言っているだろ。米の粉なんざ、湿気でいくらでも手触り変わるもんだろうが」

　話は平行線だ。終わりがない。

「すみません、話が終わらないようで」

「あっ、お客さん、困りますよ。こんなところまで来ては」

　店主が猫猫を見て、やんわりと咎とがめる。声色は柔らかいが目は笑っていない。

「すまんがこちらは取り込み中だ。下がっていてくれないだろうか？」

　業者も猫猫をやんわり断る。猫猫は気にせず、二人の間にある壺を覗のぞき込む。白い粉がたっぷり入っていた。中に匙があり、粉をすくう。

「何やっているんですか！」

　猫猫は粉に触れる。

「米粉ですね。もしかして、私たちが購入しようとした物と同じですか？」

「いえ、ちょっと最近、米粉が高騰しているので──、違う業者に同じ配合を頼んだんですけど」

　店主は言葉を濁すように答える。

（米粉の高騰ね）

　新米が出回る季節だが、やはり例年より収穫が悪いのだろうか。

　触れた感じは米粉だとわかる。色合いも先ほどの物とあまり変わらずきめ細やかだ。しかし、触れるとさっきの物と少し手触りが違うような気がする。

「あんたからも言ってやってくれ。うちの白粉はちゃんとしたものだ。このごうつく店主が安くしようと難癖をつける」

「何が難癖ですか？　うちは、客人に安心して使えるものを提供するのを指針モットーとしているんです。肌に触れるものはそれだけ繊細なのよ」

　どちらも正しいように聞こえてくる。確かに手触りなんて、天気でいくらでも変わる。今日の天気はあまり良くない。いつもより湿気ているのかもしれない。

「どちらかはっきりしてもらわないと、私も購入できません」

　燕燕も出しゃばってくる。姚が使う白粉となれば、目の色が違う。

「じゃあ、確認しましょうか？」

『確認？』

　猫猫の提案に、周りが反応する。

「この白粉は、植物性の、人が口にしても問題ない物でできているんですよね。なら──」

　食べてみよう、と。

「食べるって、粉を？」

「生ではお腹を壊します。水で溶いて薄バオ餅ビンにでもしますか」

「ちょっと、そんなんでわかるの？」

「私、舌には自信があります」

　伊達に毒見で鍛えていない。

「念のため聞きますけど、蕎そ麦ばの粉は含まれていませんよね？」

　猫猫は店主と業者に確認する。

「玉蜀黍とうもろこしなら含まれているけど、あとは麦とか」

　なら、問題ない。少し黄色がかっているのは玉蜀黍の色だったのか。

「器と水、それから鍋と火は？」

「ええっと、店の裏に母屋があるのでそちらの竈かまどでお願いします」

　店主の娘が答える。白粉だらけの場所で火を使うと爆発する可能性があるからだろう。

「わかりました。あと、葉物野菜と鶏肉は？」

「今は自重してください」

　すかさず燕燕が猫猫の後頭部を叩いた。せっかく口にするなら美味しく食べたかっただけなのに。猫猫は粉が入った壺を持って、店の裏に向かった。




　結果として、出来た薄餅は普通に美味しかった。

「贅沢を言えば、玉蜀黍の配分をもう少し多くしていただきたいかと。さらに、白髪葱と羊肉があれば完璧です」

「猫猫、白粉を食べた感想になっていません」

　燕燕が薄餅を千切って目視で確認する。夕飯に薄餅も悪くないな、と考えていそうだ。

「お嬢様、猫猫が大丈夫と言うので、白粉としては問題ないと思います」

「ねえ、二人とも。周りが呆れているわよ」

　姚が白けた目で見る。

「最初から言っているだろ。変な物を入れたなんて言うが、俺はこの配分通りに作った。他に変な物なんて入れていない」

　業者の小父さんは材料が書かれた木簡を卓テーブルに叩きつける。

「……」

　店主も店主の娘も何か言いたそうだが、何も言えない。納得がいかない顔だ。

「食べてみますか？　確かに口にしても問題ない味ですよ」

「……でも」

「でも、手触りが違ったんですよね」

　猫猫は店主の手を掴つかんだ。指先には白い粉、赤い爪紅にもついている。

「ならこう考えませんか？」

「なにを？」

　猫猫は指の腹で店主の爪紅を拭う。白い縞模様が爪に入っている。猫猫は爪がずっと気になっていた。

「混ぜ物がされていたのは、今まで使っていた業者だったと」

　小母さんの顔色が蒼白になる。

　毒物を摂取すると、爪に現れることが多い。砒毒しかり、鉛毒しかり。

「他所の店では禁止された毒白粉を出すところもある。業者によっては店を騙だまして売ることもあるかもしれない。例えば、品質にぐらつきのある白粉に混ぜて、安定させるとか」

　毒の症状は、混ぜ物をしている分、薄まる。だが、店主のように毎日綺麗に化粧をしている人には、症状が現れるだろう。

「貧血や食欲不振、消化器官の不調、指先の痙けい攣れんなどはありませんか？」

　店主の化粧の下の肌色はどうなっているだろうか。表情を見るだけで、猫猫の問いかけへの認否がわかる。

「じゃあ、これは──」

　燕燕は買った白粉を見る。猫猫はその白粉を取ると、器の蓋を開けた。

「もう一度、薄餅焼いてみますか？　こちらの白粉で？」

　どのように焼けるかが見物だった。




　店の外を出た時、外は暗くなっていた。重い雲は泣き出して、地面を濡らしている。

「うわあ、もう濡れちゃうじゃない」

　呆れた顔の姚。

「こんなこともあろうかと」

　燕燕はどこからともなく傘を取り出す。

「持ってきていたっけ？」

　猫猫が聞くと、燕燕は今出てきた店の看板を叩く。

「雨が降りそうだったので、店主の娘に買ってきてもらいました。迷惑料くらい貰もらっても問題ないでしょう」

「いつの間に、ってか迷惑料って……」

　確かに悪気はなくとも体に悪い物が入った白粉を売っていたし、買っていた。店で買った白粉を水に溶いて焼いてみれば、明らかに最初に作った薄餅と違う物ができたのだ。

「もう十分貰っていると思うんだけど」

　燕燕の手には、新しく業者が持ってきた安全な白粉とともに、肌によい香油もおまけで入っている。食べても安全であるが、肌への馴染みはあまり良くない。なので、香油で練って水白粉として使うようにした。

「いいえ、お嬢様の体調が悪くなっても困りますから」

「それなら、猫猫に言って。変な物を口にするなって」

　姚が呆れ顔で猫猫を見る。猫猫は、毒入り白粉で作った薄餅を食べようとしたが、彼女に羽交い絞めにされて止められた。

「すぐ吐き出すから問題ないですよ。味を確かめるだけです」

「……何があんたをそこまでかきたてるの？」

　姚がため息をついた。

「お嬢様、本降りになる前に買い物を済ませましょう。時間を取ってしまいましたから」

　燕燕は傘を開き、姚を中に入れる。猫猫にも一本傘を渡す。傘を二本しか用意してもらわないところがまた燕燕である。傘一本に二人入ると、体が密着する。

「この時間に食材が売られているとすれば、鐘しょう楼ろうの近くですね。まだ市いちが立っていると思います」

　鐘楼は都の中心にあり、時刻を知らせてくれる。活気がある場所なので、店も遅くまで開いている。

「もうそろそろ夕刻の鐘が鳴る頃──」

　猫猫が言い終わる前に暗い空が真っ白になり、同時にごぉんと鐘が鳴る音も聞こえた。

「えっ、な、何？」

　姚がきょろきょろ反応する。その刹せつ那な、鐘の音につられるように激しい音が響いた。

「!!」

　姚が口をぱくぱくしながら燕燕に抱きつく。燕燕は燕燕で、これ幸いにと言わんばかりに姚をぎゅっと抱きしめ返している。

「雷ですね。大きかったですね」

　猫猫は空を眺める。大きな雨粒が頬に落ちた。

「お嬢様、大丈夫ですか」

「っだ、大丈夫よ」

　その割に顔は真っ青だ。

「雷雲が近いならすぐ大降りになるかもしれません。早く買い物を終わらせましょうか」

「そ、そうね。早くしましょ」

　びくびく空を眺めながらも、虚勢を張る姚。燕燕は密着した体を離さないまま、温かい目で見ている。

　姚を心配しつつも、怖がる姿を愛でているようだ。相変わらず歪ゆがんでいる。

（今日は売り払えそうにないな）

　猫猫は碁の教本が入った布包みに視線をやると、二人のあとをついていった。










三話　流行







　壬ジン氏シの執務室は、普段と変わらぬ光景が広がっていた。大量に積まれた書類、順番待ちをする文官、たまに顔を覗のぞこうとどこからともなくやってくる官女。騒がしいのに違いないが、このあいだまでの忙しさに比べれば、ひと段落といったところか。

　普段から忙しい仕事は、隣国砂シャ欧オウの巫女がやってきてから倍になった。その後、巫女を呼んで宴が行われ、その最中に毒殺騒ぎ。壬氏は寝る暇なく処理に追われ続けていた。

　結局、事件は巫女側の自作自演だったが、これはこれで大問題、頭を抱えた。

　巫女は存命で、現在、元上級妃の阿多アードゥオのもとにいる。あそこは、色々駆け込み寺のようになっていて申し訳ない。

　しかし、巫女が死んだことに対する後処理は壬氏を含む、少数の人間がやらなくてはいけなかった。

　砂欧が巫女を大義名分にして攻めてくるのでは、と煽あおる官もいたがそんなことはない。砂欧は交易を主な産業とする国である。戦争を仕掛けるというのなら、余程の後ろ盾がなければできることではない。むしろ、目の上の瘤こぶだった巫女がいなくなったことで、せいせいしているだろう。

　なので、砂欧側が提示した案件はあらかた予想通りのものだった。

　関税の緩和、特に食糧に関して下げるようにとある。

　あからさまに「食糧が足りない」と言ってくるわけがないとは思っていた。砂欧の元巫女は、砂欧の王や官についてよく知っている。性格と政治的判断を踏まえて予想範囲内の対応だった。

　予定調和すぎて肩透かしを食らったくらいだが、だからといって外交問題が簡単というわけではない。

　結局、今の山積みの書類さえひと段落と思えるような仕事に追われていたのが、数日前のことだった。

「壬氏さま、こちらを」

　馬バ閃センが新しい書類の山をよこしてくれる。これでも、仕分けして半分以上減らしたほうだ。

「もう半分くらいには減らせないものか？」

「そう言われましても」

　書類の印はほとんど高官が押したものだ。仕分けする文官たちは、上の印が入った書類を無下にできない。なので、くだらない案件でも壬氏のもとに来る。

　壬氏はため息をつきながら判を押す。

　そんな中、仕分けをしている文官の一人が立ち上がる。ちらちらと壬氏のほうを見ている。以前、壬氏の茶に毒が入れられたときに一緒にいた文官だ。馬閃が完全復帰するまでのつなぎとして一時的に入ってくれた人材だが、優秀な仕事ぶりなのでそのまま引き留めてしまった。本人としては、早く元の職場に戻りたそうにしていたが、万年人手不足なので壬氏としては手離す気はなかった。

「何か？」

　壬氏に代わり馬閃が聞き返す。文官は、びくっと肩を震わせた。

「い、いえ、何もありません……」

　何もないと言っている割に、そわそわしている。そういえば数日前から、様子がおかしかった。

　もしや、と壬氏は目を細める。

「本当に何もないのか？　正直に言え」

　文官に詰め寄ったのは馬閃だった。最近、壬氏の周りでは物騒なことが起きている。何かあった後では遅いと、護衛も兼ねている馬閃は特にぴりぴりしていた。

「ひ、ひい！」

　文官は顔を引きつらせ、震えながら懐に手を入れた。馬閃がすかさず文官を組み伏せる。

　得物を隠していたのかと、馬閃は遠慮がない。

「どこの差し金だ」

　馬閃が文官の手首を掴つかむ。懐から出てきたのは、紙切れだ。壬氏は紙切れを掴む。

「馬閃、放してやれ」

　壬氏は紙切れを見てふうっと息を吐いた。

「これが原因でそわそわしていたわけか」

「はっ？」

　なんですか、それは、と馬閃が首を傾げる。

「いたたた。は、放してください」

　文官を解放した馬閃は壬氏が持っている紙切れを見る。

「こんなもの……」

「いつのまに作ったのか知らないが周到だな」

　紙切れには、本を出すという旨が書かれてあった。日付は今日、都の書店にて売り出すとある。

「……ほ、欲しかったんです。本は一度売り切れると、買えるかわからない代物なので」

　文官は半分泣きべそをかきながら、右腕をさすっている。馬閃の顔が罪悪感でいっぱいになっていた。

　書物は高級品だ。余程人気がない限り、もう一度作るということはない。売り切れてしまえば、古書として売りに出されるのを待つしかない。

「しかし、紙にわざわざ刷って配って宣伝しているということは、かなり用意されているのではないのか？」

　刷るということはかなりの枚数を用意しているはずだ。その元を取るには、より多くの本を出すだろう。

「……わ、わかりません。人気があると思いますし」

「そんなに人気がある作者なのか？」

　壬氏は隅々まで紙切れを見る。しかし、紙に印刷して不特定多数に配るという方式は新しいと感心してしまう。一体、誰が……。

「!?」

　見てはいけない名前を見てしまった。壬氏は後悔する。

　馬閃が不思議そうな顔をして覗のぞき込む。

「ええっと、漢カン太尉ですか？」

　壬氏も題名を見て、頷うなずく。

『漢』という姓は珍しくもない。だが、『太尉』という役職についているのは、この国に一名しかいない。

『漢　羅ラ漢カン』、通称変人軍師である。

「一応、質問だが、この紙は誰に貰もらった？」

「こ、戸こ部ぶにいる友人が、太尉の息子と知り合いなので。仲間内に配っていた物を貰いました」

　戸部とは、財務関連を司る部署である。

　羅ラ半ハンだ。羅半が関わっているなら、本もただの軍師殿の思いつきではなく、本格的に編集されているだろう。

「……碁の本ときたか」

　そういえばちらりと噂うわさに聞いていた。碁の本を作ると軍師殿が息巻いていると。

　まさか、ここまで大がかりになっているとは思わなかった。

　壬氏としては、本を普及してもらうのはありがたい。紙や印刷事業に関して、壬氏もいくらか手を出している。

　だが、こんな真面目そうな文官まで軍師殿の本を欲しがるとは意外だった。

「軍師殿に文才があったとは知らなかったが」

「文才なんてどうでもいいんです。あの方の言葉など、まず解読するのが難しいと聞いております。ただ、今まで漢太尉が指してきた碁の棋譜をのせるというんです。無視するわけにはいきません！」

　さっきまでべそをかいていたというのに、今度は語りだす文官。何気なく羅漢を貶おとしめている。好きなものになると熱中する人間はいるというが、この男にとってそれは囲碁のようだ。

「囲碁はかじる程度にしかしたことがないが、そんなに漢太尉は強いのか？」

　馬閃が実に不思議そうな顔をしている。

「強いも何も、この国で太尉に勝てるのは今上陛下の指南役くらいです」

　帝の指南役は、棋聖。すなわち、この国で一番囲碁に強い者である。

　壬氏も指南役には何度か教えてもらったことがある。最後に碁を教えてもらったときの置き石はいくつだったろうか。

「漢太尉の手順は、実に先が読めず、どう打ってくるのか予測できません。その棋譜がわかるというのであれば、囲碁をたしなむ者にとって垂涎の品です」

　拳をぐっと握りしめ、目を輝かせる文官。馬閃も組み伏せた後ろめたさが少し和らぎほっとしている。

「しかし、太尉も一応人間なのだな。碁に勝てない相手がいるとは」

　これまた馬閃も軍師殿に対しての言いようがひどい。ひどいが本当のことなので、壬氏も納得する。

「何を言っているのですか？　碁では、六対四で指南役のほうが優勢という意味です。指南役は玄人、対して漢大尉は一応本業がありますから」

「……」

「あと、将棋では、誰も勝てる相手はいません」

「……」

　やはり人間扱いするのはよくない。

「わかった。馬閃、財布は持っているか？」

「えっ、はい」

　馬閃は懐から財布を取り出す。壬氏はそれを、文官に持たせる。文官は慌あわてながら、壬氏と馬閃を交互に見る。

「馬閃が迷惑をかけた。少ないが受け取ってくれ」

「い、いえ。そ、そんなわけには……。なにより、馬閃さまの──」

　あいにく、馬閃の財布ではない。何かと入用なときのため、壬氏の金を管理しているに過ぎない。相場はよくわからないが、慰謝料としては十分だろう。

「あと、右手が痛かろう。もう仕事は終わりにして、その本屋にでも向かうといい。本代にはなるはずだ」

「い、いえ。多すぎます。こんなには貰もらえません」

　正直すぎる奴だ。素直に受け取ればいいのに。

　なら、こう言い換えよう。

「何を言っている？　一冊じゃないぞ。私のぶんも入っている。余裕があれば、馬閃の分も頼む。ほら、早く行け。売り切れるだろうが。それとも、駄賃は別に必要か？」

「い、いえ。わかりました。行ってまいります！」

　文官は慌あわてて、執務室をあとにする。

　壬氏は走り去る足音が聞こえなくなると、息を吐いた。

「馬閃。いきなり組み伏せるのはよくないんじゃないのか？」

「そ、そう言われましても」

　馬閃は申し訳なさそうにしている。

「まあいい。腕は折らなかっただけ、力の加減はしていたということだな」

　馬閃の本来の怪力を考えると、文官の骨は粉々に折れていてもおかしくない。多少は成長していると、認めてやる。

「壬氏さま。私は碁など興味がないのですが」

　馬閃の分も買ってこいと言ったことについてだ。

「なに、覚えていて損はないぞ。深窓の令嬢も碁くらいはたしなむ。結婚相手と会話ができなくても、碁くらい打てればなんとかなろう」

　冗談めかして言ってみたが、馬閃の顔は真っ赤になっていた。

「そ、そんな、あ、相手は──」

　どもったまま馬閃は無言になる。壬氏は、「はて？」と首を傾げつつ執務机に戻り後悔する。

　山のような書類はまだまだあった。手伝いの文官を今更呼び戻せない。




　数日後、宮中では至る所で、ぱちん、ぱちんと石を並べる音が響いている。

　壬氏は執務室に向かいながら、詰所で武官たちが碁を打っているのに気付いた。

「流行ですね」

「だな」

　馬閃の問に壬氏は答える。

　流行の火付けは何か、言わずもがな。変人軍師の本だ。壬氏の手にも六冊ある。

　なぜ、文官に使いを頼んだ一冊だけではなく、六冊かといえば──。

『貰もらい物ですが、どうぞ』

　短い文ふみを添えられて、薬屋こと猫猫が送ってきた。なんで送ってきたかと言えば、好意とは違う、悲しいことに違う。十中八九、在庫処分である。あの娘が変人軍師の本など購入するわけなく、どうせ大量に送り付けられたか何かだろう。先日の言葉の意味を覚えているかと問いたくなる時がある。

　猫猫は変人軍師の娘だ。当人は羅漢が父親だと認めたくないようだが、壬氏から見ても親子に見える。

　毛嫌いしている父親からの贈り物、手元に置きたくないはずだ。

　別に文官に渡した金が無駄になったなどとは思わないが、六冊あっても仕方ない。馬閃は持っているので、高ガオ順シュンと主上と阿多アードゥオに渡してみるか、と考える。

　単純に、それだけの理由かもしれないし、そうでないかもしれない。薬屋の娘はしたたかで抜け目がないので、裏があることも考えておくべきだ。

　壬氏は考えつつ、どうやったら猫猫を言いくるめる方法があるだろうかと考えてしまう。逃げ道がないように、幾重にも下準備をする必要があった。有言実行の男でいたい。

　途中、官女たちに遠巻きに観察されながらも、壬氏は執務室に到着する。

　執務室の前には、官が一人立っていた。壬氏に気が付くと慌あわてて、近づいてくる。

「どうした？」

　壬氏に代わって馬閃が対応する。

「失礼いたします、こちらを……」

　官はそっと書を渡す。馬閃は書を開き、眉をぴくりと上げた。

　壬氏は書を見ると、無表情のまま執務室へと入る。

「被害状況を逐一報告しろ」

「はっ」

　官は戻っていく。また、新しい情報が入ったら伝令がやってくるはずだ。

　執務室に入ると、壬氏は深くため息をつく。

「とうとう来たか」

　書には簡潔に書いてあった。

『蝗こう害がいが発生した』と。




　小規模の害虫被害はすでに何件か報告が入っていた。壬氏も目を通したが、直接、首を突っ込む内容でもないので、部下に任せていた。

　今のところ、そこまで大きな被害はなかったのだが……。

「収穫が三割を切るか」

　甚大な被害だ。場所は西部の穀倉地帯と聞いて、壬氏はぴくりと耳を動かす。

「麦の収穫にしては遅すぎやしないか？」

「麦ではなく、稲です。二十年ほど前から、大がかりな灌かん漑がいを行い、試験的に稲作を行っています。逆を言えば、周りに収穫前の稲しかなかったので局地的に食い荒らされた、麦の収穫時期と重ならなくてよかったと言えます」

　壬氏の質問に答えるのは、碁好きな文官だ。名を静セイという。少し気が小さいところが無ければ優秀な男だ。

「大河から水を引いているということか」

　そういえば二十年ほど前、壬氏が生まれた頃に、大掛かりな治水工事があったと聞いている。水を引く工事も一緒にやったようだ。

「はい。試験的に一部の地方で行われました。収穫としては麦より安定しているものの、範囲を広げすぎると下流の水に影響があるということで、それ以上の拡張は取りやめになっております」

　静は、地図に大きく丸を付けている。

　二十年前は、女帝の時代だ。あの女傑は、突拍子もないことをいくつも政策に入れ、実行している。

　壬氏は丸がついた地図を見る。都から近くもないが遠くもない。往復で四、五日あれば行けるだろうか。

　机には山となっている書類。壬氏は、ずっと控えている馬閃と不安そうな顔の静を交互に見る。仕事は溜め込みたくない。だが、気になることを放置しておけない。

　壬氏は唸うなりそうになるのをこらえる。

「……あ、あの」

　静がおずおずと手を上げる。

「どうした？」

　壬氏はできるだけ表情を崩さぬように、静を見る。

「し、失礼を承知で申し上げますが、月の君は仕事を抱えすぎではないかと」

「私自身がよくわかっている。だが、どうしろというのだ？　他の者に任せるわけにはいかないだろう」

　壬氏の発言に、静は少し後ろめたそうな顔をする。

「た、大変言いにくいことですが」

　静は目線をそらしつつも話を続ける。

「他の方々は、部下に任せていることがあり……」

「そんな不正をやっているのか！」

　馬閃が机を叩いた。静が「ひいっ！」と身体を震わせる。

「どこのどいつだ。誰か知っているのだろう？」

　馬閃が詰め寄るので、壬氏がそっと制する。

「馬閃。怯おびえている。だが、誰がやっているのかだけは教えてもらいたい」

　壬氏が柔らかくも、有無を言わさない声で静に言った。

「え、えっと……、漢太尉です」

　確かに軍師殿なら納得がいくけれど、静の顔には誤魔化しの表情が浮かんでいた。

「他にもいるんじゃないのか？」

　壬氏が顔を近づけると、静は頬を真っ赤にする。そっちの気がない人間を選んだつもりだが、あまり顔を近づけすぎては駄目らしい。壬氏は顔の傷を撫なでる。

「し、主上も……」

『……』

　壬氏と馬閃は黙るしかない。

「ど、どうでしょうか？」

　もう離れてくれと言わんばかりに顔を伏せる静。しかし、馬閃はそれだけではおさまらないようだ。

「一体誰が主上の代わりにやっているというのだ？」

　鼻息を荒くして詰め寄るが──。

「が、高ガオ順シュンさまです！」

『……』

　またも黙るしかない。

「もちろん、印を押すのはまとめて主上がやっておりました。た、ただ、もう一人、間に挟み書類の類を片付けていただければ、月の君に届く書類の量は、三分の一に減らせるのではないかと。相応の役職を与えれば、裁量権は問題ないはずです」

　三分の一と聞いて心が揺らぐ。しかし、大事な仕分けをおいそれと気心が知れぬ官に任せるわけにはいかない。

　壬氏は馬閃を見る。

　高順がやるのであれば、息子の馬閃がやってくれればと思うが、あいにく、机仕事に向く男ではない。仕事は丁寧なのだが、生真面目すぎて融通がきかないので、溜め込んでいくだろう。

　壬氏の仕事を任せてもいい家柄と忠誠心を持ち、なおかつ器用に仕事がさばける部下が欲しいなどと贅沢だろうか。

「壬氏さま」

「なんだ？」

「一人、書類仕事が得意な人間を知っておりますが」

　馬閃の言葉に、壬氏は目を見開く。

「本当か？　文官の知り合いなどいないだろうに」

「いえ、一人います。昨年、科挙に合格した進士ですが、現在、官職にはついておりません」

「……もしかして」

　壬氏は一人、思い当たる人物がいた。

「はい。馬バ良リョウ、良兄者と言えばわかりますか」

　馬良、名前を見てわかるように、馬マの一族の一人、馬閃の兄だ。










四話　馬姉弟







　馬バ良リョウ、高ガオ順シュンの息子であり、馬バ閃センの兄。

　武人を多く輩出する馬マの一族の者だが、当人は文武の文に才能を振り切っていた。本来、壬ジン氏シのお付となるのは兄である馬良のはずだが、高順は馬良の性質をよくわかっていた。下手に剣術の稽古などさせず、書物を与えた。体を動かすことに関してはもやしよりもさらに弱い男は、水を得た魚のように勉学に励んだという。

　そして昨年、四年に一度の科挙を初受験で合格した。控え目に言っても馬良は文官としてかなり優秀だ。しかし、そんな優秀な男は、官職にもつかずにいたという。

　理由については、彼の今ある状況を見れば説明はつく。

「さすがだな」

　日々、山積みになっていた書類は、反対側を見渡せる程度の高さになった。

　壬氏はほっと息を吐き、部屋の隅で黙々と仕事をする人物を見る。

　入口から死角になり、衝立をたてているため、そこに誰かいるのかは、訪問者には見えないようになっている。出来れば、四方を壁にしたかったようだが、それはさすがに駄目だと馬閃が止めた。さて、衝立に隠れる人物が誰かと言えば──。

「壬氏さま……」

　まとめた書類を持ってくる男、痩身中背、肌の色は少々青白い。不健康と言えば不健康に見えなくもないが、隣の健康優良児もとい馬閃と顔だけがよく似ているのが面白い。背丈は馬閃より一寸ほど低いだろうか。猫背なのでもっと低く見える。馬閃が童顔でなければ、どっちが兄かわからないだろう。

　馬閃の年子の兄であり、高順の息子でもある。馬良だ。

　馬の一族は、代々武官を多く輩出している。皇族の護衛は、馬の一族が主に行う。高順は主上の、馬閃は壬氏の、といったように。本来なら、馬良は壬氏の護衛になるはずだった。高順の二番目の子であり長男なのだが、このように青あお瓢びょう箪たんでは護衛は務まらない。

　馬良は、『馬』の名を貰もらったものの、翌年生まれた弟の馬閃にもまた一族を表す一文字を与えられることになった。

「早いな、もう終わったのか？」

「ええ。壬氏さまは置物なので、仕事が終わります」

「……どういう意味だ？」

　会話として文章が端折られているようだ。壬氏には理解できない。だが、そこにすかさず現れる人物が一人。

「馬良はこう申しております」

　長身の目つきが悪い美女が立っていた。どこから現れたのか壬氏でも一瞬わからないほどの動きで、にゅっと壬氏たちの前に出る。馬良がびくりと身体を震わせる。

「『壬氏さまは置物のように美しいので、いっそ人間とは思えない。なので人間が苦手な私でも、人間とは思えず違う生き物として平気に接することができるので、仕事に集中ができます』と」

「……」

　これはどう受け止められているのだろうか。あと何気なく人間扱いされていない。いや、昔からこういう男だが。

　馬良の言葉を訳してくれた目つきの悪い美女は、馬良、馬閃兄弟の姉だ。名前を麻マー美メイといい、これで二児の子持ちである。馬閃たちは父親である高順に似ているが、麻美は母親似だ。母親は壬氏の乳母だったこともあって、なんとなく苦手意識を持ってしまう。

　性格も母親似だ。気が強く、旦那も尻に敷かれているらしい。父親たる高順は、数年前まで、麻美に毛虫のごとく嫌われていた。今は、蛾程度になったと言っている。

　とはいえ、単体なら扱いづらい馬良の手綱を上手く操れるのはこの麻美しかいないだろう。馬良は、科挙を好成績で合格しておきながら、病弱さと独特の思考で、仕事をやめている。人間関係を新しく構築するのが苦手で、知らずのうちに反感を買ってしまう。馴染む前に同僚や上司から嫌がらせを受けて、胃を患ったのだ。

　有能なのは有能、だが性格に難がある。

　ある意味、羅の一族とよく似ているが、あそこの人間はやたら強靭な精神を持ち合わせていて、むしろ周りが胃を痛めるのである。あのふてぶてしさはいっそうらやましくなってしまう。半分とはいわないまでも、十に一つぶんくらい、あの周りのことを気にしない性格を分けてもらえればよいのに。

　ため息をついていると、馬閃が仕分けた書類を机の上に置く。

　壬氏は、貰もらった書類を確認する。

「……」

　壬氏は書類の一枚を確認して、眉間にしわを寄せた。以前、壬氏から他の部署にあてた稟議書だった。内容は不可とある。これで何回目だろうか。

「やはり駄目だったな」

「駄目でしたか」

「時期が駄目だったな、まだ来年なら良かったのに」

「来年は、武科挙がありますからね」

「ああ、武科挙を待てとのことだ」

　何が駄目だったかと言えば、軍事強化についてだった。北部に兵を増やしたいと提案したが、見事に却下されてしまった。武科挙とは科挙の武官版だ。科挙ほど大掛かりなものではないが、それでも多数の腕自慢が集まり、武官に採用される。

　ここ数年、軍部は縮小傾向にある。理由としては、二つ。一つは戦がないこと。もう一つは、軍の上層部の顔ぶれにある。主に頂点トップに立つ二人が問題だ。

「漢太尉と魯ロ大司馬ですね」

　大司馬とは、軍事関係では最高位の官吏である。太尉は三公の一つであり、大司馬と同じく軍関係の役職だ。

「なぜ、漢太尉が太尉になられたのでしょうか？」

　壬氏とて聞きたい。ただ、妙な噂うわさはいくつも回っている。

　羅漢を敵視した相手を、羅漢がすべて潰したら上がいなくなってしまった。

　先帝の母である女帝に気に入られていて、出世を約束してもらっていた。

　主上が先帝崩御の後、皇位を狙う外戚を先にまわって排除していた。

「正直、よくわからない」

　ただ、本人が権力を手に入れた理由については予測がついていた。過去に猫マオ猫マオが嫌そうな顔をしながら羅漢の話をしていたからだ。

　権力を持たねば、手に入れられないものがある、と。

　羅漢という男は、欲しい物を手に入れるためなら何でもする。だが、欲しい物が無限に増えていく類の男ではない。

「軍人ならもっと欲を持てば良いのに」

　大義名分を作り、自分の手元の駒を増やそうとする男なら話は早かった。

　しかし、羅漢は盤遊戯と家族、そして甘味があれば満足する。

　本来、無欲な男であるが、行動力がありすぎるので、周りは迷惑を被る。

「漢太尉に直接話してみるのは──」

「むしろ、もっと妨害を受ける」

「……」

　壬氏は羅漢に嫌われている。理由については言わずもがな。たまに執務室にやってきては邪魔をして、菓子を食べつつ書類を汚して帰っていく。

　最近はあまりやってこないが理由はわかっている。医局に顔を出しているのだ。猫猫の嫌な顔が簡単に想像できる。

「では魯大司馬に話をつけましょうか」

　大司馬という立場においそれと話はできないが、壬氏は皇弟だ。話を聞いてもらえると馬閃は思っているようだが甘い。

「魯殿はどんな陣営か忘れたか？」

　大司馬が今の位についたのは、今上の声があってのことだ。そして、なぜ今上が魯を推したかと言えば──。

「母……、いや皇太后が許すと思うか？」

　今上と壬氏は年齢が離れているが同母の兄弟だ。皇太后は後宮入内当時女官だったが、先帝のお手付きになり妃になった。後宮では当時、皇太后の命を狙う者たちであふれかえったという。先帝の兄弟は皆、流行病で死んだため、今上こと兄が東宮に立つのは自明の理であった。

　皇太后の周りには権力のおこぼれを貰もらおうと多数の官が貢物を持ってきたらしいが、魯はまだ女官だったころから気を使っていたらしい。

　当時の皇太后の年齢は十になるかならないか。先帝のお気に入りとなり、女官でありながら後宮の外に出ることもあった。たびたび護衛の任についたという。

　子を孕はらむにはまだ小さすぎる体躯の女官を見て、魯はどう思っただろうか。他に護衛はいたらしいが、ここまで取り立てたのは魯一人である。

　魯は皇太后の信頼を得ている。と、同時に後ろめたい気持ちがあるのだろう。皇太后の命には逆らわないのだ。皇太后は優しすぎる人だ。縮小傾向にあった奴隷制を完全に無くしたのは、彼女の意向が強い。後宮でも、先帝の手がつき後宮から出られなくなった女官たちに手を差し伸べてきた。

　だが、彼女の善意は時として弊害となる。

　皇太后は戦を嫌う。表立って声を上げたりしないが、主上と大司馬に影響を与えるのだ。

　主上は話せばわかるし、もう話は通している。だが、稟議が通らないのは帝といえど絶対君主ではない。主上のもとにまず書類が通らなければ判は押せない。

　壬氏が軍務につく役職であればまだ話が通っただろう。しかし長年後宮で宦かん官がんの真似事をし、皇弟としての仕事は祭事以外ほとんどやらなかった。結果、壬氏の扱いは余程難しかったのであろう。与えられた役職は太たい保ほだった。名誉職、本来引退するような者がなる役職である。

　皇弟ということもあって宰相にという声もあった。だが、若さともう一つ、宰相に推すべき人がいるためなくなった。名誉職なら名誉職で仕事がないのであればいいのだが、雑多に書類が舞い込み、毎日が大忙しだ。何でも屋と勘違いしている。

「さっきから本当に回りくどいことを話していますわね」

　話に割り込んできたのは麻美だ。ぬるくなった茶を新しい物にかえてくれる。

「姉上、政まつりごととは繊細なものなのです」

「馬閃の口から繊細なんて言葉が出るのね」

　ちょっとからかうような口調の麻美。馬閃はぐぬぬと、唇を歪ゆがめている。短絡的な男だが、姉には絶対勝てないことくらいはわかっているらしい。

「要は相手にとってこちらの要求を飲ませることが出来ればよいのでしょう」

「それが簡単に出来たら苦労はしない」

　壬氏とて、麻美に口出しされていい気分ではない。彼女の役割はあくまで壬氏たちの補佐であり、政治に口を出す権限まではない。

「簡単には出来ないと思いますわ。でも、可能性は上げるものだと私は思いますの」

　麻美は何を思ったのか仕切りの向こう側の馬良のほうへと向かう。仕切りの向こう側で「姉さん」「あっ、勝手に」「もう」などと、馬良の声が響く。馬閃だけでなく、馬良も麻美には頭が上がらない。

　戻って来た麻美の手には、例の囲碁本があった。わざわざ弟のところから持ってこなくても、壬氏の机の引き出しにたくさんあるというのに。

「これをご存じですか？」

　中に挟まっている紙切れを取り出す。前に見た本の宣伝かと思いきや、内容が違う。

「碁大会？」

「はい」

　碁の大会を開くとある。

「私の本の中には何も入っていなかったが？」

　猫猫から貰もらった分はわかるとして、文官の静セイが買ってきた物にも入っていなかった。

「壬氏さまが直接購入されましたか？」

「いや、使いに買ってきてもらった」

「あー、それなら、壬氏さまが反対すると思ったのかもしれませんね」

　麻美は人差し指で大会のあらましを指す。年末開催予定だ。参加資格は銅銭が十枚。そして──。

　壬氏は目をこらす。大会の会場が宮廷内の演習場になっていた。

「……」

　開いた口がふさがらない。

「職権乱用もいいところですね」

　馬閃も呆れている。

「碁をたしなむ方は、人口の一分パーセントと言われています。都及び周辺の人口が八十万、八千人の碁好きがいるとして何人が参加するでしょうか？」

　問いかけのように麻美が説明する。

　本を買わなくても、仲間内で話をしているうちに広まるだろう。銅銭十枚は子どもでも小遣いをためれば払える額だ。どこまで本が出回っているのか、どれだけ碁に興味を持っているのか人数がはっきりしないだけ、参加者がどれだけいるのか怖い。

「もし市井でやるのであれば、場所は限られます。主な広場には市が立っており、そうそう許可を取るのは難しいでしょう。商工会は独特の基準で働いておりますから、高官とて義を通さねば勝手な振る舞いは出来ないですし」

「だからって、宮中でやるのは無理だろう？」

「ええ、向こうだって好んでやらないでしょう。宮中に入ることが出来る参加者なんてたかが知れております。もし、市井でちゃんとした会場をおさえることができれば、両手を上げて喜ぶでしょうね」

　そこを突け、と言わんばかりに麻美は指先で叩く。

「……なるほど」

　壬氏は書類の山を見る。

「はい、なんでもかんでも押し付けられていますが、たまには職権を使ってもよろしいかと思いますよ」

　強気な目を細める麻美。

「私の周りにはずいぶん強かで賢い女が多いようだ」

「違いますよ」

　麻美は否定する。

「強かで賢い女しか近づけないのです」

　謙遜したわけではない。壬氏は馬閃と顔を見合わせ、呆れてしまう。

　前言撤回しよう、麻美は政治のことをよくわかっている。










五話　札







　札カードを切るなら早めのほうがいい。

　壬ジン氏シは麻マー美メイの言葉に背中を押され、羅ラ漢カンの執務室の前に来ていた。前日に使いを渡し、訪問する旨は伝えているが、正直いるかどうかわからない。

　どうせいないだろうな、と思いつつ入ると──。

「失礼する」

「何の用ですかな？　皇弟殿」

　長椅子に横たわり、瓢ひょう箪たんをちびちび舐なめている変人軍師がいた。どう見てもくつろいでいるようだが、書記官が卓テーブルに書類を置いては羅漢に判を持たせている。

　皇弟殿と言ったが、使いを出していたから壬氏だとわかったのだろうか。猫マオ猫マオ曰く、変人軍師は顔を認識する能力が著しく低いらしい。

　壬氏が同じようにやれば、馬バ閃センから散々咎とがめられるだろう。あと、文鎮のかわりに月餅を置くことはやめてもらいたい。丸い油染みが付いてしまう。護衛には馬閃ではなく他の者が付いている。馬閃はどう考えても相性が悪いが、変人軍師に丸腰で行くのもやめておけと止められたからだ。

　そしてもう一人、麻美もついてきた。羅漢は、護衛と麻美を一いち瞥べつしつつ、壬氏に視線を戻す。

　羅漢は壬氏のことをどう考えても嫌っている。

「さて、立ち話もなんですから、椅子にでも座ってくだされ。ほら、客人に菓子も出さないで」

　至極真っ当なことを言うが、飲みかけの瓢箪から杯に果実水ジュースが注がれた。以前、直飲みをして食中毒になったことを忘れたのだろうか。

　副官が慌あわてて飲み物を取り換える。

「ご用件はなんでしょうかな？」

　片眼鏡モノクルはわざとらしく不揃いな髭ひげを撫なでる。

「面白い催しを考えているようですね。しかし、開催場所が良くない」

　壬氏は、囲碁本に挟まれていた紙をちらつかせ、卓の上に置く。

「宮廷内の演習場でやるなんて、許可を取ったのですか？」

「その話ですか」

　羅漢は目をそらし、すねたように唇を尖とがらせる。

「一応、儂わしは責任者ですし、何か文句を言うのであれば魯ロの爺さんでしょうに。皇弟殿は管轄外ではないですかな」

　おまえは関係ないから引っ込んでいろ、と言わんばかりだ。

　壬氏は笑みを崩さない。笑ったところで、他人の顔を碁石が並んでいるようにしか思わない。壬氏の唯一自信がある武器が全く利かない。だが、奴の副官にはてき面で、顔を赤くして俯うつむいている。

「生真面目な皇弟殿にはわからんと思うのですが、西の使者が帰ってから皆、娯楽に飢えているのですよ」

「飢えているとな？　以前より流通品も増えていると思いますが」

　市には珍しい物が増えて活気があると聞いている。

「はは、確かにそうかもしれない。でも、派手な催しがあったあとは、皆、肥えるのですよ。舌も目も。より面白い物がないか探すのです。しかし、いくら珍しい物が出回ろうと銭が無ければ意味がない。最近では税が少しずつ高くなりましたからな。まあ、微々たるものですが、農村部では割合高く取っていると聞きましたぞ。他に妙な法令、虫食を推奨するのですか。どうにも儂は、虫を食べるのは好まないのですが、皇弟殿はお好きで？」

「……」

「碁は石さえあれば楽しめる娯楽ですぞ。民の鬱屈した空気を抜くのに悪くないのではないですかな？」

　痛いところを突いてくる。痩やせた飛蝗バッタを実食した身としては、美味いか不味いかどちらかと言えば後者だ。

　税を高くしたのも穀物不足になったときのための備えだ。増税に対する案だけは、通りやすいとはいかがなものか。

　馬閃がいれば、羅漢に突っかかっていっただろう。置いてきて正解だ。

　壬氏は一呼吸置くと、笑みを崩さぬまま口を開く。

「どうやら羅漢殿は勘違いをしているようだ」

　壬氏は碁大会の概要を指でなぞり、『開催場所』の文字で止める。

「私が文句を言いたいのは碁大会そのものではない。あくまで開催場所だ」

「しかし、どこで開催すると言うのです？　儂には友人が少ないものだから、市井の商人たちを説得できる伝手はないですぞ」

　知っている。むしろ、友人は一人でもいるのだろうかという疑問が浮かぶが、今ここで問うものではない。

「ここはいかがだろうか？」

　壬氏は、紙を一枚差し出す。『白鐘劇院』と書かれてあった。

　どこかと言えば、以前、白パイ娘ニャン々ニャンが奇術を披露していた劇場だ。娘々が捕まってから、劇場は一時閉鎖したままである。立地が良く大きな通りに面していて、この上ない条件の場所だ。

　白娘々案件はなぜか壬氏預かりになっている。雑多に仕事を受けていてようやく役立つ機会が来た。

　麻美が壬氏に教えてくれた札は白鐘劇院のことだった。彼女曰く、いつまでも劇場を閉鎖しているわけにはいかない。劇場の所有者は白娘々に加担したと疑われただけでも、十分罰を受けているとのことだ。

　もちろん、官の中には白娘々によって、薬物中毒になった者がいる。場所を貸しただけ、知らなかった、で済む問題ではなかった。麻美の言葉に頭が堅い馬閃が逆らうが、口が達者な彼女はこう言い負かした。

「ただ締め付けるだけが政治ではないでしょう。うまく泳がせて、最大限の働きをさせて、そこから不満に思わないだけ絞り取るのが、名君ではないでしょうか？　何かあっても、催事イベントを行うのは漢太尉でしょう？　周りに武官がうろうろしていれば、牽制にもなるのでは」

　羅漢はどう見ても迷惑な人だが、部下には恵まれている。当日、手伝う者もいるだろう。

　武官が大量にうろつけば周辺の牽制にもなる。

　麻美は男であれば壬氏の副官としてしっかり働いてくれただろう。頭も切れ、剣術も嫁に行くまで習っていた。どちらかに偏りすぎた弟たちとは違って何でもできる型タイプである。

　壬氏の申し出に、顔を歪ゆがめつつも興味はあるらしい。

「白鐘劇院ですかな。どういうところだ？」

　羅漢は壬氏ではなくお付の官に確認する。そこそこ名の知れた場所だと思っていたが、知らないとは──。

「都の北、住宅街の近くにある劇場です。以前、白娘々という奇術師が公演していたせいで、現在閉鎖されている場所です」

「白娘々？」

　猫猫も興味がない物は全く覚えようとしないが、羅漢はさらに上を行く。あれだけ騒がれた白娘々を覚えていないとは。

「前に陸リク孫ソンさんと羅ラ半ハンさまが猫猫さまと共に見に行った劇場です」

「あっ！　あれか！」

　どんっと卓テーブルを叩き、横たわった長椅子から起き上がる。思い出して、怒りに震えていた。おそらく、自分も行きたかったのだろう。

「話を続けてもいいだろうか？」

　壬氏は呆れつつ、羅漢を見る。

　羅漢はむすっとしながらも椅子に座った。

「白鐘劇院は立地としては申し分ない。広さも十分だ。宮中関係者以外は入れない演習場と比べるべくもないと思うが」

「……そんな場所を押さえられると？」

「ええ、現在閉鎖中だが、私は解くことが出来る。しかし、いきなり通常通り営業させるより、何か牽制になる人物主催の催事を行ったほうが良いのではと相談に来たのだ」

　壬氏の言葉には嘘うそがない。嘘は言っていない。だが、冷や汗をかいてしまう。羅漢という男は表面で人の何かを判断しない。顔を区別できないという欠点はあるが、別の長所もある。

　他人の嘘を見破るのに長けているのだ。

　今、羅漢は壬氏の面の皮を何枚も剝はいだところを覗のぞき見しようとしているのだろう。じっと、壬氏の目を見ながら顎あごを撫なでている。

「何が目的ですかな？」

　思わず唾を飲み込みそうになり我慢する壬氏。一呼吸置き、気持ちを整える。

「例の物を」

　ようやく麻美が前に出る。持った書類を卓の上に置く。

「元々羅漢殿が処理すべき案件だと思い、返しにきた。もちろん、他の官たちにも各々仕事を返している」

「……なるほどねえ」

　羅漢は心底面倒くさそうな顔をしつつ、書類を見る。さっきまで羅漢がやる気なく片付けていた書類の三倍はある。今日は持てる量だけ麻美に持たせたが、壬氏の執務室にはまだ残っている。

　壬氏は真面目過ぎたので、貰もらった書類を全て片付けようとしていた。副官の馬閃は机仕事が得意というわけでないし、碁好きの文官静セイといった他所から借りてきた書記官は余計なことに口を出さなかった。馬良と麻美が来て、他人の仕事を返すようになったのだ。

「儂が突き返さないと思わないのでしょうかな？　皇弟殿」

「突き返すほどの量もないだろう。菓子をつまみつつ、あくびをしながら片付けても午後には終わる量だ」

　羅漢付の副官が怯おびえている。

　壬氏の言葉は挑発に他ならない。だが、ここで下した手てに出ても良い結果は出ない。

　感情を逆なでしても、羅漢はこの要求に応える自信があった。

「白鐘劇院及び周辺の通りの一日使用権、私の他に誰に頼むか？」

　羅漢は副官を見る。

「もし修練場と劇院、場所を変えたらどうなる？」

「参加者は一気に増えると思います。準備も含め、当初の予定の一日では足りなくなります。一般人、子どもの参加が多くなるやもしれません」

　副官は可哀そうに勤務外の仕事も手伝わされているようだ。

「羅半さまと相談しなければはっきりしたことは言えませんが、会場準備を含めて最低でも三日はいただかないと難しいでしょう。なおかつ、参加者がどれだけいるのかわからないので、碁盤をどの程度用意するのか、予定より増えた場合は人数制限をかけるのか、考え直さないといけません」

　さっきまで怯えていたのに、今度ははきはきと話し始めた。

「人数制限はかけたくない。出来るだけ大勢に碁をやってもらうことが狙いだ」

　羅漢の口から出たとは思えぬ発言だ。自分のことしか考えないような男だと思っていたが──。

『今回の義父はちょっと違いますよ。あの碁の本は、義母の思い出ですから』

　前もって羅半に話をしたら、このように返された。碁の大会をやろうなんてまず羅漢らしくない。しかし、理由を聞けば納得できた。

　猫猫の母である元妓ぎ女じょは、羅漢に身請けされたが、その後一年ほどで亡くなった。碁の名手であった彼女との記録を残すために本を作り、大会を開くのもその延長だという。

　普段のお遊びとは少し違ったものらしい。

　壬氏が考え込んでいるうちに、羅漢の副官は簡単な日程表をかき上げていた。

「参加費を前売りなら半額にすることで興味を持つ人間の数が把握できるかと。参加費については、銅銭五枚なら低所得者でも参加できるでしょう。成績上位者には賞金も考えています」

　銅銭一枚で饅頭一つ分と前に猫猫に教えてもらった。

　得意分野なのだろうか、副官は先ほどまでのおどおどした雰囲気がない。羅漢の前の副官である陸孫に比べると癖が無いように思えたが、凡人というわけではないらしい。

　羅漢は腕組みをしつつ、山になった書類を見る。まだ不満があるようだが、もう一押しと言ったところだろうか。

「もう一つこちらを」

　麻美が横から口を出す。何を出すかと思ったら名簿だ。どこの名簿かと思えば、医官の名前が連なっているようである。

「もし、大きな催しがあるのなら、騒ぎが起こる可能性があります。警備の人間の他に医療に詳しい者を配置すべきかと思います」

　官女としては出すぎた真似だが、壬氏としては「好人グッジョブ！」と心中で親指を立てた。壬氏が口を出すと逆に不機嫌になる話題だが、羅漢は目を輝かせている。名簿の中には羅漢が愛してやまない娘と叔父がいる。

「ど、どうしてもと、頼むなら仕方ないなぁ」

　壬氏は笑みをこらえるのに精いっぱいになった。いつも煮え湯を飲まされてばかりの相手に妥協させたのだ。

　くだらない一歩であるが、壬氏にとって大きな一歩だ。

　じんわりと浸っていると、麻美からつつかれる。まだ油断するな、と目が語っていた。

「では、詳細は文書にして送らせていただく」

「……うむ」

　羅漢は妥協したものの渋々だったらしく、空になった瓢ひょう箪たんを揺らして果実水ジュースの追加を副官に命じる。副官は慌あわててどこからか瓶を持ってきて、羅漢に渡した。羅漢は口に含み、噴き出した。

「羅漢さま？」

「なんだ、これ？」

「ええっと、果実水ですが」

　心配そうに副官が中身を確かめる。

「なんか味違うぞ。いつものところのものではないだろう」

　不機嫌そうだ。

「す、すみません。果実酒のようです」

　副官は慌てて水を用意する。

「それでは私は失礼する」

　壬氏は顔が崩れる前に立ち去りたいと、部屋を出ようとするが次の客が廊下で待っていた。

「あっ、あっ。つ、月の君」

　慌あわてつつ頭を下げるのはまだ若い文官で嵩かさ張ばる木簡を抱えていた。部署によっては紙ではなく木簡を好んで使うところがある。妙な礼節を重んじる者ほど木簡を愛用するが、どこの部署だろうか。

「ほれ、見せてみろ」

　羅漢は長椅子から立つと、若い文官から木簡を受け取り、執務室の隅っこにある大きな卓テーブルに向かう。地図の上には駒のような物が配置されている。

　木簡を見ながら、駒の配置を変える羅漢。

「こんなところだ」

「は、はい」

　駒の動きをすかさず写し取る文官を横目に見ながら壬氏は部屋を出る。

　変人軍師というあだ名で宮中で知られているが、羅漢はこの国の軍師なのだ。あの男の駒の動きで、数百、数千、ときに数万の兵が動くのである。

　皇弟という立場でありながら、名ばかりの官職を与えられた壬氏とは違う。自分の凡庸さにため息が出そうになりながらも、凡人が天才を出し抜くにはどうすればいいのか、考えるのであった。










六話　雷鳴







　とある秋の昼下がり、猫マオ猫マオとおやじは首を傾げていた。

「雨でも降るんじゃないだろうかね？」

　おやじが医局の窓から空を見上げた。

「槍じゃないの、……でしょうか？」

　猫猫はため口を言いそうになり、誤魔化した。近くには他に医官がいる。姚ヤオと燕エン燕エンはいない。医官付の官女たちは出来る仕事量が増えてきたため、それぞれ別の場所で仕事をあてがわれることも多くなった。今日の猫猫は、おやじがいる医局に出張で手伝いに来ている。

　親父が手に持っているのは伝令で、とある人物からの命令だった。そのとある人物が問題である。

「あの方も、仕事してたんだな」

　近くにいた若い医官が思わず漏らす。猫猫が壬ジン氏シ付の時に顔を合わせていた医官だ。ちなみにまだ名前を憶えていない。

「一応、仕事はしているはずだよ。一応」

　おやじの声はいつも以上に気弱だ。

「しかし、なんでまた漢医官に、漢太尉が？」

　つまり変人軍師がおやじに仕事をふったというわけだ。文面を見る限りは命令というよりお願いだったが内容がらしくない。

「しかも、聞き取り調査なんて私にできるかね？」

　とある容疑者の聞き取りを頼んできた。本来なら、法務関係の部署がやることだ。なのに、医官に頼むとはなんだかおかしい。

「これって本来もっと内密にすべきことなんじゃ」

「みたいだね」

　猫猫の疑問をおやじが肯定する。聞き取りの相手は武官三人だ。つまり内部調査というわけである。

「どんなことを聞き取りするんですか？」

　真面目そうに見える若い医官だが、興味はあるらしい。

「……あんまり表ざたにしたくない理由はわかるね。女性関係だよ」

「じょ、女性」

　初心うぶな医官は気まずそうに顔を伏せる。

（なんでまたおやじに？）

　他に適任はいなかったのかと思ったが、聞き取る相手の素性を見て首を傾げた。

「皆、姓が一緒ですね」

　茘リーでは主な姓は数十種類しかないので、被ることは珍しくないが、三人とも同じとなると珍しい。

「三人とも兄弟なんだよ。そして、三つ子だ」

「三つ子？」

　猫猫と若い医官は首を傾げる。

「ある女性が三人のうちの誰かに手を出されたんだけど、誰がやったかわからないまま訴えられたそうだ。女性の身内が武官で、だから内部調査から始めることにしたんだけど──」

「だけど？」

「三つ子の父親は刑部の高官で、誰がやったかはっきりしなければ裁くことは出来ないと言っている。その上、息子たちは父親の権威を笠に着て、余罪も多いそうだ」

（うわあ）

　猫猫は思わず顔を歪ゆがめる。

「一度きりの聞き取り調査で、誰がやったかはっきりさせないといけない。失敗は許されないってことだね」

　変人軍師がおやじに頼むわけだった。なぜいきなり仕事をし始めたのかは疑問だが、人選に対しては間違いはない。

　おやじは一を聞いて十を知る天才である。




　翌日、早速おやじは三つ子の話を聞くことになった。

「猫猫、ついてきて話を文書にまとめてくれないかい？　第三者にも立ち会ってほしいんだよ」

「……変なのが来そうだから無理」

　変人軍師が同席するなら、と猫猫は首を横に振る。

「羅漢は来ないから安心おし」

「じゃあいいけど、姚さんたちはどうするんだ？」

　猫猫はちらりと見る。今日は二人も同じ仕事場なので、猫猫がいなくなるとばれてしまう。

「二人には話しているよ。姚には、速記ができないから無理だと断ったよ」

（私もできないけど……）

　言いかけてやめた。

　下手に言うと姚がやるといって聞かないだろう。そして、女性関係のあれこれで問題を起こしている容疑者とともにいるなど、燕燕は絶対許さないだろう。

　姚は自分の実力不足だとわかれば、悔しがりつつも納得する性格なのでそのまま黙っておいたほうが賢明だ。

　さっきから、柱に隠れて悔しそうに姚が猫猫を見ている。その後ろで、燕燕が「さっさと行ってください」と言わんばかりに、白い巾ハンカチを振っている。

「わかったから、行こうか」

　早く終わらせて早く帰ろうと思った。




　用意された場所は、軍部の会議室だ。広くもなく狭くもなく、会議室というより尋問室という広さに思える。

　話を聞く内容は、五日ほど前、十四歳の少女に手を出したか否かというものだった。甘い顔マスクにつられてほいほいついていく女の側も悪いという話もあろう。しかし、その日は突然の雷雨で、従者とはぐれた少女は雷に怯おびえていたという。

（姚たちと買い物に行った日か）

　雷鳴に怯える少女を言葉巧みに騙だますとは、どうにも罰してやりたい気分になる。

（いかんいかん）

　公平にならねば。三つ子の誰がやったかわからないし、下手すれば相手側の自演の場合もある。

「おっ、来たか」

　部屋の前で出迎えてくれたのは見覚えがある大型犬、いや李リ白ハクだった。

「よろしく頼むね」

　おやじが丁寧にお辞儀をする。

「ああ、何か問題があったらすぐ呼んでください。中にはもう一人、書記官を用意していますが、なんせ文官なので」

　厚い胸板をぽんと叩く李白。相変わらずさっぱりした性格だ。

「なんで、李白さまが？」

　猫猫が首を傾げつつ、質問する。

「上からの命令だよ。相手が相手なので、逆上されたら困るだろ。腕っぷしのいい護衛が必要になる。んでもって、三つ子よりも階級が上で、何よりおまえさんのことを知っている俺が選別されたわけだよ」

「なるほど」

　理にかなっている。猫猫を知っているではなく、猫猫に興味がないことを知っていると言う方が正しいだろうか。

「たまにはこういう仕事も、いい気分転換になるしな」

　にかっと笑う好漢の腰には、前とは違う階級の房飾りがついていた。

「ずいぶん、順調に出世なさっているようですね」

「ああ。おかげで、最近は机仕事が多くて体が鈍って困る」

　どのくらい収入は上がりましたか、と聞きたいところだが、野暮なのでやめておこう。あとどれくらいで、李白は愛しの君である太白楼の白パイ鈴リンを身請けできるようになるやら。

「話をしている中、悪いんだけどいくつか聞いていいかい？」

　おやじが李白を見る。

「ああ、すみません。どうぞ」

「三つ子と面識があるなら、三人がそれぞれどんな性格をしているか知っているかい？」

　おやじの質問に、李白は顎あごに手をやって首を傾ける。

「どうと言われても、何て言うんだろうな。三人とも、ずる賢い奴だってことは言えるな。顔はそっくりで、声もよく似ている。性格については、似たようなもんかな。見分けがつくほど長く付き合ってないからわからないです。初対面ならまず区別がつかないので、それを利用して若い娘を食いまくっているようです。見た目はいいものだから、夢見がちな若い娘はころりと騙だまされるんですよ」

「ほう」

「だから、世間に疎い若い娘ばかり狙い……、中には十二の子どもにまで手を出したって話も聞きました」

　李白は理解しがたいという顔をしている。

（消えればいいのに）

　まだ初潮も来ているかわからないような子どもに手を出すのかと、呆れてしまう。手を出された側も、泣き寝入りすることも多いわけだ。

　おやじは、頷うなずく。

「三つ子は、三人とも仲がいいのかねえ」

「いや、そんなことないと思います」

　李白はきっぱり否定する。

「以前、仕事の失敗があったとき、三人のうち誰が失敗したのか追及することがあったんですが、その際は失敗した相手を庇かばうようなこともなかったんですよ。むしろ、三人とも互いに害を与えるなと言わんばかりな態度だった」

「その失敗とやらは、三人でばれないようにとかやらなかったのかい？」

「やれると思いますか？　羅か……、いや、片眼鏡モノクルのおっさんの前で誤魔化しが」

　前に、猫猫が言ったことを覚えている律儀な李白だ。

　変人軍師は、基本、人間として駄目な要素を集めたような生き物だが、碁と将棋、それから人間を見る目だけはずば抜けている。

（今回も本人がやればいいのに）

　と言いたいところだが、十分な証拠がなければだめだろう。あの男が相手を当てても、直感であり証拠を示す能力がない。

「面白かったなあ。あんときは。あっ、それで思い出したんだが」

「何を？」

「三つ子のうち、二人は正直に話をすると思います。親の権威を笠に着て好き放題やっているけど、自分が罰を受けるつもりはないはずです。なので、自分に非がないことを庇いだてすることもなく、やましいことがなければ嘘うそはつくことはないでしょうね」

「信じていいのかい？」

　おやじが目を細めて確認する。

「信じろと言っても、必ず絶対なんてことはないでしょう？　まあ、傾向として、相手を庇うために自分に不利になるような嘘はつかないだろうってくらいでとらえてください」

「君はとても正直な人だね」

　おやじは目を細める。笑うと老婆のようだ。

「そ、そうですかねえ」

「ありがとう。では、なにかあったらすぐ駆けつけてもらうね」

　おやじは、そう言って部屋に入る。

　猫猫もあとに続く。




　部屋にはもう一人、文官らしき男がいた。李白が言っていた書記官だろう。

　書記官は猫猫たちに気が付くと、椅子から立ち上がり一礼する。

「もうすぐ、来るはずです。こちらにお座りください」

「すまないね」

　おやじは椅子に座る。卓テーブルには書類が一枚置いてある。

（脅しか？）

　内容は三つ子の役職とその親族が誰であるということだった。変人軍師の命だから来てやったが、お前に罰する権利はねえ、と言わんばかりだ。

「さて、どうしようかねえ」

　三つ子には別々に一人ずつ話を聞くことになっている。

　ともかく、最初の一人目がやってきたので、話を始めないといけない。

　猫猫は出来る限り、書き留められるようにと、筆の先を墨で濡らした。




　〇●〇




　何か、勘違いしているようですけど、俺は何もやっちゃいませんよ。

　まず十四歳なんて小娘に手を出すなんて考えられないですね。何を根拠に俺が疑われなくちゃならないんだか。

　ん？　五日前はどこにいたかって？

　そりゃ、仕事も終わって街をぶらぶらしていましたよ。一杯ひっかけるくらい、誰だってやるでしょうに。

　ちょっと安酒をあおりたかったもんで、南のほうへと向かいましたよ。安くて美味い葡萄酒を出してくれる店があるんですよ。

　花はな街まちまでは行ってませんね。あそこは酒を楽しむ場所ではないですし。何より、こんな言いがかりをつけるものだから、女は怖い。

　雷？

　ああ、あの大きな雷のことですか。よく覚えていますよ。かなり大きな音が鳴りましたからね。

　都の近くに落ちたようですね。空が光ったと思ったら、しばらくして大きな音が響きましたよ。びっくりしました。雨もその後、大降りになって止むまで酒場にいましたよ。

　いつごろかって？

　夕刻の鐘が鳴った頃ですよ。まず空が光って、鐘が鳴り、そのあとすぐ、雷鳴が響きましたから。

　ええ、ということで俺は関係ないです。何なら酒屋の主人に話を聞いてみてはいかがかな？

　やらかしたのは弟二人のどちらかなんで、お好きなように。

　でもね、根拠もなく、当てずっぽうに俺たちの誰かを犯人にした場合は、どうなるかわかっているんでしょうね？




　〇●〇




　一人目は長男だった。話に聞いた通り整った顔立ちをしていた。ただ、顔色が悪くたまにぴくぴくと痙けい攣れんし、ぎゅっと拳を握ったまま話の受け答えをしていた。酒好きだが二日酔いにでもなっているのか、それとも緊張して体調を崩しているのかどちらかだろうか。

　しかし、受け答えははきはきしていて、誰が犯人かわかるものかと言わんばかりの声である。

　猫猫はいらいらしながらも書き留めた。

　おやじは「ふーむ」と顎あごを撫なでながら考えている。

　猫猫や書記官が書き留めなくても、おやじのことだ、一字一句間違えずに暗記できるだろう。それだけ有能な人だ。

　長男と入れ替わりでまた同じ顔がやってくるが、顔色は良い。書類を見ると、次は次男。わかりやすく上から順番にやってくるらしい。




　〇●〇




　本当にいい迷惑ですよ。仕事の合間に呼び出されて、尋問なんて、俺が犯人じゃなかったらどうするつもりですかね？

　まあ、無実なのは確定しているんで、さっさと話すこと話して帰らせてもらいますよ。

　五日前、どこにいたかってことでしょう。ちょうど非番だったんで、軽く馬で走ってきましたよ。翌日は仕事なんで、日帰りで夕刻には戻りましたけどね。

　えっ、どこへ出かけたって？　都からそんなに離れていませんよ。泣き出しそうな天気だったので、すぐ帰りましたから。

　疲れたので、うちに帰ってそのまま眠りましたね。我が家は、わかるでしょう？　親父が誰だか知っているならね。いや、知らないかな、でなきゃこんな風に呼び出しはしないか。

　誰か証言できる人間はって？

　んなもん聞いても、うちの使用人の発言なら信じないでしょう。命令で嘘うそを言ったとでもごねるに決まっている。

　そういうことです。

　俺の部屋は母屋ではなく離れにあるので、誰も気付いちゃいないでしょうね。

　夕刻の鐘のころはどうしていたかって？

　ああ、あれか、雷が鳴ったときでしょう？　あの後、大雨で困ったよ。

　びっくりしましたよ。鐘の音とともに空が光って、そのあと激しい雷鳴が響いたんで。

　鐘を鳴らした者も驚いたでしょうねえ。あんな高いところに立っていたら、雷にうたれてもしかたないだろうから。

　あいにく、そんな心配はなかったみたいですがね。

　いいですか？

　仕事戻りますよ。

　兄貴と弟のどちらがやったか、ちゃんと調べてくださいね。

　まあ、もちろん、それが間違えているわけにはいかないんで、しっかりよく考えてからをお勧めしますよ。




　〇●〇




　これまた挑発するような言い方だ。終始、莫ば迦かにするような笑いを浮かべていた。ちらりと見えた掌にはまめができていた。武官なら剣術なり乗馬なりまめの一つ二つできるだろう。

　猫猫は半眼になりながら、また書き留める。

　おやじはまた頷うなずきながら指先をくるくる動かしている。

　早く、こんな茶番を終わらせたい。

　三人目、末っ子の尋問が始まる。

　言うまでもなく同じ顔なので、なんだか飽きてきたが、我慢だ。これといって体調が良くも悪くもなさそうな普通の状態でやってきた。




　〇●〇




　なんだよ、俺が最後か。兄貴たちが自白してくれりゃ、俺がこんな目にあわなくてすむのに。

　ああ、早く終わらせてくれません？　もう今日は仕事終わりなんで。

　五日前はどこにいたかと言えば、一日仕事してたんすよね。

　ええ、帰宅時間でしたけど、なんか面倒くさい仕事押し付けられてね。

　書庫の書物取ってこいなんて、文官に頼めばいいのに。ああ、もう、あの変人軍師……。っていや、なんでもないです。ともかく取りにいったわけなんですけど、ちょうどいい感じの官女がいたもので、つい楽しくお話をしていたわけですよ。ええ、十四歳の娘じゃないですよ。名前と部署……、ええっと何て言ったかな？　覚えてないですね。

　どこの書庫かって？

　西側の書庫ですね。武官があんまり立ち寄るような場所じゃないっていうのに。まあ、新しい出会いに感謝しましょうか。

　まあ、なんだかんだでやっていたら、定時を過ぎてしまって。

　ええ、夕刻の鐘のときは書庫にいたと思いますね。もう外は暗くてぽつぽつ小ぶりの雨が降っていました。

　鐘の音は聞こえなかったけど、たぶん、そのくらい。

　雷の音なら聞きましたよ。

　両手に書簡を持っていて、いきなり光ったもんだから驚いて落としてしまったんですよ。

　それで拾おうと屈んだら、これまた地響きみたいな音がするから。あれは本当に大きかった。

　屈むまでの時間？

　ちょっとぼんやりしてましたけど、せいぜい四、五秒くらいですね。

　早く帰りたいんで、こんなもんでよろしいですか？

　はい、じゃあ俺、帰るんで。




　〇●〇




　三人とも三人でどうしようもない。一人くらいまともなのがいたほうがいい。

　猫猫は書き留めるだけ書き留めてどっと疲れてしまった。

　おやじだけは納得した顔をして頷うなずくばかり。

　書記官の仕事はまだらしく、書いた文書を早速清書していた。

　猫猫は、書記官に聞こえないようにおやじに耳打ちする。

「おやじ、わかったのか？」

「まあね。材料は大体揃ったかな？」

　なんともあっけらかんと言ってのける。

　猫猫は顔に疑問符を浮かべる。

　おやじからいろんなことを習ったつもりだが、まだまだ知らないことが多い。

　この老宦かん官がんの頭の中はどうなっているのだろうか。

「さて、帰ったら情報を整理しようかね」

　よろめく身体を杖で支えながら、おやじは椅子から立ち上がった。

　部屋の外では、「出番はなかったか」と少し残念そうな李白の顔が見えた。腹立たし気な三人の莫ば迦かどもの顔を、大義名分掲げて殴ってやりたかったに違いない。




　医局に戻って来るなりおやじが欲しがったのは、都とその周辺の地図だった。

　書庫から借りてくればいいのか、と思っていたら、劉リュウ医官が出してくれたので良かった。

「汚すんじゃないぞ」

　書きこむ気でいたおやじは、そっと筆を隠す。

　替わりに何かないかと、周りを見渡し、薬包紙が飛ばないように置いている小さな色とりどりの焼き物を持ってくる。

「何をするんですか？」

　興味津々で、姚と燕燕がやってくる。

　今日は、もう二人とも仕事終わりの時間だ。劉医官も勤務外なら何も言わない。

「ちょっと情報を整理しようと思ってね。二人とも手伝ってくれるかい？」

　ちょっと期待を寄せた言い方をしたものだから、姚が少し赤くなりながら「仕方ないですねえ」と言わんばかりにそっぽを向く。素直に「はい」と言えないのが彼女らしい。

　燕燕がそんなお嬢様の様子を心の画布に深く刻みつけている。目が危険ヤバい。

「まず、ここに一つ」

　おやじが赤い焼き物を都の中心に置く。

「それは？」

「夕刻の鐘はここで鳴らしていなかったかい？」

「たしかにそこです。都中に聞こえるように配置されていますから」

　あの雷の日、ちょうど近くを通りかかっていたのでよく覚えている。

　次に、紺色の焼き物を三つ置く。それぞれ、丸と三角と四角の形をしている。

「丸は長男がいたと言っていたところで、三角は次男が言っていた自宅の場所、あと三男の西の書庫はここだから残りの四角」

「事件当時、皆別の場所にいたと言っているわけですね」

「そうだね。そして、娘さんがいたという場所はここだ」

　おやじは、赤い焼き物を指す。ちょうど商店が並ぶところだ。

「ここって」

　ちょうど猫猫たちがいた場所周辺である。

　姚は複雑な顔をした。

「もし、私たちが怯おびえるその娘を見つけていたら、こんな騒ぎにはならなかったでしょうね」

　悔しそうに顔を伏せる姚。

　雷雨で視界も悪かった。早く買い物を済ませようとしていたので、余裕はなかった。

「終わったことに『もし』はないんだよ。せめて、今後被害者が出ないようにしてあげないとね」

　おやじが優しく言う。

「三人とも目撃者はいると言っているけど、どれも怪しいものばかりです。誰が嘘うそをついているのかわかりますか？」

　姚たちの手前、少し丁寧な口調を心がける猫猫。

「ああ。でもその前に、もう少しだけ情報を収集しようかね」

　おやじは猫猫たち三人を見る。

「五日前の雷はみんな、覚えているかい？」

「ええ、すごい音でした」

「外にいたので、びっくりしました」

「鐘台の近くにいたって言っていたね」

　おやじは赤い焼き物を叩く。

「そして、雷が落ちた場所は、話によれば都の北西だという」

　都の城壁の外に黄色い焼き物を置く。

　猫猫たちはぱちぱち瞬きをする。まだ、何がやりたいのか理解できない。

「もう一ついいかい？」

「どうぞ」

「雷の光と音とそれから夕刻の鐘の音、どんな順番だったかわかるかい？」

　おやじの質問に勢いよく手を上げたのは、燕燕だった。珍しい。

「まず、空が光ると同時に夕刻の鐘が鳴り、続いて雷が鳴りました」

「しっかり覚えているね」

　おやじが感心する。

　猫猫は、燕燕の記憶力は狼狽うろたえる姚が抱きついてきた感触とともに鮮明に刻み込まれているのだと納得する。

　それしかない。

（なんで、おやじはそんなことを聞くんだ？）

　猫猫は地図を見て、焼き物の位置を確認する。
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　猫猫はさっき書き留めた内容を確認する。

　長男、次男、三男、それぞれの証言を見る。

「猫猫、どうしたの？」

「ちょっとこれ読んでどう思います？」

　姚に記述を見せる。主に、雷のところを。

「……ん？　なんかおかしくない？」

　姚はじっと長男の記述を確認する。

「これだと、順番が違うわよね」

　長男の記述をまとめると、『空が光ったあと、夕刻の鐘が鳴り、そして雷の音がした』とある。

「あっ、こっちも」

　次男の記述では、『空が光ると同時に鐘の音が鳴り、そして激しい雷の音』とある。

「これだけは一致するかな。ただ、夕刻の鐘はいつ鳴ったかわかんないけど」

　三男の記述では、『空が光ってから四、五秒後に地響きのような雷鳴』とある。

「長男と次男が嘘うそついているのかしら？」

「いや、違う」

　姚の言葉を猫猫は否定する。

（そうか、そういうことか）

　猫猫はおやじを見る。

　おやじは柔らかい表情のまま、三人が答えにたどりつけるか見ているようだ。

「少なくとも二人は嘘うそをついてない」

　李白の言葉を信じるなら。大型犬の出番はなかったように見えたが、彼はずいぶん面白い情報を教えてくれた。

　三つ子は互いのことを庇かばったりしない。

　それを考えると、娘に手を出した一人以外は、やましいことがなければ嘘などつく理由がない。

　となると──。

「猫猫、どういうことか説明をお願いします」

　燕燕が聞いた。

　猫猫はおやじをそっと見る。おやじは、「説明してごらん」とほほ笑んでいる。

　そう言われると、猫猫としては間違った答えは出したくない。深く息を吐く。どこから説明をすればわかりやすいか頭の中で整理する。

「姚さんと燕燕は、雷が落ちた場所が自分のいる場所から遠いか近いかわかりますか？」

「そんなの、音の大きさでしょ。あと、光ってから音がすぐ鳴ったら……」

　姚も基本的に頭がいい子だ。ちょっと教えれば、答えに気が付く。

「つまり、音がすぐ聞こえた順番ほど、雷に近い場所にいたってこと？」

　おやじがこくりと頷うなずく。

　三人の記述を比べる。

　姚が眉間にしわを寄せる。

「時系列がよくわからない。雷鳴はともかく、鐘の音にずれがあるのが」

　混乱する理由もわかる。

　だが、猫猫はこう考える。

「雷が鳴り、その音が距離によって時間がかかるとすれば、同じように鐘の音も違いが出るのではないでしょうか？」

　だとすれば、雷鳴と鐘の音が前後する理由もわかる。

　そして、それに当てはめると一人だけおかしな記述が出てくる。

「次男ですね。もし、一昨日、雷の時、家にいたというのであれば、矛盾がでますね」

　燕燕が指で黄色と赤と紺の焼き物の位置を確かめる。

「大体の距離ですが、もし家にいたとすれば、雷の光とほぼ同時に鐘の音を聞くのはおかしいことになります」

　鐘の位置は、次男のいたという家とは遠い。聞こえ方が猫猫たちとほぼ同じだ。つまり、次男は猫猫たちの近くにいたことになる。

「次男がいた場所はここです」

　紺色の三角の焼き物を赤い焼き物の横に並べる。

　つまり、娘が三つ子の誰かに声をかけられた場所となる。

『……』

　猫猫たち三人は、おやじを見る。

　おやじは最初からこれを狙って、質問していたのだろうか。

（誰が音で相手の位置を確認するんだよ）

　到底、信じられない。

「さて、書記官の記述もあるし、羅漢に報告するよ」

　よっこらせ、と立ち上がるおやじ。

「……なんで、あんなすごい人が宦官なのかしら？」

　姚のふと漏らした言葉に、猫猫も同感と思いつつ、足が悪いおやじの身体を支えた。

　もっと評価されていい医官なのだ。










七話　遠征







　乾いた風が壬ジン氏シの頬を撫なでる。

　こうして数日とはいえ、遠出をするのは西の旅以来だ。馬車に揺られながら外を眺めるのは嫌いではないが、馬に乗って草原を駆けまわりたい気分にならなくもない。

「ここは私たちにお任せください。数日の留守番くらいできます」

　胸を張る麻マー美メイに背中を押され、「あっ、僕を置いていくんですね？」という馬バ良リョウの視線に気付かないふりをして、視察に向かった。場所は、蝗こう害がいが起こった村である。

　馬車に揺られること一日半。できるだけ早く終わらせようと、馬は街ごとに換え、御者も交代できるようにした。それでも、護衛も合わせて十人ほど部下を連れてきている。

　壬氏の立場としては、いささか少ない人数の遠征だが、大掛かりにすると時間もかかる。早く現場を確認したかったので、無理を通した。

　加えて円滑に済ませるため、人材には少々わがままを許してもらった。

「座りっぱなしできつくありませんか？」

「ならば、馬に乗らせてくれ」

「駄目です」

　今、隣にいるのは、馬バ閃センではなく、高ガオ順シュンだ。馬閃は馬に乗って、護衛に混じっている。

　馬閃には悪いが、まだまだ高順のほうが壬氏の補佐を上手くやってくれる。主上から借りてきた。

　主上が高順を使って、仕事を楽にしていた、という意趣返しの意味も入っているが。

「麻美がついているとはいえ、馬良は大丈夫だろうか？」

　馬良のことが気がかりだ。

「あやつは昔から身体が弱かっただろうに。病のため、自宅療養していたと聞いたが」

　それでも、無理を言って連れて来たのは壬氏だが、また体調を悪くしては気が引ける。

「病といってもいつもの病気です」

　高順が壬氏に蜜み柑かんを差し出す。皮を剥むかれた果実は一口だけ高順が口にする。こんなところまで毒見が必要かと言われたらどうかわからないが、習慣にすることで毒を盛ろうとする輩は減るのだ。

「大体、話は聞いているが……」

　壬氏は首を傾げ、まだ酸味が強い果実を口に含む。喉を潤すにはちょうどいい。

「はい。同じ部署内の上司とそりが合わず、胃に穴があいたようです。上司の机の上に大量に吐血して、そのまま医局へと運ばれ、退職しました。三月前のことでしょうか」

　まったく大丈夫じゃない。昔から、人付き合いが苦手で、気が合わない人間と接すると、腹を下していたことを思い出す。

　壬氏の不安な表情を読み取ってか、高順が注釈を入れる。

「麻美がいるから問題ないでしょう。子どもが生まれてから、前に比べて性格も丸くなりましたし」

「丸くなったか？」

　相変わらず気が強いとしか思わなかった。だからこそ、変人軍師に仕事を押し付けるなんてことを考えるのだろうが。

「ええ、孫に触れるのに手を洗えば文句を言われなくなりました」

「……」

　娘の父親の宿命であろうか。高順は麻美に油虫ゴキブリのような扱いを長年受けていた。

　遠い目をしながら高順が外を見る。

「見えてまいりました」

　壬氏も外を眺めると、静かな田園風景とともにぽつんと村が見えた。近づくと質素な家が並ぶのが視認できた。一つだけ大きな屋敷がある。

　村の入口には見張りがいて、壬氏たち一行を物珍しそうに見ている。

「直接、村長の家に向かいますがよろしいですか？」

「いや、その前に李リ白ハクを呼んでくれないか？」

　李白、どこか犬のような雰囲気を持つ武官だ。壬氏の顔を見ても別に動揺せず、なおかつ、気きっ風ぷのいい性格なので重宝している。今回も名指しで護衛につけた。

「わかりました」

　高順が窓から李白を呼びつける。壬氏が直接呼びつけたほうが早いが、あまり表に顔を出さないほうがいい。外では覆面を被る予定だ。

　怪しいことこの上ないが、高順が出れば村長も深く追及しないだろう。前にも似たようなことを馬閃にやってもらったが、あの時は冷や冷やした。

「なんでしょうか？　壬氏さま」

　李白が移動している馬車に軽くひょいっと入ってくる。

　宦かん官がん時代の壬氏を知っているこの男は、『月の君』といった遠まわしな言い方はせずに、壬氏と呼ぶ。

「おまえは地方出身だったな。この村を見て、どう思う？」

「地方っていってもここらじゃないですよ、どうと言われても……」

　答えに困りながらも周りを見る李白。

「農村にしては、家はしっかりした作りですね。お偉いさんには質素に見えますがちゃんとしていますよ。ただ、害はけっこうひどかったみたいですね」

　質素に見えたのは、柱がやけにぼろぼろだったからだ。

「爺さんから聞いたことあるんですが、飛蝗バッタは穀物を食らいつくすだけでなく、家の柱や着物までかじるそうです」

　どうしようもない悪食だ。食だけでなく衣住も奪おうとするのか。

「報告によりますと、残った穀物は収穫を終えて、倉に保管していたものだけのようです。他はほとんどやられたとのことです」

　高順が報告書を読む。

「頭が痛くなる話ですね」

　李白は顔を引きつらせる。

「あいにく、この時期、この地域で幸運だったのかもな」

　麦の収穫時期であればもっと大きな被害になっていたはずだ。もしくはもっと南部に行けば、稲作地帯だったので危なかった。

「ここからじゃ見えにくいですが、地面のあちこちに虫が死んでいますね。前もって、駆除の準備をしていただけに、これでも被害は少なかったほうでしょうね」

　李白はやれやれと首を振りつつ、ため息をつく。少々、不敬な態度だが、一応分はわきまえている男なので大目に見ておく。何より、壬氏としては気が楽だ。高順もそんな壬氏の気持ちをおもんぱかってか何も言わない。これが、馬閃だと噛かみついてくるので少々面倒くさい。

「それでは、私は出ますね。馬閃さまに睨にらまれてしまいますから」

　出て行く間もなく、馬車は止まった。村長の家についたらしい。壬氏が李白を重宝していることを、馬閃としては面白くないらしい。犬のような男はさっさと馬車を出る。

　壬氏も覆面を被り、馬車の外に出た。

　村長の家は、多少、柱や屋根がかじられたようになっているが、十分立派なもののようだ。揶や揄ゆするような李白の表情でわかった。

「家というよりは屋敷ですねえ」

　あえて、こう口にするくらいだ。

　屋敷の周りには水路があり、庭の中央に池が作られている。洒落た作りに見えるが、緑がないのが寂しく思えた。

　水田のため池にしては洒落ているように見えるが、そこのところは黙っておこう。

　壬氏は、高順の後ろに立つ。

　揉み手の村長は、高順に頭を下げつつ、怪しげな覆面男たる壬氏をちらちら見ている。

　屋敷の中も、農村の長にしては十分立派だろうか。覆面の下で、李白のつぶやきを耳にしながら、憶測する。単純そうに見えて、李白は気が利く。

「こちらへどうぞ」

　案内されたのは、宴の準備が用意された部屋だった。宮廷料理に食べ飽きた壬氏には、粗末ともいえる食事だが、田舎の農村では贅沢すぎるものだろう。

「……」

　高順は壬氏をちらりとも見ないが、主が何を言いたいのかわかっているはずだ。

「宴をしに来たわけではない。村の状況をすぐさま教えてくれ」

「は、はい」

　普段、高順の丁寧な言葉に慣れていると、上から押さえつけるしゃべり方はなんだか新鮮に聞こえる。猫マオ猫マオにさえ丁寧な口調で話すのだ。

　村長は慌あわてて、食事を使用人に片付けさせ大きな長卓をまっさらにした。部屋は綺麗に掃除され、窓から庭が見えるようになっている。自慢の庭なのかもしれないが、ところどころ虫の死骸が落ちているのがわかる。

　村長は、村の見取り図を持ってきた。

「前置きはいい。端的に、かつ詳細に頼む」

「はい、半月前のことでした──」

　村長は、語りだす。

　半月前、北西の空から黒い雲が見えたと。

　雨季でもないのに雨雲が見えるなんて、と観察していたら、耳障りな音が近づいてきた。何もない地平線の上の黒い雲の正体は飛蝗バッタの大群だった。

　大群は、村にやってくるなり収穫前の稲を食い荒らす。村人たちは松たい明まつを、網を片手に応戦するが、いくら殺そうとも、捕まえようとも、飛蝗は減らない。それどころか、稲だけに飽き足らず、村人の衣服や履くつ、髪や肌までかじりついてきた。

　男たちは、飛蝗を捕まえては焼き、捕まえては殺した。

　女子どもは家の中へ。女は家の隙間から入る虫を殺し、子どもは部屋の隅で震えた。

　飛蝗の襲来は三日三晩続いた。

「これが、その時に着ていた服です」

　そっと村長が服を差し出す。丈夫な麻の衣服がところどころ破れている。服の色が落ちていないので、経年劣化によるものではないことがわかる。

「虫殺しの薬は作りましたが、あれだけの大群の前では焼け石に水でした」

　薬だとやはり足りないか、と壬氏は唇を噛かむ。

「そして、こちらを」

　村長は、庭に出ると木の幹を一本撫なでる。

「青々と茂った葉は食らいつくされました」

　深く息を吐く村長。

「虫は……」

「殺せるものは殺し、焼けるものは焼き、村の裏に死骸は集めました。ご覧になられますか？」

　きっと気持ちの良い光景ではないが、壬氏としては見るしかなかった。

　村長に案内され、屋敷の裏へと向かう。近づくほど、虫の死骸が増え、ぐしゃ、ぐしゃっと踏みつぶしながら歩く。

「……」

　詳細な描写はやめておこう。ただ、大きな穴が掘られ、そこから黒い山がはみ出していたとだけ言える。

　護衛の中には虫が苦手な者もいたらしい。口をおさえ、吐き気を我慢していた。

「これで全部か？」

　高順が村長に確かめる。

「処分できた分は」

「どれくらい逃げたのかわかるか？」

「見当もつきません」

　高順は、顎あごを撫なでる。

「馬閃」

「はい」

　父親に呼ばれて、馬閃が勢いよく出る。

「周辺の村にも、詳細な被害を聞きに行け。早馬なら一刻で戻って来られるだろう」

「わかりました」

　馬閃は早速、村人から周辺の村について聞きに行く。

　壬氏は覆面の下で、眉を上げたり下げたりしていた。

「どうかしましたか？」

　そっと高順が壬氏に聞く。

「いや──」

　ここで、壬氏がすべきことは、終わったことへの処理もある。しかし、それ以上にしなくてはいけないことがあるはずだ。

　もし、ここにいかれた薬屋の娘がいたらどうするだろうか。

　壬氏はふと、地面にしゃがみこんだ。

　死んで動かない飛蝗バッタは、腹がぷっくりと膨れている。前に、群れで動く飛蝗は、暗色になり、足が短くなっているとあった。たしかに地味な色をしている。

　壬氏は懐から、小刀を取り出す。

「……」

　ざくっと、刃を飛蝗の胴体に突き立てた。気持ち良いものではない。だが、猫猫がいたら必ずやるだろう。

　一匹、また一匹と飛蝗を解体していく。

　村人たちは不審な目で怪しい覆面男を見るが、気にしている余裕はないはずだ。

　壬氏は、飛蝗をばらした胴体を並べる。

「これは……」

　高順は、壬氏が何をやりたいのか気付いたらしい。

　壬氏は虫の生態に詳しいわけではない。だが、何がそこに入っているのかくらいは想像できる。

　膨れた腹には、細長い黄色い管のようなものが詰まっていた。

　季節は秋、秋が終われば冬。虫は、寒い冬を越すことは出来ず、次世代に託す。

「卵ですか？」

　囁ささやくような高順の声に、壬氏は俯うつむく。

　腹が膨れた飛蝗は次にどう動くか。

「蝗こう害がいはまだ終わっていない」

　壬氏は、覆面の下でそっとつぶやいた。

「地を焼くぞ」

　生き残った虫の卵を焼き殺さなくてはいけない。

　春には小麦の収穫、孵かえった虫たちには餌場になってしまう。










八話　嫌がらせ







　涼し気な秋の早朝。医局でいつものように仕事をしようとしている猫マオ猫マオに荷物が届いていた。贈り物なら嬉しいが、到底さわやかとは言い難い物だった。

「あなた、もしかしていじめられているの？」

　普段、向けないような哀れみの目を見せるのは姚ヤオだ。ぞぞっと後ろに下がり、顔を引きつらせている。

「そういうわけでは……」

　疑われるのも無理はなかろう。籠の中には茶色の何か──、大量の虫の死骸が入っていた。

　飛蝗バッタだ。

　これだけたくさんの量を集めるのは本来難しかろう。しかし、目の前にあるということは、集められるだけの環境があったということだ。

「上から持ってきたものだから、置いているが早く持っていってくれ」

　素っ気ない様子で言うのは、年配の劉リュウ医官だ。医局の中で高い地位にある彼は、相手が誰であろうと、厳しく接する。

（持っていけと言われても）

　籠一杯の飛蝗など持ち帰りたくもない。誰が送ってきたのかについては、あらかた想像がつくだけあって、どうしようかと途方に暮れる。

　劉医官もさすがに無理だとわかるらしく、こちらへ来い、と手招きをする。

「隣の棟にある空き部屋を使うといい。本来なら管轄外だが、手が空いた何人か連れて行って早く終わらせてくれ」

　優先順位は医局の雑用より高いらしい。

　ならば、と──。

「えっ、と、何？」

　姚の袖を引っ張る。整った彼女の顔が歪ゆがむ。

　猫猫はにんまりと笑うと、引きつる姚を虫のいる場所へと案内することにした。




　顔を青くしながら、秤に虫をのせる姚。

　その姚を、頬を赤らめながら観察する燕エン燕エン。

　黙々と、飛蝗の足や翅はねの長さを測る猫猫。

「い、いつ終わるのかしら……」

　虫嫌いの姚は箸はしで恐る恐る掴つかみながら置いている。皿に十匹載せて、その平均の重さを出している。

「全部測る必要はないと思います。でも、数としては多ければ多いほうがいいかと」

　猫猫は虫の大きさを測りつつ、色が違う虫があれば仕分けていく。

「お嬢様、きつくなったら私がやりますので」

　燕燕が気遣う素振りで姚に言うが──。

「だ、大丈夫よ。こ、これも、仕事だわ……」

　姚の負けず嫌いには、むしろ火をつけることになる。もちろん、燕燕もそれがわかっていて言ったのだろう。

「お嬢様……」

　燕燕は顔を赤らめ、とくんと心臓をときめかせながら、鳥肌を立てつつ虫を摘まむ姚を見ている。
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（歪ゆがんでる）

　猫猫は半眼で二人を見ながら、作業を続ける。

　虫が三分の一ほど片付いたところで、来客がやってきた。

「やあ」

　にこにこと笑うのは、くせっ毛で丸眼鏡の小男だ。言わずもがな羅ラ半ハンである。

　猫猫はむっとしながら作業を続ける。羅半は気にした様子でもなく、猫猫たちが調べた数値を見ている。

「ふーん。猫猫、この数字は何なのか兄さんにちょいと説明してくれないか？」

「……」

　無視する。

「前に言っていた報酬を持ってきたんだけど、猫猫は忘れたのかな」

　そっと耳打ちする。

　猫猫はちらりと姚と燕燕を見る。姚は気付かず、燕燕は気付いているがあえて気付かないふりをしている。たしか、二人には内緒で西の巫女について調べていたことの話だ。巫女の毒殺未遂事件のせいで有う耶や無む耶やになっていたが、覚えていたらしい。

　猫猫はようやく手を止めた。

「これで大体、三百匹分くらいだ。脚や翅はねの長さ、色、重さとともに、雌は腹にどれだけ卵を持っているか数えている。飛蝗バッタは遠い土地から飛んできたものだと思う」

「うんうん」

　ぺらぺらと紙をめくりながら、羅半は何か考えている。一見、地味で面白くない数字の集まりだが、この小男にとって数字は何よりも面白いものだ。

　げっそりした顔の姚がようやく羅半に気が付いたらしく、疲れた彼女なりに挨あい拶さつをする。とりあえず一休みしたほうがいいかな、と猫猫は茶を用意しようとしたが、今、姚の前で飲食の類をすすめるのは酷だろう。

「どうぞ」

　燕燕が羅半の前にだけ茶を置いた。羅半は、数字に夢中で飛蝗の死骸の山など気にせず、茶をすする。

「猫猫、この数字は？」

　羅半は、別に分けられた数値を指して見せる。

「それは、こっちの飛蝗のもの。茶色じゃなくて緑色をしている。色や形、重さから飛んできたものじゃなく元々、土地にいた飛蝗じゃないかと思って分けてみた」

　飛蝗が蝗こう害がいを起こすとき、飛蝗自体に形の変化が起きる。遠方から飛んでくる飛蝗は、軽く翅が発達した個体だ。

「だよねー。じゃあ、この飛蝗が空を飛ぶとして、どれくらいの距離を移動するだろうか？」

「……」

　猫猫の専門ではない。姚と燕燕も話に加わって、首を傾げている。

「そんなに飛べないんじゃないかしら？　せいぜい数里ってところでしょう。虫ですもの」

　姚が口に出すと、羅半は頷うなずきながら話を続ける。

「面白いことに、飛蝗バッタが大発生した村の周辺には、他に飛蝗の被害はなかったんだよ。これだけ大量の飛蝗がいるということは、どこかで餌を食べて育たないといけない」

　しかし、周辺の村には飛蝗は発生していなかった。

　羅半は、懐から地図を取り出す。大きな地図、国全体を描いた物だ。

「さっき、虫だから数里しか飛べないと言っていたね」

「ええ、数里でも大きく見積もっているほうです」

「でも」

　羅半は紐ひもをとりだして、地図の上に置く。地図に直接書き込むのが嫌なので、紐で線を描いているようだ。北西から斜めに配置され、村のあった場所へと流れている。

「ここらは季節風が流れている」

「風に乗ってきたってことですか？」

「そうだね。なら、数里と言わず、数十里飛ぶことも可能だ」

　今度は地図の上に碁石をのせていく。

「この碁石は？」

　燕燕が白い石を指す。

「飛蝗の被害があった地域だよ。ここらを中継として、さらに北西から飛蝗が流れてきたと考えるのが妥当かな」

「北ホク亜ア連レンがある方向ですね」

「……」

　じわりと嫌な汗が流れる。

　姚は事実を述べただけで気付いていない。羅半が言いたいことはもっとその先のことだ。燕燕はわかっているようだが、あえて突っ込む気はないらしく、お嬢様をひたすら視線で愛でている。

　羅半は、集めた数値の紙片を束ねる。

「大体、これだけ多ければ問題ないだろうか。あとは別の者に引き継ぎをすればいいんじゃないか？」

「……最初から、そうしてくれたらいいのに」

　猫猫が愚痴ると、羅半はいやいや、と人差し指を振る。

「僕が飛蝗の調査を頼んだわけじゃない。記録がちゃんとしているかだけ確認してくれと言われただけだ。こう見えてとても忙しいんだぞ」

　羅半は碁石をもてあそびながら軽く腹を立ててみせるが迫力がない。何に忙しいかと言われたら、手に持っている碁石がすべてを語っているだろう。副業をがんばりすぎだ。

「正確じゃない数値を集めても見えてくるものが見えなくなる。最初は、ちゃんと計測してもらわないと」

　言いたいことはわかる。有用な数値はもう得られたのだろう。

　そのまま羅半が帰ろうとするので、猫猫は袖を掴つかむ。

「忘れてないか？」

「おおっ、そうだった」

　わざとらしく羅半が荷物を取り出す。包みの中には一本の根菜が入っている。

「!!」

　猫猫は思わず鼻孔をすんすんと鳴らしてしまった。

「じゃあ、僕は帰るからね」

　貰もらう物を貰ったら羅半など用済みだ。

「何それ、人参？」

　姚が覗のぞき込んでくる。

「確かに人参ですが、それは……」

　燕燕は何なのかわかっているらしい。

　しかし、猫猫はひたすらその人参をじっと見ているしかできなかった。視線を外そうにも外せない。抗えない魅力があふれている。

「っふふふふふふ」

「ど、どうしたの？」

「うふふふふふふふっ」

「燕燕、なんか猫猫が変なんだけど！」

「お嬢様、猫猫は元々変です」

　二人の言葉など、耳から耳に抜けていく。今目の前にある物に比べれば些さ末まつなことだ。

「ふふふふふふふふふふふふっ」

「やっぱおかしいわよ！　あの貰った物は変な薬物じゃないの！」

「お嬢様、大丈夫ですよ。あれは薬ですが、変なものではありません」

　猫猫は人参の包みを高らかに掲げながら、くるりくるりと回った。

「人参だー」

　人参だ。

　人参といってもただの人参ではない。薬用人参で、古くから栽培ができず自然に生えているものを探すしかない。棒バン槌チュイとも呼ぶ。

　皮を剥むかずに湯通しして干した赤参。これだけの大きさのものは、さぞや高級品だ。

　猫猫は虫の死骸だらけの部屋で、慌あわてる姚と冷静な燕燕に見られながら、久しぶりに歓喜の舞を踊ってしまった。










九話　壬氏の思惑







　問、仕事が多すぎて困る、どうすればいいだろうか。

　答、他の者に仕事を任せる。

　わかりきった答えを実行するのは難しい。しかし、麻マー美メイが来てからどんどん動いてくれる。遠征から帰ってきても、仕事は思ったより溜まっていなかった。

　元々、壬ジン氏シは位だけ高い閑かん職しょくを与えられている。持ち込まれた雑用も本来の部署に返しただけに過ぎない。

　蝗こう害がいの件もだ。

「都水監なり司農なりに押し付けてしまえばいいのです」

　都水監は治水、司農は貨幣や穀物を司る。壬氏は以前、どちらにも言ってみたものの、「私たちの仕事ではない。忙しいから無理だ」と断られた。

　それを説明したところで相手は麻美だ。

「はあ？　押し付ければいいんですよ。形だけとはいえ、位は壬氏さまのほうが上です。若輩だからって顔色窺うかがうのですか。相手のことを考えてって誰を？　昼にのっそりやってきて、茶だけしばいて帰っていく野郎どもを使えばいいじゃないですか。忙しい、手が空かない？　朝まで、花はな街まちで騒いでいる現場でも押さえればよろしいでしょう。その手の人脈はお持ちのようですから」

　口では絶対勝てない。馬バ閃センも馬バ良リョウも物言いたげに見ているが、姉には勝てない。

　麻美は仕事ができる女だが、その性別ゆえに仕事を与えられることはない。馬閃が一、馬良が五の処理能力があれば三程度は持ち合わせているはずなのにもったいない。

　馬良よりも仕事をこなす量は少ないが、補佐にまわると大きな力を発揮する。馬良の五の処理能力を二倍、三倍にするのだ。

　麻美が男であれば壬氏の補佐になっただろう。しかし、口の達者さを考えると、麻美が女でよかったと思わなくもない。

　麻美は、さらに畳みかけるようにもう一つ口を開く。

「あと、壬氏さまは視野が狭くなっているようなので一つご忠告」

「……な、なんだ？」

　壬氏は思わず身構えてしまう。

「ごく一般的に申し上げれば、虫を大量に送る行為は嫌がらせ以外の何物でもありませんよ。特に女性相手なら」

「……」

　壬氏はがくりと肩を落とし、額に手を当てた。




「仕事は分配。使えるものは誰だって使う。使えないものは邪魔にならぬよう、毒にも薬にもならない違う仕事を与えてください」

　麻美に言われるがまま、壬氏は執務室を追い出された。権力をかさに着て、それで足りなければ色仕掛けをしてでも、仕事を押し付けてこいと。

　壬氏自ら、直接行けば態度が変わるから、と言われても、あまり乗り気ではない。

　壬氏が直接足を運ぶことはそれだけ、深い意味があるように思われるからだ。これが、宦かん官がん時代であれば、いくらでも利用したのだが、皇弟という立場になると使うことが憚はばかられる。

　それでも、手が回らないよりもましだからこそ行くのだが。

「……色仕掛けはないだろう」

「申し訳ありません。うちの姉が」

　護衛としてついてきている馬閃だ。麻美に頭が上がらないのは壬氏だけではない。

「それにしても、姉の言うことはわからなくもないですね」

　馬閃が周りを見渡す。

「仕事をさぼっている者が多すぎる」

　壬氏たちが近づくと、慌あわてて何かを隠しているのがわかる。

「流行とはいえ、前よりひどくなっているな。いささか目に余るぞ」

　欄らん干かんに腰かけ碁の本を読む者。休憩所には碁盤の周りを、何人もの官たちが囲んでいる。

　壬氏を見るなり碁をやめ取り繕ったり、視線を外す者もいるが、中には、勝負に夢中で気付かない者もいる。

　仕事しろよ、という麻美の意見ももっともだ。

　壬氏は今まで自分が睡眠を削ってまで仕事してきたことが莫ば迦か莫ば迦かしく思えてくる。

「壬氏さま、こんなところに提示されていますがいかがなものでしょうか？」

　馬閃が見ているのは、本来、辞令が張り出される掲示板だ。

「一応、場所は変えてあるな」

　何が張り出されているかと言えば、新しく刷りなおした碁大会の概要についてだ。壬氏が話に加わったことで、これ幸いにと宣伝を拡張させている。

「しかし、大会に向けてとはいえ、周りは熱中しすぎじゃないか？」

　壬氏の疑問の答えは、張り紙に書かれてあった。

「漢太尉への挑戦権、銀十枚だそうです」

　白けた馬閃が指先で銀十枚の文字をなぞる。

　参加費銅貨十枚と良心的だと思いきや、こんなところで商売っ気が出た。算盤を弾く変人軍師の甥っ子の影が見え隠れする。元より、催事イベントの主催など羅ラ漢カンができるわけなく、羅ラ半ハンがほとんどになっているのだろう。

「あと、新刊発売。詰碁集を売るようです。限定五百冊とか、売れるんでしょうか？」

「売るつもりでいるのだろう」

　どこまで強かだろうか。

　いや、それくらいやらないと羅半もやっていけないのかもしれない。昨年、狐軍師は離宮が一つ建てられるほどの銀で妓ぎ女じょを一人身請けした。昨年末に後宮の壁を破壊した修理費もまだ残っている。

「しかし、碁の試合一つで銀十枚は高すぎやしませんかねえ」

　銀十枚あれば、庶民はひと月生活できるという。猫マオ猫マオや高ガオ順シュンに金銭感覚を学べ、と何度も言われてきたのでそれが安くない額だということは、壬氏でもわかった。

　しかし──。

「むしろ安いくらいだろうな」

「安い？　さすがにそれはないでしょう」

　馬閃が否定する。確かに、指南料としては高いが──。

「もし、漢太尉に勝ったとすれば、おつりがでるほど安かろう？」

「!?」

　それだけで周りに箔がつく。

「挑戦者は黒石、こみなしでやるそうだ」

　碁は先攻である黒石が有利だ。なので、平等にするため碁石をあらかじめ、白石を何目か多く計算する。

「……そういえば、漢太尉は囲碁が強い人に対しては、比較的敬意をもって接している気がしますね」

「遊び相手を無下にしたら、試合ができなくなるだろうからな」

　もっとも『比較的』であって、『常識的』とは言い難い。

「もし、壬氏さまが勝ったら、なにかしら執務室に来て、邪魔をして帰ることはしなくなると思うのですが。大会が終わったらまた元の仕事に戻るのではないでしょうか？」

　羅漢には、大会会場と引き換えに仕事をしてもらっている。終わったら腹いせに何かしでかしにくるのでは、と馬閃は恐れているのだ。

　たとえ黒石を壬氏が持っていても、相手は狐軍師だ。下手な玄人よりもずっと強い。

　しかし、挑戦してみる価値はある。

「銀十枚か」

　安いものだと、壬氏は呟つぶやいた。




　まだ、日が沈む前に帰ることができるのは本当に楽である。麻美に感謝しなければならない。

「それでは私はこれで」

　馬閃は自分の家に帰る。夜の警護は別の者だ。以前は、泊まり込みで警備すると息巻いていたが、正直、一日中張り付かれても壬氏は疲れるので遠慮したい。

　宮に戻るなり、水スイ蓮レンが出迎えてくれる。

「まず、お食事ですね」

　微笑みながら初老の侍女は壬氏に確認する。

「いや、先に風呂を……」

　壬氏が訂正しようとしたが、いつもと宮の雰囲気が違う。普段は壬氏が好きな香を焚いているのに、いつもより少し甘い匂いが強かった。

　中にいる護衛も、いつもの顔ぶれとは違う者がいる。

「客人か？」

「はい」

　そして、壬氏の宮にやってくる客人といえば限られる。

　廊下の護衛たちが頭を下げる中、壬氏は居間へと向かう。

　予想通りの人物が、居間でくつろいでいた。

「今日は、後宮に行かなくてもよろしいのでしょうか？」

　壬氏は、頭を下げつつ主上に物申す。

「最近の管理官は、やたら新しい妃ばかりすすめるのでな」

　美び髯ぜんの偉丈夫は、杯を傾けながら書を読んでいた。目の前には碁盤が一つ。ここでも、流行にのった人物が一人。

「朕チンの好みはこうだろうという娘ばかり押し付ける」

　つまり巨乳ということだろう。しかし、一国の主たるこのお方は、それだけでは妃を選ばない。下手に好みの妃がいたとして、政治的にそぐわない人物であれば困る。主上の『困る』とはそういう意味だろう。

　でも理由はそれだけではない。

　妃から后、つまり正妻になった玉ギョク葉ヨウ后がいる。その父親たる玉ギョク袁エンが現在、都に滞在しているのだ。今後、西都に戻るのか、それとも重鎮として都に残るのか、後者の可能性のほうが高い。

「舅の目が気になるのでは？」

　ここは壬氏の宮だ。ほんの少し砕けた会話になる。

「いつの時代も、冠を抱く者は、皆の顔色を窺うかがわねばならぬ」

　主上はぱちんと碁石を置くと、座れと空いた手で促す。

　壬氏はその様子に笑みを浮かべて、主上の向かい側に置かれた椅子に座る。置いてある碁桶には白石が入っている。

「玉葉とて同じようなものだ。朕が舅なら、玉葉は姑の目に一日気を使わねばなるまい」

　玉葉后は後宮を出て、皇太后の宮近くに居を構えている。玉葉后にとって後宮生活以上に退屈であろう。

「そういえば、先日会いに行ったとき、お願いをされたぞ」

「どのような？」

「新生活が不安なので、毒見を付けたい。できれば、顔見知りだと嬉しい、とのことだ」

　壬氏は顔が引きつりそうだったのを我慢する。

「……して、どうするのです、その娘を？」

「その娘か？」

「……」

　主上は楽しむように持った書を見せつけるように揺らす。壬氏をからかうために言ったに違いない。玉葉后と同じように、主上もまた茶目っ気を持っている。

「娘の生い立ちがもっと平凡なら考えたのだが」

　主上は書を置く。言わずもがな、変人軍師の本だ。

　羅漢という男は宮中でもどの派閥にも与さない。かといって自分が派閥の中心になるというわけでもなく、下手に触るなというのが宮中の共通認識だ。

　ずっと独身で、養子までとっていたので誰も子がいるとは思わなかった。本人としては隠していたわけでなく、ただ行動が周りに勝手に勘違いされていただけという。

　猫猫が後宮に来る前も、「爸パ爸パだよー」と浮かれた様子で会いに行ってはやり手婆ばばあに水をぶっかけられていたらしい。

　傍からはお気に入りの妓ぎ女じょに会いに来たが、出禁を食らった面倒くさいおっさんと見られていたようだ。

　ある意味すごい。

　さすがに後宮の壁を壊そうとし、医局に毎度邪魔しに行くことで、「えっ、娘いたの？」と周りは気付いたようだが。

　猫猫は絶対認めないが、彼女の身の振り方は宮中の力関係を左右することさえある。

　今、飛ぶ鳥を落とす勢いの玉袁。羅漢の身内が玉葉后の侍女となれば、さらに勢いが増すだろう。

「玉袁には名を渡す。位も上がる。これ以上何かあるのは過ぎる」

　舅の視線が怖いと言いながらも、主上は考えている。けして、他所で話すことはないひとりごとのような言葉だ。

　水蓮が壬氏のもとにも杯を持ってくる。中に入っているのは、血のように赤い液体だ。

　透明な玻は璃りに透けて、美しい液体を転がすように楽しむ。

「この葡萄酒は酸味が強いな」

　主上の傍らにはすでに杯が置いてある。

「私の好みに合わせていますので」

「朕も嫌いではないが、最近は甘口の酒が流行っていると聞くぞ」

　甘口の酒だと、猫猫が嫌な顔をしそうだとふと頭に浮かぶ。

「どうした？」

「いえ、何も」

　顔が綻びそうになって、慌あわてて取り繕う。

　主上は不思議そうな顔をして、杯を揺らす。

「そういえば、碁の流行でかすみがちだが、渡来物が市井では流行っているらしいな」

「そうですね」

　壬氏も知っている。先日、西の巫女がやってきたとともに、異国の品々が多く出回っている。一時的に税を軽くしたのもあるだろう。

「その中で、一番人気の品を知っているか？」

「なんでしょうか？」

　帝はにやりと笑う。普段、仕事で気が抜けぬ分、壬氏の前ではおどけた表情をすることは珍しくない。

「葡萄酒だそうだ」

「葡萄酒？」

　壬氏は首を傾げる。

「西都で作られているものではなくて？」

　玉葉后の故郷、西都の周辺では葡萄が盛んにつくられている。今、手元にある葡萄酒も西都産のものだ。

「西都で作られているものは独特の酸味があるだろう？　だが、渡来品だと甘みが強く美味いらしい」

「そんなに品質が良いのでしょうか」

　壬氏は葡萄酒を口に含む。西都産は、酸味はあるが品質は悪くない。ただ、本来はもっと甘いことも知っている。西都で飲んだものは、蜂蜜を混ぜたような甘さだった。

　ふと、葡萄酒で思い出した。あれはいつだったろうか。昨年、猫猫が後宮をやめてから、壬氏のところで働き始めた頃だ。

　壬氏は杯を揺らした。

「本当に、それは渡来物なのでしょうか？」

「朕はまだ飲んだことがないが、大臣は美味いと口にしていたぞ？」

「飲まれないほうがよろしいかもしれません」

　壬氏は、水蓮に目配せをする。やってきた水蓮に耳打ちをした。

　優秀な侍女である水蓮は壬氏の意図したことがわかったらしい。一度部屋を出て、布包みを持って戻って来る。

「それは？」

　髭ひげを撫なでる帝に、壬氏は布包みの中身を見せる。金属の杯が入っている。

「以前、貰もらった物です。昨年だったでしょうか」

　壬氏は、ふと昨年の春先を思い出す。
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「その葡萄酒は飲まれないほうがよろしいかと」

　不愛想な薬屋の娘は、食器を片付けながら言った。食後に、葡萄酒を飲もうと杯に注いだところだった。

「なぜだ？　先ほど、毒見しただろう？」

　壬氏は首を傾げつつ、杯を揺らす。

　薬屋は先日、後宮を出て花はな街まちに戻っていた。給料が良いから来いと、壬氏の侍女兼毒見役として雇っていたのだが。

「毒見しました。葡萄酒には何も毒らしきものはないと思います。強いて言えば酸味が強いかと」

　壬氏は甘いだけのものより、酸味が強いものを好む。水蓮が壬氏の好みに合わせて用意したのだろう。西都産の物だ。

「ならば問題なかろう」

「ただ、器が問題です」

「器？」

　壬氏は金属製の器を見る。

「器に毒でも塗られているのか？」

「いえ」

「なら、何だという？」

　薬屋は壬氏からそっと杯を取る。

「失礼します」

　箸はしを杯の葡萄酒に入れると一滴だけ口に含んだ。ゆっくり味わったあと、そっと部屋を出る。口に含んだものを吐き、洗い流すためだろう。

　すぐに戻って来た薬屋は、葡萄酒が入った瓶を持ってくる。

「毒になっています」

「なっている？」

　意味深な言葉を紡ぐ薬屋。

「私が飲んだものより、いくらか甘くなっておりました。もう少し、使い込めば、もっと甘くなるでしょう」

「意味がよくわからないが、俺の意見を述べていいか？」

「どうぞ」

　表情を変えずに、薬屋は頷うなずく。

「単品では毒ではない。だが、二つ合わせると、毒になるということか？」

　壬氏の意見に、薬屋はかすかに口角を上げる。正解らしい。

「金属は酸味が強いものに溶ける性質があります。この器は鉛でできているのでしょう。鉛と酸っぱい葡萄酒を混ぜると、鉛が溶け出てできたものが甘くなると言います。西方では、葡萄酒に鉛を入れて甘味料として使っていたと聞いたことがあります」

　そして、それを飲んだ人間は中毒症状を起こす割合が多かったと。

「あくまで、養父による見解ですが、それが原因で中毒になった可能性が高いかと」

　彼女の養父は、元は後宮で医官をやっていた優秀な医者だ。西方にも留学経験があるらしい。

「……」

　壬氏はそっと鉛の器を置く。

「一回、二回飲んだところでは、急な中毒症状を起こすかわかりませんが、常用すると危ないかもしれません」

　明言はしない。憶測で物を言いたくないのがこの薬屋の特徴だ。

「仮に、これが毒だとしてどんな症状が現れると思うか？」

　壬氏の質問に、薬屋は一瞬考えた。

「……後宮の毒白粉のことは覚えていますでしょうか？」

「ああ。忘れるわけもなかろう」

「あれは鉛に酢を入れて作ると聞いたことがあります」

　つまり、白粉中毒と同じような症状が起きるということか。

　壬氏は納得する。

「葡萄酒について飲み方を教えてくださった方には、本人がどう飲んでいるのか調べたほうがよろしいかと」

　本人も鉛の杯で飲むようなら、悪気はなく善意で壬氏に教えた。そうでなければ、悪意の可能性があると。

　壬氏は幾度か命を狙われたことがある。どういう意図で相手が、何をしたのか。それは、調べる必要がある。

「加えてもう一つよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

　薬屋は、まだ杯に注いでいない葡萄酒を見る。

「壬氏さまは、この葡萄酒が元々酸っぱいのは産地によるものだと思っていますが」

　瓶を揺らす薬屋。

「長期の移動によって酒が酢になりかけているだけだと思いますよ」

「……」

　つまり壬氏が好んで飲んでいた味は、粗悪品の味だと言いたいらしい。

「もう少し、輸送方法を考えれば、酒が変質することもなくなるのでしょうが」

　西都はかなり遠い。その上、暑い。

「しかし、俺には美味く感じるんだがなあ」

　首を傾げる壬氏に猫猫は目を細める。

「疲れていると、味覚が鈍り、酸味を感じなくなるそうなので……」

「……」

「あと、私の好みはもっと辛口の酒です」

　毒見側が、要望を出してきた。

　あいにく、壬氏は元々酸っぱい味が好みと言いたい。思いたい。

「しばらく葡萄酒にする」

「わかりました。坊ちゃま」

　水蓮が良い返事をするものだから、薬屋が嫌な顔をした。
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「そんなことがあったのか」

　主上は杯を飲み干した。傍らには水蓮が用意した焼き菓子が置いてある。

「ふーむ、では今出回っている酒というのは」

「粗悪品、あるいは偽物である可能性が高いでしょうね」

　異国から運ばれてきた葡萄酒だ。西都よりも輸送期間が長いに違いない。そうなれば品質を一定に保つのは難しく、市井に出回るほど大量であれば、粗悪品が必然と増えるだろう。

　売るためには、甘く加工せねばならない。そうなると、出回っているのは毒葡萄酒になる。

　また、渡来物と偽って、葡萄酒を作っていたとすれば、詐さ欺ぎだ。渡来物にはそれだけで税がかけられる。たとえ、税を軽くしたとしても、輸送費や希少価値などで西都産のものより値段が倍以上高くなる。

　もしかしたら、偶然、品質の良い渡来物の葡萄酒が出回っている場合もあるが、可能性としては低い。

「白粉と同じ毒か」

　主上は髭ひげを撫なでながら杯を揺らす。

「そういえば、後宮で毒白粉を禁止にした後、市井でも販売禁止にしたらしいな」

「はい。妥当かと思いまして」

「白粉の材料を葡萄酒の甘味料に転用したと考えられないか？」

「!?」

　主上の言葉に壬氏は目を開く。

　どうして気付かなかったのだろう。ありえる話だ。

「詳しく調べてみます」

　壬氏は杯を置き、気持ちを落ち着かせるように焼き菓子を摘まむ。ふんわりとした変わった生地で、中に乾燥果実が練りこまれてあった。かすかに酒精アルコールの匂いがする。一口かじると、ほわんとしぼむように柔らかく甘い。

　主上が来ると知っていたのだろう。壬氏の乳母である水蓮だが、主上の乳母でもある。面白い菓子を用意して、楽しませたいらしい。

「水蓮の菓子はいつ食べても美味い」

　主上は気に入ったらしく、早速頬ほお張ばっている。ひとかけらを全部食べ終えると、新しく注がれた葡萄酒で流し込んだ。

「久しぶりに打つか？」

　主上が髭を撫でて菓子の欠片を払い、空いた手で黒石を摘まむ。

「打つのは、お前が後宮に入る直前が最後だったな」

　懐かし気に碁石を桶に戻す主上。

　壬氏が十三のとき、先帝が崩御した。東宮となったその年に、壬氏は主上に碁を打とうと持ち掛けた。壬氏が勝利し、宦かん官がん壬氏として後宮へと入る権利を得た。

　自分の東宮という立場を捨てるために──。

「賭かけ碁など、するものではないと、あれ以来ずっと思っているぞ」

「……今更覆すことはできないでしょうに」

「帝位が欲しいと言えば、時がたてばくれてやるというのに」

　いまだに、主上は壬氏の約束を果たしてくれない。

「私はいりません」

　東宮になどなりたくないと駄々をこねた。

　当時、帝には子がいなかった。とうに死んでおり、先帝の子は他に誰一人いなかった。

　結果、新しく身代わりを作ることにした。

「あの時ほど、碁で負けて後悔したことはないぞ」

「そんなことはないでしょう」

　今上は、玉葉后との子、東宮もだが、鈴リン麗リー公主も可愛がっている。梨リ花ファ妃の子もいる。今更、壬氏を東宮に戻す意味などない。あるとすれば、火種を撒まくことに他ならない。

　もうすぐ秋の園遊会もある。名持ちとして新しく連なる玉袁もようやく紹介されるはずだ。砂シャ欧オウの巫女の暗殺事件さえなければ、もう終わっていたはずだ。

　これ以上、舅を怒らせるような真似も主上はしたくないだろう。

　そして、壬氏もまた次の帝の祖父の機嫌を損ねる真似はできない。

　己の存在が、戦の種になってはならないのだ。

　と、同時に、飛び散る火花は避けねばならぬ。

　今の壬氏は、やることは多いけれど、実行するだけの手段が足りなすぎる。

　もっと力が必要なのだ。

「……主上、一つお願いがあるのですが？」

「また、よからぬ考えでもしているのか？　もう、賭けはせぬぞ？」

「大した願いではありませんよ」

　壬氏は、黒の碁桶を持つ。しかし、主上も黒を取りたいらしく離さない。

「私が勝ったら、碁の指南役を、棋聖をしばらく貸していただけないかと」

　壬氏の願いに、主上はいぶかしみつつ、黒石の碁桶を離した。










十話　白パイ湯タン







　もわんと独特の空気が部屋に漂う。猫マオ猫マオは自室で作った薬を見て満足していた。仕事が終わり部屋に帰ってからの少ない時間。ようやく猫猫は自分の実験に入れる。

（これはいいんではないか？）

　傷口に悪い毒が入らないようにする薬草と、体を活性化させる薬草。二つを上手く混ぜ合わせ乾燥を防ぐ油と蜜みつ蝋ろうを混ぜて作った軟膏。

　うむ、と猫猫は納得しながら、左の袖をめくり小刀を用意する。酒精アルコールで表面を綺麗に拭うと大きく振り上げ、下ろした。

「きゃっ！」

　声が聞こえた。誰かと思えば、姚ヤオがいた。

「猫猫、何やってるの！」

「何を、と言われても」

　猫猫は左手に傷をつけた小刀を置く。部屋で新しい薬を試していただけだ。猫猫としては日常風景だが、姚にしてみれば異常な光景に違いない。

「問題ありません。ここに薬がありますので」

　ただし、効くかどうかはわからない。新しい薬を作るというのは、試行錯誤の繰り返しだ。

（他に実験できる人間がいればいいけど）

　おやじから、渋い顔をされる。たまに丈夫そうな武官を相手に薬を使っているのだが、ちょうどいい人材に限って、一度治療したら次来ないことが多い。もっと怪け我がをすればいいのに、と縁起でもないことを考える。鼠ねずみを飼育するのも怒られるし、前に猫の毛マオ毛マオの毛を剃って髪の生え薬を試そうかと思ったら、緑ろく青しょう館かんの皆から非難轟々だったので実行できなかった。ちゃんと剃り落とした毛は筆として利用するというのに。

　だから、猫猫は自分の体を使うしかない。

「莫ば迦か！」

　姚に怒られた。

「どうしました？」

　姚の声を聞けば、燕エン燕エンがやってくる。

　猫猫の左手を取り怒っている姚と、それを眺める燕燕。

「燕燕、何か言ってあげてちょうだい！」

「何を、ですか？」

　燕燕は夕ゆう餉げの準備の途中だったらしく、手には白菜を持っていた。今日は、鍋料理だろうか。燕燕の白パイ湯タンは魚介と豚骨の出汁がしみ込んでいて美味い。あとでいただこう。

「何を、ってこれよ。見てよ、ぼろぼろの左手」

「はい。どうせ薬の効果を試しているんでしょう」

「そうなの？」

「そうです」

　燕燕は鋭いので見なくても気付いていたようだ。

「なんでわかっているなら止めないわけ？　全然治る様子がないとは思っていたけど、新たに傷を作っていたのよ」

　さらしのことはつっこまれたことがなかった。気付いていないのではなく、一応、気遣って話に触れないようにしていたらしい。

「お嬢様。それは、猫猫が自分でやっていることです。単なる自傷行為ではなく、薬を作り上げるための目的があるのであれば、私は止める必要がないと判断しました」

「はい。意味があることです。薬と毒は紙一重ですので、どう配合すればいいかは、試すしかありません」

　医療従事者であれば、薬の実験がいかに大切かわかっているはずだ。薬の効用を試すために、医局では動物を数種類飼って試している。姚も複雑な顔をして見ているが、文句は言わない。必要なことだとわかっているからだ。

　口出しする権利はないと猫猫は思うが、姚は眉を歪ゆがめつつも引く様子はない。

「だからって、そのままにしておくわけにはいかないでしょ」

　姚は猫猫の手を離さない。

「友だちがこんなことしているなんて！」

『……』

　猫猫と燕燕が目を丸くする。

「ともだち、ええ、ともだちくらいまでなら。ええ、まあ……」

　少し妬ねたむように猫猫を見る燕燕。

「友だちだったんですねえ」

　そういえば、最近は仕事以外にも一緒に食事をしたり、出かけたり、雑談していた。これは、友だちとしての付き合いと分類してもいいのかもしれない。

　燕燕と猫猫にそれぞれ確認するように言われると、姚の顔がだんだん赤くなってくる。

「ち、違う！　友だちじゃなくて、ど、同僚！　同僚よ！　同僚が変な薬の実験していたら止めるものでしょ！　燕燕もそうでしょ？」

　同意を求められた燕燕は一瞬考える。

「……正直、猫猫なら止めても無駄ですし、なにより意味があるのならやらせてあげるのが正しいかと」

　猫猫も頷うなずく。

「じゃあ、私も同じことするわよ！」

「駄目です！」

　燕燕は即答する。持っていた白菜が床に落ちる。

「姚さまの美しいきめ細かい肌に、一筋の傷もつけることは許されません、ありえません、あってはならぬことです。もし、そんな真似をしようものなら、私はその十倍、いや百倍の傷を体につけます。それでも、それでもよろしいのですか？」

　燕燕が真顔で早口でまくし立て、姚の両肩を持って揺さぶる。

　猫猫がぞんざいに扱われているようだが、対象が姚であれば仕方ない。

　相手に執着するほど、相手の行動に制限をかけたくなるというものだ。それが、自傷行為につながるのであればなおのこと。

　猫猫は姚の手が離れた左手に薬を塗ってさらしを巻いた。燕燕が落とした白菜を手にとる。

「ねえ、なんか焦げ臭い」

　猫猫は鼻を鳴らす。

「……鍋、火にかけっぱなしでした」

『……』

　慌あわてて厨房に向かう三人だった。




　鍋の他に作っていた生煎饅頭は、その姿を炭に変えていた。数は三の倍数、猫猫の分もちゃんと入れてくれたと信じたいが、黒焦げの何かを食べる気にはならない。

「あとで洗います」

　肩を落とす燕燕。食材を無駄にしたことよりも、表面にこびりついた焦げ目を取ることが滅入るのだろう。

（あれは大変だ）

　粥に鍋といつもより少しだけ質素な食事をいただく。蓮華ですくって汁を飲むが、燕燕の作る白パイ湯タンは美味い。一度、調理法を聞いたが教えてくれなかった。ただ、燕燕は姚をそっと見てにやりと笑っていたので、詳しく聞かないほうが正解なのかもしれない。

（何が入ってるんだろうか？）

　姚と違い、猫猫は下げ手て物ものでもいけるので気にしないでおこう。

　ちょっと菜おかずが少ないことに残念そうな姚だが、燕燕の落ち込みようを見ると何も言えないだろう。この主従が上手くいっているのも、燕燕の傍から見たら一方的すぎる愛を受け止めている姚がいるからである。

　猫猫は干し貝柱を箸はしでつまんで口に入れる。まだじんわりと味が残っている。

「そういえば、姚さん。何かご用でしたか？」

　鍋を焦がした元の原因は、姚が猫猫の部屋にやって来たことだ。照れ屋の姚が、意味もなく、もしくは理由もつけずに猫猫のところにやってくることはない。

「忘れてたわ」

　姚は、豚肉をはさんだ箸はしを置く。懐から紙を取り出す。

「これ、日程表」

「日程表」

　医局では祭事ごとに、医官が配置されることが多い。なので、医官が呼び出されるような行事がないか、ひと月分の日程表が渡される。中を開くと懐かしい文字があった。

「園遊会」

　そうだ。冬を前にしたこの季節、後宮の妃たちが恐れる園遊会がある。

「主なものは園遊会と年末の祭事くらいですね」

　燕燕も顔を出す。

「園遊会って、ちょっと遅くないですか？」

　前に園遊会があった季節は今よりもうひと月くらい前だった気がする。庭に愛でる花などもう残ってはいまい。

「遅いですね。でも、今回は園遊会というのは建前だと思いますよ」

　情報通の燕燕が『園遊会』の文字を指でなぞる。

「有う耶や無む耶やになっていた新しい『名持ち』の紹介をするのでしょう」

「『玉』ですか？」

『玉』、すなわち玉ギョク葉ヨウ后の父親、玉ギョク袁エンのことだ。茘リーの西、西都をおさめている彼を都に呼び出して半年が経とうとしている。

　本来なら、さっさとお披露目をしていたはずだ。あの砂シャ欧オウの巫女の毒殺騒ぎがなければ。

　少し顔色を悪くする姚と燕燕。

　この二人は巫女の存命を知らない。姚は何かしら気付いているかもしれないが、燕燕は知らないはずだ。知っていれば、姚命の彼女が何かしらやらかしているだろう。

「西では新たに徴兵が始まっているそうです。西都は国境沿いであり都とは独立した考えで動くこともできますから。玉袁さまが西に来たことで、どうなるかと思いますけどね」

（本当にどこから仕入れてくるんだ、その情報）

　燕燕の情報通には驚かされる。

「徴兵って？」

「ええ、ただの軍の拡大ならよろしいですが、中央ではあまり動きがありませんね。来年、武科挙があるので、それで控えているかもしれないですが」

（他国から攻められることを想定しているか）

　なら、すぐさま中央でも徴兵を行っていそうなものだが、まだないとなれば、足かせになる何かがあるのかもしれない。ともかく医官手伝いの猫猫が首を突っ込む話ではない。

「燕燕、一つ聞いていいかしら？」

「なんでしょう？」

「西都の連中って信頼できるの？」

　姚の率直すぎる言葉に、猫猫は周りを見渡す。食堂には誰もいない。寒いので扉と窓は閉め切っている。誰かに聞かれていることはあるまい。

「お嬢様」

「わかっているわよ。だから、ここで話しているの」

　姚とて莫ば迦かではない。ここには三人しかいないので口にしたのだ。

「確かに玉葉后について噂うわさは聞いているわよ。美しい人だけど鼻にかけることもなく、後宮でも下々の者に優しいって。そこのところは猫猫のほうが詳しいだろうけど」

「玉葉后は、傾国の類ではありませんし、主上も女性に溺おぼれるような方とも思えません」

　ここでちょっと言い過ぎたと猫猫は気付く。

「と、後宮医官が言っていました」

　やぶ医者を挟んでおく。

　猫猫が後宮で働いていたことは知っているが、翡ひ翠すい宮きゅうでとは言っていない。燕燕なら知っているかもしれないが、口にしないほうが無難だと黙っておく。聞かれたら話すが、聞かれるまで話す必要はない。

「傾国ではないと言うけど」

　姚は粥を匙ですくい──。

「過去にいた傾国の美女の何人が本当に悪女だったのかしら」

　匙から粥を落とした。

　姚の言っている意味はわかった。

「玉葉后がどんなに出来た人でも、その親族まではわかりませんね」

　玉袁という男について、猫猫はほとんど知らない。

　西都の徴兵も考えようによっては怖い。子シの一族の反乱もあり、阿呆な真似をするとは思わないが可能性としては皆無ではない。

　普段、どちらかと言えば直情的な姚だが、たまに妙に鋭い。

「ええ。玉葉后が体ていのいい道具じゃないと思いたいわ」

「姚さま」

　燕燕が心配そうに姚を見る。

　叔父に道具にされかけていた少女は、最高の出世の道具として国の女の頂点につこうとしている玉葉后をどう思うのだろうか。

　姚はまた匙で粥をすくうと、口に入れた。










十一話　戯れと恐れ







　園遊会を数日後に控え、玉ギョク葉ヨウは部屋で侍女たちと衣装の確認をしていた。

「玉葉さま。やはり地味ではありませんか？」

　桜イン花ファが衣装に装飾品を合わせながら、首を傾げる。衣装の色は赤、妃時代から変わらず使う色だが、ちょっとその色味が暗い。

「なんかぼんやりしてません？」

「宴席の色合いと合わせるとちょうどいいのよ。何より、主上との兼ね合いを考えているわ」

　玉葉の髪を梳すいていた侍女頭の紅ホン娘ニャンが答える。ただ、彼女も落ち着きすぎた色味に思うことがあるらしく、櫛くしを置いて衣裳部屋に行く。桜花が持っていた装飾品にもう一つ簪かんざしを加える。以前、後宮にいた時なら、いかに他の妃を出し抜けるかが基本になっていた。なので、ある程度の常識をわきまえつつ、どう遊びを入れるかが侍女たちの楽しみだったのだが、今はちょっと状況が異なる。

「紅娘さま。それ、入れるんですか？」

　紅娘が持ってきた簪に、桜花が難色を示す。

「あら、変？」

「私もいいと思うんですけど、皇后との茶会で、前につけていたことあったじゃないですか。あのとき、皇太后の侍女が衣装を観察していたんですよ」

「なら、駄目ね」

　紅娘は、簪を戻す。

　基本、大きな宴で使った衣装は、また宴で使うことはない。華美な装飾を作り替え、お茶会などちょっとしたお洒落着にまで落とされる。

　小さな装飾品であれば、何度か使うこともあるが、同じものしか持っていないと思われるわけにはいかない。

「でも地味ですよねえ」

「そうねえ」

　二人が唸うなっている。玉葉としては、彼女らの意見もわからなくもない。

「色合いはともかく、ぱっと印象に残るものが欲しいです。大きな玉とか」

　翡ひ翠すいならたくさんあるが、どうにも今回の服には合わない。もっと透明度が高くすっと引き込まれるものがあれば好ましい。

「水晶とか」

　他には。

「西方で研磨された金剛石とか」

「今から探すのは難しいでしょう。あれば、職人に急がせて作るんだけど、金剛石ともなると加工が大変よね」

　金剛石は硬い。同じ石同士でしか傷がつかないので、細かい調整が難しい。

　とはいえ、探してみる気だ。衣裳部屋にまた向かう紅娘。他の妃よりも質素だと言われていた玉葉であるが、それでも現在は后だ。水晶の一つや二つくらい持っている。

　だが──。

「それじゃ、何か面白くないのよね」

　玉葉はぺろりと舌を出す。

　後宮を出てからすっかり娯楽が減ってしまった。子どもたちと過ごす日常は楽しいし、主上も后という立場から色々気遣ってくださる。できるかぎりのことはしてくれるが、最近のお願いだけは却下された。

　毒見役の娘、猫マオ猫マオがいたらいくらか暇が紛れるというのに。

　玉葉はまだ二十をいくらかこえただけの女だ。娘時分のころからの好奇心は、まだまだ健在である。

「どうせなら面白いものがいいわね」

　玉葉は、にっこりと笑い椅子から立ち上がる。そして、こっそりとある物を取りに行く。二人の侍女たちは玉葉がどこに何を取りに行ったのか気付かない。

「紅娘、桜花」

「はい、どうかされましたか？」

　すかさずやってくる二人に、玉葉は布に包まれた石を見せる。石の数は三つ。透明度の高い結晶で、反対側が透けて見える。

「……こんな水晶ありましたか？」

　紅娘が困惑している。

　逆に、桜花は目を丸くして結晶と玉葉を見比べている。玉葉が片目を閉じると、何が言いたいのかわかったらしく、紅娘に気付かれぬようそっと親指を立てて返事する。

「こういう形にしたいんだけど」

　玉葉は机に向かうと置いてあった筆でさらさらと簡単な絵を描く。鬼灯ほおずきのような、行あん燈どんのような形をした簪かんざしの絵だ。籠のようにして、中の結晶が見えるようにしてもらいたい。二人に説明を付け加えて、結晶と紙を桜花に渡す。

「桜花、早速頼んできてちょうだい」

「玉葉さま、注文ならいつも私が──」

　桜花に渡した結晶を取ろうとするが、それは困ると玉葉は立ちはだかる。

「たまには桜花でもいいでしょ？　桜花だってわかっているはずだから」

「それはそうですが──。玉葉さま、何か企んでません？」

「……」

　鋭い。さすが侍女頭。玉葉が子どものころからのお目付け役なだけのことはある。

　しかし、向こうが玉葉を知っているように、玉葉もまた紅娘のことをわかっている。

「──だって、いつまでも紅娘ばかりに頼るわけにはいかないでしょ？」

　視線を落とし、上目遣いに紅娘を見る玉葉。

　その様子に紅娘はきりっとした顔をする。

「いえ、私は玉葉さまの侍女頭として、ちゃんと仕事をしますので」

「でも、それだと結婚できないじゃない」

『結婚』という言葉が、紅娘の表情を一変させた。雷が鳴り響くような衝撃を受けている。

「け、結婚……」

　紅娘はまだまだ元気で綺麗だが、とうに結婚適齢期は過ぎている。十代半ばから二十代前半で結婚する者が多い中、紅娘は三十と二つという年齢だ。

　後宮にいた頃は、たとえ宦かん官がんであっても、と高ガオ順シュンを狙っていた時代があったくらいだ。ちなみに高順は宦官ではなかったものの、年上の鬼嫁がいるらしいとのことできっぱりあきらめている。

「紅娘はなんでも一人でやってしまう。これだと、あなたがいなくては、私は何もできなくなってしまうわ。せめて他の侍女たちに仕事をふらないと」

　有能すぎる故、殿方も近寄り難かろう。

　玉葉が十四で入内したとき、紅娘も来ることになった。後宮というある意味伏魔殿に向かうには、有能な侍女が必要だったのだ。当時、他に年長の侍女が数人いたが、玉葉が主上のお手付きになり、命が狙われる立場になると、一人、また一人故郷へと帰っていった。結婚を理由にする者もいれば、毒見で倒れた者もいた。

　残ったのは、紅娘とまだまだ若く未熟な桜花たち三人娘だけだった。きっと自分がやらねばならぬと、ずっと張り詰めていたことだろう。

　娘が生まれると一時的に乳母を雇い入れたが、砂の大地でずっと育ってきた玉葉は、誰が敵で味方かわからないと、新しく侍女を入れることはなかった。

　そんな中で入ったのが猫猫である。

　あの子がいた頃は面白かった、と思い出にふけりそうになるが、今はそんなことを考えている時ではない。

　玉葉の暇つぶしのためにも、全力で紅娘を誤魔化さねばならない。

「父も以前言っていたのよ。紅娘にはいつかいい縁談を用意せねばと」

「玉袁さまが……」

　感動する紅娘。

　嘘うそではない。父は、「紅娘の子どもなら、男でも女でも優秀だろう」と言っていた。乳兄弟になるのはもう遅いが、しっかり仕えてくれるだろうと。

「以前と違い、侍女も増えたの。あなたがいつまでも気負う必要はないのよ」

　東宮の出産のために、故郷から三人侍女がやってきたし、后になってからさらに増えた。

「不安なのはわかるわ。後宮ではないにしろ、ここもまた女の戦場。何があるかわからない。でも、あなたはもう一人じゃないの。もっと自分の将来のことも考えて、生きてちょうだい」

　玉葉は我ながらこうも舌先三寸で言えるものだと感動した。この性格が幸いして、女の戦場でも生き残っているのかもしれない。

「玉葉さま。あなたがそのように私のことを……」

　紅娘の目が潤んでいた。

「わかりました。今から、愛アイ藍ランと貴グイ園エンを呼んでまいります。あの子たちに私の仕事がどこまで任せられるか」

　早速やる気になって、部屋を出て行った。

　その横顔は、恋する乙女のように紅潮していた。

「……」

　玉葉は部屋に一人残されたところで、また机の筆記用具に手を伸ばす。

　冗談でしたでは済まされない。都にいる玉袁にいい縁談がないか文ふみを書くことにした。

「玉葉さま」

　また戻って来た紅娘に驚いて、玉葉は持っていた筆を落としそうになった。

「どうしたのかしら？」

　平静を装いつつばれてないか窺うかがう。紅娘の顔は先ほどまでと違い、少し青ざめていた。部屋の外には黒羽が立っていた。彼女の顔も青ざめている。

「これを」

　差し出されたのは文だ。綺麗に折りたたまれ、蜜みつ蝋ろうで封がされていた。封は雛ひな罌げ粟しの印が押されていたが、半分崩れかけていて、遠くから運ばれてきたことがわかる。

「……」

　印には見覚えがある。名前が書かれずとも誰が送ったのかわかった。

「あ、兄上から、よ」

　先ほどまで滑舌よく動いていた舌が回らなくなった。

　兄は父の正妻の子だ。玉葉の母は西都で公演をしていた踊り子で、父に見初められて玉葉を産んだ。赤い髪、翡ひ翠すいの目は母から受け継いだ。

　年齢は二十以上離れている。兄妹というより親子に近いが、そこには身内に対する温情は全くなかった。

『異民族の子が』

　玉葉が言葉の意味を理解できる頃には、兄には近づくまいと逃げていた。同時に兄の子らに追いかけまわされていた。

　親が蔑さげすむ人を子も蔑むのだ。

　笑うしかなかった。口の端をにいっと上げて何をしても笑った。泣いたら相手がもっと喜ぶ、怒ったら玉葉にいじめられたと言いつけられる。笑って過ごすしかない。

　父が即位した帝の後宮に入内しろと言ったとき、これは好機チャンスだと思った。

　兄やその子たちの手が届かぬところへと行けば、楽しいことがたくさんあるに違いないと。

　故郷を離れる悲しみもあるが、喜びも大きかった。

　玉葉は崩れかけた封を切る。代筆を頼んだのか、兄にしてはたおやかすぎる字が書かれていた。

「なんと書かれてありますか？」

　心配そうな紅娘の顔。

　玉葉は高鳴る心の臓の音をおさえ、口角を上げる。笑え、笑うのだ。

「ごく普通の時候のご挨あい拶さつから始まったわ。一応、敬意は払ってくれるのね」

　きっと歯は噛がみしながら書いていたに違いない。異民族の妾めかけの娘をあれほど毛嫌っていたのだから。
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　父の玉袁が都に移動し、西都は兄の天下のはずだ。今後、そのまま父が都に残り兄がおさめることになろう。

　他にも兄は何人かいるが、もっとも自己顕示欲が強いのは長兄なのだ。

　だからこそ、父は仕事の補助として都から人材を募った。その中に、あの漢太尉の元部下もいるという。太尉が猫猫の父だと聞いたとき驚いたが、同時に納得もした。

　兄は野心家だ。権力者が野心を持つことは悪くない。だが、行き過ぎると毒になる。

　そして、文には新たな野心が見え隠れしていた。

「娘を後宮に入内させたいそうよ」

　玉葉には姪に当たる人物だ。年齢は十六とあるが、兄にその年頃の娘がいた記憶はない。

　妾めかけの子か、もしくはどこからか養女にしたのだろう。

　何を考えているのか、小さな絵姿が入っていた。

「……」

　玉葉は無言で絵を破る。後宮へと送られる娘に罪がないのはわかっているが、兄の思惑が透けて見えて嫌悪した。

　娘は赤い髪と緑色の目で描かれてあった。

　兄が嫌悪する異民族の、玉葉の色彩で──。










十二話　不味い料理







　空は鉛色、ちらりちらりと雪が降っている。

「冷えると思ったら、やっぱ降って来たわねえ」

　姚ヤオが洗濯で赤くなった指先に息を吹きかけている。燕エン燕エンが見たら、すぐさま軟膏を取り出し姚の手に丁寧に丁寧に塗りこむだろうに。

「昨日の夜は晴れていたんですけどね」

　星空が綺麗だったのを猫猫は思い出す。冬は晴れている日ほど寒い。おやじによれば、雲が空を覆っていないと昼間に温められた空気が逃げるからだと教えてもらった。

「これじゃあ、園遊会はつらいでしょうね」

「ええ」

　他人ごとのように話しながら、洗濯物をいれた桶を持って医局へと戻る。

　今日は園遊会の日だ。あいにく、今年の猫猫には関係ない。せいぜい、医官が数人、園遊会に駆り出されているだけだ。

「あれ？　なんだか人が多い」

　武官、文官関係なく人がいる。普段なら文官はあまり立ち寄らない場所だというのに。

　どうやら厠かわやに向かっていることに気付くと、猫猫はぽんと手を打った。

「園遊会に参加している人たちですね。始まる前に小用は済ませておかないと、途中退場できませんから」

「でも、ここから遠くない？」

「一番近い場所は、お偉いさまがたが使うんですよ」

　猫猫は一昨年のことを思い出す。厠が近くにないのでとても辛かった。

「主上も？」

「主上の場合、新しく作っていたはずですね」

　どこの誰が使ったかわからない厠で用を足すことはない。これが国の頂に立つお方というものだ。

　ふと、姚の足が止まった。

「どうかしました？」

「猫猫、こっちの道はやめましょう」

　猫猫の手を引っ張る。

「遠回りになるのでは？」

「会いたくない人がいるのよ」

　ぷいっと方向を変える姚。向かおうとしていたところには、官たちが屯たむろっていた。

　厠に向かう文官、武官のうち、誰か気に食わない人間がいたらしい。下手に顔を合わせるより避けたくなる気持ちはよくわかる。

（一体誰が？）

　姚に官の知り合いがいるとしたら、現在、後見人になっている叔父だろうか。それとも、以前叔父に紹介された見合い相手の誰かだろうか。

　詮索したところで、別に猫猫に何かあるわけでもないので、大人しくついていく。

　医局に戻るなり、姚は燕燕に捕まった。

「お嬢様！」

「……燕燕、ちょっと寒いわ」

　頬と耳を赤くした姚に、燕燕は上掛けと温かい生姜湯を用意する。猫猫にも生姜湯の残りをくれたが、姚ほどたっぷり蜂蜜はくれなかった。湯呑に息を吹きかけ一口飲むと、じんわりと温まってくる。柑橘の皮をすりおろして入れているようで、香りがいい。

　室内も怪け我が人、病人が来た時のために温かくしているため、ついうとうとしてしまいそうになる。冬場はさぼりに来た武官たちがよく上官に首根っこ掴つかまれて修練に戻っていく。

　今日は園遊会のおかげで偉い医官は出払っていて、比較的猫猫たちに甘い若手の医官ばかり残っていた。皆、上司がいないと少し腑ふ抜ぬけになっている。

「あー、あったまったわ。じゃあ、仕事に戻りましょうか」

「お嬢様、今日はこちらに残ってください。外の仕事は私と猫猫がやりますので」

（私も部屋にいたい）

「そういうわけにはいかないでしょ。……その様子だと、叔父さまがこちらに来たのね」

「お嬢様」

　猫猫の予想通り叔父さんだったらしい。

「で、どうだった？　他の人たちに迷惑をかけなかった？」

「え、ええ。ただ、待たせてもらう気でいたつもりだったのですが──」

　ちらりと燕燕が後ろを見る。机に座っていた若い医官がきりっとした顔で立ち上がった。

「僕が説明しましたよ。ここは怪け我が人、病人がやってくる場所なので、休憩所ではないと。あと、園遊会までの時間に間に合わなくなると伝えたら帰られました」

「そうなの、ありがとうございます」

　一応、姚は頭を下げる。燕燕はぎりぎりと歯をすり合わせ、妬ねたまし気に若い医官を見る。

（安心していい。そいつは姚ではなく、燕燕狙いだ）

　お嬢様命の燕燕にとって、お嬢様の近くにいる男は皆、毛虫みたいなものだろう。

　猫猫は洗ったさらしを今度は鍋にうつし、煮沸の準備をする。もう少しだらだらとしていたいが、仕事を終わらせるほうが先決だ。

「猫猫」

　燕燕に呼び止められて振り返る。

「これ、薪にしてください」

　渡されたのは、布張りの板だ。二枚合わせになっており、開くと男の絵が挟まっていた。

「懲りない人ね」

　呆れる姚は竈かまどに火を入れるため、火鉢から火を貰もらっている。

　叔父さんとやらが、何をしにきたのかわかった。見合い相手の似顔絵だが、どこまで美化されているかわからない。まるで役者絵だった。

　若い医官はちらちらと猫猫と姚を見ながら「早く部屋を出て行ってくれ」と訴えかけていた。二人きりになったところで、燕燕と親しくなれるとは思わない。他の若い医官はとうに燕燕、それから燕燕に守られた姚をあきらめているというのに、しぶとい人だ。ちなみに猫猫は最初から除外されていることを付け加えておく。

（むしろ二人きりで会話が進んだんだろうか？）

　素朴な疑問だが、この医官はけっこう強かだ。猫猫たちが部屋を出ようとするなり、燕燕にからんでいた。

「燕燕、また話の続きをしようか。あとで姚さんにも話すといいよ」

「……」

　姚の興味が引けるのであれば、燕燕は多少のことは我慢しよう。

（単なる話題提供者としか思っていないだろうけどね）

　燕燕は手ごわいぞ、と思いながら竈かまどがある外へと向かった。




　昼過ぎには煮沸とさらし干しは終わった。医局に戻ったら昼飯をとろうと、猫猫は冷えた両手をすり合わせる。園遊会も休憩に入っているらしく、厠かわやにどんどん人が集まっている。

「姚さん、厠に行かなくても大丈夫ですか？」

「わ、私は大丈夫だけど、猫猫はどうなの？」

「私、さっき行ってきましたので」

　姚が裏切られた顔をしている。人が増えそうだったので、姚が干している間にさっさと行ってきたのだ。

「姚さん、行かないんですか？」

　もう一度聞く。

「行かないわよ！」

　厠は男女でちゃんと分かれているが、異性がたくさんいる中、向かうのは勇気がいるだろう。何より我慢できずに女用に入る奴もちらほらいる。普段使っている官女たちは居心地が悪そうだ。

「猫猫は園遊会に出たことあるそうね」

「燕燕から聞いたんですか？」

「うん」

　やはり情報通だな、と猫猫は思う。

「どんな感じなの？」

「寒いです。あと、あまり夢を見るようなものではなかったですね」

　晴れやかな舞台だが、侍女として参加した猫猫は、寒さとの闘いだった。まだ赤子であった鈴リン麗リー公主が風邪をひくようなことがあってはならないと必死になっていた。簪かんざしを貰もらうことに夢があるかもしれないが、きっと燕燕が見えないところで妨害を行うに違いない。

　あと、食事だ。毒見で飯の味などわからない顔をした人ばかり。冷えた汁物に匙を運ぶことになる。

（毒なんてそうそう入れる場面なんてないのに）

　本来、毒なんてものを混入するのは弊害リスクが大きい。やる側にも覚悟が必要だ。

　だが、犠牲を払ってでもやろうとする人はいる。

　だから、猫猫は過去に毒入り羹スープを口に含むことになった。

（食べたい）

「猫猫、顔が緩んでない？」

　じっと猫猫を覗のぞき込む姚。

「あっ、すみません」

　また、羹の味を思い出してしまった。毒というなら苦みやえぐみがあっていいものだが、毒があっても美味しいものは世の中たくさんある。河豚なり、茸なり。

　厠かわやの前を通り過ぎようとすると、「ぐえっ」とえずく音が聞こえた。何かと思えば、井戸の周りで男たちが数人、口に水を含み、吐き出していた。体格からして武官のようだ。

「どうしたのかしら？」

　武官は武官でも服がいつもより質がよい物を着ている。園遊会の参加者だろう。それに、見覚えがある顔があった。

「気になるのなら聞いてみますか？」

「えっ、ちょっと」

　猫猫は井戸の傍に近づく。がたいが良い武官の中に、一人大型犬を思わせる男がいた。

「お久しぶりです」

「嬢ちゃん」

　気が良さそうな兄ちゃんこと李リ白ハクだ。

　二年前の園遊会にも出ていた男である。今年も参加していてもおかしくない。

「どうかされたのですか。何か吐き出しているようでしたけど」

「ああ。気を使わせちまったな。特に変なことはねえよ。ただ、料理が不味かっただけだ。なあ」

　李白が周りの武官たちに呼びかける。

「そうだよ、あれはひどいね。宮廷料理っていうから期待していたのに、あれなら食堂のおっちゃんの飯のほうがずっといける」

「冷えているってのもあるけどさ。あの汁物スープはないな。いくら何でも、分量を間違えたとしか思えない味だった。もしかして、主上の食事にも同じのが出てるんじゃないのか？」

「主上の分は別だよ。俺たちと同じもんは出るわけねえだろ」

「そりゃそうか」

　笑っている武官たち。

「料理が不味い？」

　猫猫は園遊会にどんな料理が出るか知っている。冷めた、冷めていないはあったとしても、味自体はどれも美味しい物ばかりのはずだ。もしくは本当に、官によって出す料理が違うのだろうか。

「どんなものが出たのですか？　その汁物っていうのは」

　もし、主上や高官に変な料理が出ていたら、あとで料理人の首が飛ぶかもしれない。もしくは、変なものが混入していたら、それはそれで問題だ。

「やたら塩辛かったな。面白い料理を出そうと南方のものを作ったのかもしれない。模様が入った卵が具に入っていて、見た目では美味そうに見えたんだよ」

　ところが、具を口にするとなんだかしょっぱい。汁に至っては、吐き出そうかと思ったくらいだと。

「模様が入った卵？」

（茶葉蛋ちゃたまごかな？）

　ひびを入れたゆで卵を茶に漬けておく料理だ。色づくと蜘く蛛もの巣のような模様が入る。そのまま食べることが多いが、見た目が洒落ているので、園遊会の料理に使用したのだろう。

「なんとか頑張って口にして、残りの料理もまた変な味じゃないかって」

「そうそう。でも周りはよく平気でいたよな。うちの上官なんて『美味い美味い』と舌つづみ打ってたくらいだよ。舌が莫ば迦かになってるかもしれない」

　ここにいる武官たちは、自分の舌がおかしくなったのでは、と思って食べていたという。だが、こうして同じような感想を持った者たちがいたので、やはり料理が変だったと確信したらしい。

「それで皆さん、汁物を食べてからどれくらい経ちます？」

「うーん、半時くらいかな。吐き出したいの我慢して、休憩になったらここまで走って来た」

　そういえば、李白を含めてやや汗ばんでいる。

「半時ですか。体調は問題ないようですね」

「なんだよ、その言い方。まさか毒入りとか言わないだろうな。ほら、この通り、ぴんぴんしているぞ」

「毒の種類によってはもっと後から効き始めるものだってありますわよ」

　そっと姚が付け加える。自分が体験しているだけに、声に感情が込められている。

「お、脅かすなよ。綺麗な顔して怖いこと言う小姐ねえちゃんだな」

　李白が顔を歪ゆがめる。

「何かあったら医局に来てください。ちゃんと内臓まで吐き出せるように薬を準備しておきます」

「内臓は吐き出したらいかんだろ」

　李白が青ざめている中、猫猫と姚は医局に戻る。

「猫猫、どう思う、さっきの？」

「普通に考えると、塩が固まっていたんですかねえ。汁物で溶け残ることはあんまりないと思いますが、さっき集まっていた人たちの鍋だけ分量を間違えたとか」

　大きな岩塩を入れたのだろうか。もしくは後から、塩を投入したのだろうか。

　どちらにしても、体調が悪かったらまた来てもらうしかない。

「そうねえ」

　姚もまた首を傾げつつ、とりあえず猫猫の仮定で納得することにした。




　園遊会で周りは忙しいが、猫猫たちは早めに帰ることができて嬉しい。今日は、医務室の片付けをしてお終いだ。

「あー、今日は楽だったから、明日もこんな感じだといいんだけどなあ。このあと時間があれば食事にでも──」

　燕燕に粉をかけている若い医官が仕事の終わり際に言った。

「日誌が書かれていません。劉リュウ医官がもうすぐ戻って来られますので、書いたほうがいいです」

　燕燕は、日誌を医官の前に置くと上着を取り出し、姚にかける。

「お嬢様、外は冷えますのでちゃんと暖かくしてください」

「……わかっているわよ」

　首にはしっかり襟巻もつけられている。

　猫猫は、綿入れを着こむと、すちゃっと若い医官の前に立つ。ちなみに李リ医官というが、『李』という姓は他に二人いるので、あまり固有名詞で呼ぶことはない。下の名前は、天ティン佑ユウだが、猫猫たちは一度も口にして呼んだことはない。理由としては、天祐が最初に「気軽に名前で呼んでくれ」と言ったためである。猫猫、姚、燕燕。三人が三人ともそれぞれの性格からして絶対呼ばないのだ。

「それでは、失礼します」

「失礼します」

「お嬢様、夕飯は何がよろしいですか？」

（完全無視だな）

　よほど、今日はしつこく話しかけられたようだ。医局では天祐が手を振っているが振り返る様子もない。

（豚がいい、豚、豚）

　寒いので脂がのった豚肉が食べたいと姚に念を送る。医局を出ると、冷たい風で耳が切れてしまいそうだ。

「そうね、鶏が食べたいかな。かりっと外側を焼いたもの」

　姚に、猫猫の念は届かなかった。しかし、鶏も悪くない。

「では付け合わせにはさっぱりしたものが必要ですね」

　すかさず猫猫は会話に入り込む。

「そうねえ、なますも食べたいかも」

　姚が返してくるので、燕燕が猫猫を見る。

「では、猫猫。野菜が足りないので買ってきてください」

　燕燕の目は「働かざる者食うべからず」と語っていた。

　仕方ないと、猫猫は肩をすくめて震えながら頷うなずく。










十三話　簪かんざし泥棒







　表面はかりっと、中はじゅわっと。

　思い出すだけでよだれが出てくる。

（昨日の鶏肉は本当に美味かった）

　猫マオ猫マオは昨晩の夕飯を思い出しながら、仕事をしていた。薬や研げんでごりごり薬草をすりつぶしつつ、あふれた唾液を飲み込む。

燕エン燕エンの料理の腕はかなりのものだ。猫猫とて、多少は料理上手のつもりだが彼女にはかなわない。兄が料理人だとかなんとか言っていたが、当人も十分それに匹敵するのではなかろうか。

　表面の皮がかりかりに焼いてあり、それをめくると薄桃色の肉。歯をたてればじゅわっと肉汁があふれる。味付けは塩と黒いぴりっとした粒はまさか胡椒ではなかろうか。燕燕の姚ヤオに対する食事のこだわりは半端なく、食費だけで賃金のほとんどが飛んでいると思われる。

　さらに猫猫が最近、食事に混じっていることが多いのでさらに出費は増えているだろう。

「……」

　そう考えると、食費を出すくらいすべきかな、と猫猫は反省する。下手な店で食べるよりもずっと美味しい。材料費くらい出しておくべきだろう。

「うんうん」

「何頷うなずいているの？」

　姚がいつのまにか横にいた。

「さっきから、劉リュウ医官が呼んでいるわよ」

「そうですか」

　猫猫は薬草と薬研を片付ける。

「私がやっておくから、行きなさいよ。何しでかしたの？」

「今のところ何も」

　ああ、まだ何もしていない。今のところ。

　姚の表情から彼女なりの冗談だろう。やっかみも含めた。

　猫猫は姚たちよりも薬師としての経験が多いので、二人とは別に仕事を振られることが多い。薬草の採取などは猫猫がよく駆り出される。姚は猫猫と同じ仕事を与えてもらえないことが悔しいらしい。さっきの冗談もそこから出ている。

（前よりずいぶん柔らかくなったけど）

　姚が変わったのか、もしくは猫猫の感じ取りかたが変わったのか。

　医官がいる部屋へと向かう。

「劉医官、何かご用ですか？」

「ああ。これを」

　医官から文ふみを渡される。蜜みつ蝋ろうが押してあり、印には見覚えがあった。

（玉ギョク葉ヨウ后）

　普段なら、もっと違うやりかたで文のやりとりをするのだが、劉医官が持ってきたということは何か急ぎの用でもあるのか。

「すぐ宮に来てもらいたいらしい」

　文の内容も同じだ、詳細は書かれていない。

「では、羅──」

「いや、おまえ一人だ」

　后を診るとすれば、宦かん官がんであるおやじが適任のはずだ。猫猫一人でと言われ、首を傾げる。

「疑問に思うこともあるだろうが、先方から言われた以上、私から何も言うことはない。早く行ってこい」

　劉医官も思うところがあるが、相手は皇后だ。たとえ医官をまとめる立場にある人でも、口応えはできない。

「わかりました」

　猫猫は言われた通りにすることにした。




　医局から玉葉后がいる宮まで、馬車で連れていかれた。同じ宮廷内にあるのだが、外廷から内廷に移動するにあたり、猫猫一人がひょこひょこ歩いていくと体裁が悪いからだ。

　いくつかの門をくぐり、后がいる宮へとつく。

　後宮の宮も十分立派なものだったが、今の玉葉后の宮はその三倍以上あろうかという大きさだ。

　馬車から降り、扉の前に立つ。扉が勝手に開いた。開けたのは細身の美女だ。

（白ハク羽ウだ）

　猫猫は思い出す。一時期だけ翡ひ翠すい宮きゅうにて一緒に働いた同僚だ。玉葉后の故郷からやってきた三人の侍女たちの一人。三人の侍女は年子の三姉妹で、見た目がよく似ているが、装飾品の色で見分けやすくしていた。今の侍女は白い髪紐をしていたので白羽というわけだ。

　あとの二人は、赤セキ羽ウ、黒コク羽ウ。末っ子の赤羽以外はあまり接点がない。

「お久しぶりです」

　いつもなら桜イン花ファたちが出迎えてくれるので、前の往診のときに顔を合わすことはなかった。

「お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　あくまでよそ者として扱うらしい。

　桜花たちみたいなおしゃべり好きな古参三人娘と違い、三姉妹は寡黙で大人っぽい雰囲気だ。社交辞令はどうでもいいから、中に入れということらしい。

　いつもなら猫猫が来たら、桜花たちがうずうずしながら出迎えてくれるが、今日は静かだ。

「……何があったのでしょうか？」

　猫猫一人を呼び出す時点でおかしい。

「この部屋です。直接お聞きになってください」

　白羽は猫猫を応接間へと案内すると、さっさと行ってしまった。

　中に入ると、長椅子に玉葉后が座って、その横に紅ホン娘ニャンがいた。

　猫猫はゆっくり頭を下げる。

「お久しぶり」

　玉葉后が声をかけてから、頭を上げる。

「はい。ご無沙汰しております」

　とはいえ、前回の検診以来なのでひと月経ったくらいだろうか。

「なんで呼び出したのかわかるかしら？」

　猫猫は首を振る。玉葉后の声はいつもより低く聞こえる。いつも明るく楽しいことはないかと目をきらきらさせている后なのに。

（この表情は──）

　見覚えがある気がした。猫猫が最初に玉葉后を見たとき。梨リ花ファ妃と対峙していたとき、原因不明の病に脅かされていたときの不安な表情を思い出す。

「回りくどいことは抜きにして説明したほうが早いわよね。紅娘」

　后は、侍女頭の紅娘を見る。

　紅娘は卓テーブルに布包みを置く。布をめくると一本の簪かんざしが見えた。

　簪、銀で出来たものだ。面白い作りをしていて、鬼灯ほおずきのような籠が飾りとしてぶら下がっている。籠細工は立派なもので、そんじょそこらの職人には作れないものだとわかる。

　だが──。

（ところどころ黒ずんでいる）

　銀は腐食が早い。黒ずんでいてそれが簪の魅力を半減させていた。あと、細工自体は立派なものだが、全体を見るとみょうにちぐはぐで物足りない。部品が欠けているような感じだ。

（后が持つにはなんだか粗末な作りだ）

　猫猫は首を傾げる。

「これは？」

「園遊会で私がつけていた物よ」

「園遊会で？」

　猫猫は眉間にしわを寄せる。公の場でつけるならなおさらだ。こんな簪をつけるなんて、まず紅娘が許さないだろう。

「貴方の言いたいことはわかるわ。いくらなんでもこのまま、園遊会でつけていたわけじゃないの」

　紅娘が口を挟む。

（ですよねー）

　猫猫ですら、物足りないと思う装飾品を、侍女の中でもかなりうるさい紅娘が黙ってつけさせるわけがない。なにかしら衣装の組み合わせがあって、この簪をつけていたのだろうか。

「職人に急いで作らせたものだったけど、良い出来だったのよ。今は黒ずんでいるけど元はちゃんとしていたわ。あと、籠の中には飾りが入っていたの。籠の半分くらいの大きさの物が入っていた」

「飾りですか」

　鬼灯のような籠の中に飾り、玉だろうか。確かに中に何か入っていれば、見栄えはいいだろう。歩くと鈴のように音がなるかもしれない。

「でも、肝心の中身がないですよね」

　籠の網目は細かく、すり抜けて落ちたようには見えない。

「園遊会のとき、私は最初の衣装でこの簪をつけていたの。一度、昼前に着替えるために宴の席を外したら、そのときにはもう簪かんざしはなくなっていた」

「……」

　後宮時代の園遊会の流れでは衣装直しの時間はなかった。だが、そうそう妃たちに近づける人はいないはずである。近寄れるとしたら侍女くらいしかいない。

「手癖の悪い侍女が紛れ込んでいたのでしょうか？」

　もちろん玉葉后に仕える侍女ではなく、給仕に来た侍女たちのことだ。

　玉葉后は首を横に振る。かわりに、紅娘が口を開く。

「盗まれただけならまだよかった。簪は今日、后への貢物の中に紛れて戻って来たの」

　運良く簪を盗み出せた侍女が良心の呵か責しゃくから返そうと思ったとする。これまた運よく玉葉后の貢物に簪を忍ばせることはできるだろうか。

（無理だな）

　脅しだ。

　玉葉后のすぐそばに行くことができるし、宮の荷にも盗んだ物を忍び込ませることができるぞ、という。

　後宮時代、他の妃から毒を盛られることがあった玉葉后。今は東宮の生母となり、宮も移り、前ほど危険ではなくなったと思っていたが──。

『いつでも戻ってきていいのよ』

　何度か言われた言葉。玉葉后のもとで働かないかということ。

　あれは、ただ慣れ親しんで言っているわけではなかったのだと、猫猫は今更気が付いた。

「猫猫。犯人を捕まえることはできない？」

　玉葉后は困ったような笑みを浮かべながら、その拳は小さく震えていた。




　玉葉后は飄ひょう々ひょうとした人だと思っていた。

　後宮という女の園の中で、帝の寵愛を受けた女への仕打ちは恐ろしい。だが、彼女は笑顔を絶やさずにいた。少女のような好奇心を持ったまま、女のしたたかさを合わせ持った彼女は、別に猫猫がいなくとも平気だと思っていた。

（そんなわけなかったか）

　たとえ后であろうと、国母となるかたであろうと人間だったのだ。

　猫猫は后の宮の一室で、預かった簪を確認する。

　今日はもう遅いから泊まっていけと言われた。すでに寮には連絡済みだということだ。夕ゆう餉げも部屋でいただいた。

　距離的には四半時さんじゅっぷんもかからない場所に寮があるし、何より、部外者が后の宮に泊まることのほうが色々大変だろう。

（簪をどうにかした相手を見つけるまで不安というやつか）

　とはいえ、他に頼める相手はいないのだろうか。

　それとも──。

　猫猫は、用意された部屋の寝台で胡あ坐ぐらをかき、腕組みをする。

（黒ずんだ銀）

　銀は腐食する。手入れを怠るとすぐ曇ってしまうので、いつも磨かされていた。

　やんごとなき人たちは銀食器を好んで使う。いや、使わざるをえない。

　砒毒に触れると黒くなるからだ。

　砒毒の類は、銀をすぐ黒くする。砒毒は無味無臭無色だが、この特性のおかげで発見が容易たやすい。逆を言えば、銀食器は手放せないのだ。

　玉葉后が砒毒に触れるようなことはあっただろうか。いや、后の体調は、気分はどうであれ概ね良好だ。毒が盛られた雰囲気ではない。

　なら、どうして黒くなったのか。

（簪が盗まれてから黒くなった？）

　毒でも使おうとしたが、使えなかった。だから、玉葉后を脅すために簪を盗んだ。

（いや……）

　回りくどすぎる。

　何か意図があったとしても、猫猫には想像がつかない。一体何がやりたかったのだろうか。

　それにもう一つ、気になることがある。

「壊された様子はないよな」

　紅娘曰く、中には大きな水晶が入っていたらしい。その水晶はどこへ行ったのか。

（水晶ねえ）

　簪を振ってみる。石など隙間から落ちてくるわけがない。

　しかし──。

　小さな白い粒が猫猫の裳スカートの上に落ちた。

「なんだこれ？」

　猫猫は目を細め、粒を凝視する。匂いを嗅かいだ。

「……」

　猫猫は水と手ぬぐいを用意すると、白い粒を舌の上にのせる。

「……これは」

　かすかな味を感じ取るとともに、戸を叩く音がする。

「猫猫、ちょっといい？」

　誰かと思いきや、桜花だった。

「どうしたのですか？」

　いつもなら駄だ弁べりにでも来たのかと思うが、そういう風には見えない。しかし、ちょうどよかった。猫猫も聞きたいことがあった。

「か、簪かんざしのことなんだけど」

　桜花がどこか気まずそうな顔をしている。

　猫猫はぴんと来た。まったく間タイミングがいい。

「あのもしかして、この簪に使っていたという水晶ってのは──」

　前に翡翠宮にいたときに作っていた物を思い出した。

「塩の結晶ですか？」

　白い粒、かすかにしょっぱかった。

　翡翠宮にいたとき、小粒の結晶から地道に大きくして作ったのだ。綺麗にできたものをいくつか玉葉后に渡している。何でできているか言わなければ、水晶と見間違えるだろう。紅娘には内緒にしていたので塩の結晶の存在を知らない。

「……さすが猫猫。よくわかったわね」

　ぽかんとした顔をして桜花が頷うなずく。

「やっぱり」

　猫猫は簪を布でつまんで振った。

「なんでまた塩なんかを簪にしようと？　すぐ砕けてしまいますよ」

　玉葉后にも渡す時に湿気が多いところだと溶けてしまうかもしれない、と注意した。湿気防止に炭も渡している。いくら綺麗でも塩は塩だ。

「玉葉さま、最近ずっと退屈していたのよ。だから、園遊会の場くらい少し遊んでもいいかなって」

　玉葉后が意匠設計デザインしたという。

　もちろん、頭が固い紅娘には内緒だった。桜花が気まずそうにやってきたのは、それが理由だ。

「もし途中で割れたりしたらどうするつもりだったんですか？」

　園遊会は女たちの値踏みの場でもある。つま先から髪の毛先まで観察される。

　後宮時代は、玉葉后と同じように寵愛を受けるために、彼女の真似をする中級妃、下級后が大勢いたのだ。今でも少なくなかろう。

　簪の中身が壊れでもしたら、みっともない。

「その前に着替えるように仕向けたのよ。お色直しまでの半時くらい持つだろうからって」

　この鬼灯ほおずきのような形の簪は、形状が独特で皆の視線が集まるはずだ。籠の中の石はなんだろうかと、皆、考えよう。特に、宴の手伝いをしていた女たちは。

　後宮内だけでなく、外でも帝の気を引こうと考える女たちは多い。

　簪に何を使っているのかわからない周りの様子を楽しんでいたのだろうか。もしくは、壊れたらどうしようと危機感スリルを楽しんでいたのかもしれない。

　玉葉后らしいといえばらしいが、同時に危うい。

（簪かんざしをしっかり観察すべく侍女が盗んだのだろうか）

　可能性は皆無ではない。いっそ、盗んだことに気が引けてあとから返すというのが原因であればまだほっとする。でも、簡単に返せるものではない。

「すみません。園遊会のときの周りはどんな風でしたか？」

「どんな風っていうと？」

「宴の席の配置や、裏方はどうなっているかです」

「わかった」

　桜花は部屋の外に出ると、紙と筆記用具を持って戻って来た。さらさらと見取り図を描いてくれる。

「ここが宴の中心で主上がいたところ。向かって右に皇太后さまと壬──じゃなくて月の君。左に玉ギョク葉ヨウさま。少し離れたところに玉ギョク袁エンさまよ。役職はまだ州しゅう牧ぼくなのに、丞じょう相しょうと同じ位置にいたのよ」

　州牧とは確か州の長官のことだ。つまり茘リーにおける西都を中心とした西域全体の長と見ていい。まだ、受験勉強の残りかすが頭にあった。現在、丞相の位は空いている。子昌にかわり、壬氏がやるかと思いきや違う位についているらしい。

　今回の園遊会では玉袁に名を与えることが大きな目的なのでわからなくもない配置だ。もちろん、他に重鎮も控えている。

「玉葉さまが、着替えをなさったところはどこでしょうか？」

「今回は宮が近くにあったから、そこまで移動したの」

　厠かわやも宮にあったため、侍女たちも前より気楽だったらしい。

「ただ、ちょっと厨房が遠かったのよね。お料理が冷めてしまうのはいつものことなんだけど、人数分の料理を運ぶのは大変そうだったわ」

　毒見をしているうちに料理が冷める。せっかく味はいいのにもったいないと猫猫はいつも思う。

「ここ、宮のすぐそばに鍋が置いてあったわね」

　桜花が手書きの図を指す。

「……」

　猫猫は目を細めた。

「鍋に見張りはいましたか？」

「見張りはいなかったと思うわよ。たぶん、末席の人たちの分でしょう」

　毒見を必要とする方々の分はもっと別に用意している。

「では、その鍋があったとき、簪はなくなっていました？」

「あっ、そうそう。ちょうど食事の準備途中によ。私は別の用事を頼まれていて、一度玉葉さまのもとを離れていて、戻ってきたら簪かんざしがないって騒ぎで」

（ああ、そういうことか）

　納得しつつ、猫猫は簪を見る。なぜ黒ずんでいたのか理由がわかった。

「猫猫、なんかわかった顔してない？」

「していますか？」

「してる！　なんなの、教えてよ！」

　教えてと言われても困る。まだ、立証したわけではなく予測の範囲内だ。

「まだ情報が足りません」

「足りませんじゃないの！　教えて！」

　桜花に迫られて、猫猫は唸うなる。

　しかし、ここで言わないといっても素直に黙る桜花でもない。

「わかりました。ただ、もう一つ確かめたいことがあるのですが」

「なんなの？　すぐ教えてよ」

「すぐは駄目です。変なことを言って、后を混乱させたくありません」

　桜花はむぅっと頬を膨らませるが、渋々納得してくれた。

「その時間、宮にいた人たちは誰かわかりますか？　わかる人だけでもけっこうですので」

「それなら──」

　猫猫は、桜花が言う名前を紙に書き加えていった。




　謎が解けたと言ったら、語弊があるかもしれないが、簪がどうやってなくなったのか目星がついた。

　しかし──。

（これはこれで問題がある）

　桜花から聞いた情報と、猫猫の予測を照らし合わせると、どうにもきな臭い方向にしか動かない。

　玉葉后を安心させたいが、事実を口にすべきだろうか。むしろ、不安を煽あおることになるのではないか。

（どう伝えるべきか）

　考えあぐねているとまた戸を叩く音が聞こえる。

（今度は誰だ？）

　猫猫は戸を開けると、白羽がいた。

「どうしたのですか？」

「少し寒いので冷えないかと思って上掛けの追加を持ってきました」

「ありがとうございます。あとは自分でやりますので」

「いえ、今日は客人ですから」

　端正な顔に似合う丁寧な振る舞いで猫猫の寝台を整える。

　猫猫は少々居心地の悪さを感じながら、窓際に立つ。隙間から外を覗のぞいてみると、ちらちらと雪が降っていた。

「寒いわけですね」

　白羽は次に火鉢の炭を足していく。

「香はどうしますか？」

「いえ、けっこうです」

　手馴れているが、わざわざ白羽がやることはなかろう。確か玉葉后とは西都時代からの知り合いだと聞いたことがある。短い間、翡翠宮で一緒に仕事をしていたが桜花たち古参の三人娘も白羽には敬意を払っていた。

（もっと下っ端をよこせばいいのに）

「いえ、大事なお客様ですから、粗相があってはなりません」

　どうやら口に出ていたらしい。猫猫はきゅっと口を閉じる。

（どこかつかめないんだよな、この人たち）

　三姉妹の中で末っ子の赤羽以外はどんな性格なのかよくわからない。少し妹をからかうところくらいしか見たことがない。

　猫猫は黙って白羽を見送り、先ほど書いた記帳メモを取り出す。懐に入れておいてよかった。見られたら、何か変に思われるかもしれない。

　ちょっとどきどきしながら、猫猫は早めに眠ることにした。




　考え事をしながら眠るとあまり疲れが取れない。猫猫は眠い目をこすりつつ、体を起こす。上掛けを増やしてもらってよかった。息が白く耳が赤くなっている。窓を開けると、外は雪が積もっていた。

　震えながら寝間着から着替えると廊下から声がする。

「猫猫、朝あさ餉げを食べよっ」

　早速、桜花がやってきた。

　お言葉に甘えることにする。朝食の場には貴グイ園エンと愛アイ藍ランもいた。貴園は以前と変わらずふんわりした雰囲気で、ちょっとふくよかになっている。愛藍はまた少し背が伸びたのだろうか、視線が前より高い。背が低い猫猫は長身の愛藍がうらやましい。

　懐かしい組み合わせに猫猫も少しだけ顔が綻ほころぶ。

「朝餉、贅沢して干し鮑あわび入りよ！」

『おおっ！』

　思わず猫猫も拍手してしまう。玉葉后の夜食の材料から失敬したのだろうか。

　しっかりした出汁に塩味がほんのりとついているだけの簡単なものだが、素材が素材だけに美味しい。米も一級品で、さすがに后付きともなれば、侍女の食事の階級も上がるのだとわかる。

　猫猫は四人で雑談をしながら、周りを見る。

「どうしたの？」

　落ち着きがない猫猫に、貴園が話しかける。

「いえ、他のかたの朝あさ餉げは良いのですか？」

　白羽他二名に、皇后になった際に何人か侍女が増えたはずだ。

「ああ、白羽さんたちは別のところで食べているの。他の侍女は、宮の中では食事しないし」

「うん、もっと仲良くしたいんだけどね。三人とも真面目だから」

（この三人が緩いだけだと思う）

　だから付き合いやすいのだが。

　桜花たちのほうが、侍女として玉葉后とともに後宮にいた時間は長い。だが、元々、白羽たちは玉葉后と面識があるので、敬称を付けている。

　紅娘が侍女頭として上に立っているが、なんとなく立場的に白羽のほうが桜花たちよりも上に立っている気がしてならない。

（前よりもその傾向が強いかな）

　桜花たちは他の妃の侍女たちには対抗するが、あくまで玉葉后の悪口を言われたときである。あくまで仲間だと思っている白羽たちには、敵対心などないのだろう。

「ねえ、猫猫。犯人はまだわからない？」

　桜花が聞いてくる。

「──難しいところですね」

　猫猫は曖あい昧まいに答える。

　三人娘の顔がしゅんと落ち込む。

「わからないんだったら、猫猫、またここに戻ってきてよ。薬の調合とか、やるためには難しいかもしれないけど、何かしら理由つけて許可とるからさ」

「そうそう。翡ひ翠すい宮きゅうよりずっと部屋多いもの。竈かまどだってたくさんあるよ」

「渡来品の薬も手に入ると思うわ」

（渡来品！）

　思わず食いつきそうになった。いけない、いけない。

　猫猫は茶を飲んで気持ちを落ち着かせる。

「今は、養父や他の医官のかたがたから、仕事を教えてもらっています。他の同僚にも迷惑がかかりますし、簡単に仕事を変えるわけにはいきません」

　玉葉后のもとでの仕事も魅力的なのはわかる。だが、ここで后のもとに向かうと違う意味でいろんな調整がきかなくなる。

（あの変人とか）

　片眼鏡モノクル軍師が后のところへやってくるかもしれない。あの男にとっては、ただ猫猫に会いに来ただけだが、周りの視線は違ってくる。

　玉葉后が今更、猫猫と変人軍師の関係を知らないわけではなかろう。

（本人が思っているだけで、赤の他人です）

　猫猫は正直、実は種違いでどこか別の客の男の子どもではないかと思っている。思っていたい。可能性は低いが。

　玉葉后がただ猫猫のことを駒として見てくれていたら楽なのだが、彼女は猫猫の能力を評価している。

（無下にはできない）

　さらに、桜花たちの視線も痛い。

　どう切り抜けようか考えていると、赤い髪紐をつけた女がやってきた。白羽によく似ているが、顔立ちがいくらか幼い。

「どうしたの、赤羽？」

　確か年齢は猫猫と同い年だったはずだ。白羽の妹で、三姉妹の末っ子である。二人の姉と違い、多少は付き合いがある。前に、小シャオ蘭ランからの手紙を届けてくれたのは彼女だ。

「玉葉后が、猫猫を呼んでいます」

　淡泊な答えに、猫猫は食べ終わった器を持つ。

「あー、片付けておくから置いてて」

　貴園の言葉に甘えて、そのままにする。

「いい返事待っているよー」

　手を振る三人に一礼して、猫猫は玉葉后のもとへと向かった。




　后の部屋には、紅娘と白羽、それから公主と東宮がいた。

　公主は、はいはいをする東宮の周りで玩具を見せている。あやしているつもりだろうか。

　猫猫が来たことに気がつくと、白羽が東宮を抱き上げる。

「赤羽、公主さまを」

「わかりました」

　猫猫を案内してきた赤羽が鈴リン麗リー公主と手をつなぐ。

「もっとあそぶ」

　数えで三歳だったろうか。ちゃんと言葉が話せるらしい。だが、猫猫のことは覚えていないらしく、見慣れぬ顔を観察してくる。

　ちょっと寂しいと思いつつ、仕方ないか、と軽く手を振る。

　白羽も赤子を抱いて部屋を出ようとした。猫猫は思わず袖を掴つかむ。

「なんですか？」

　白羽は、ぶしつけな態度に、ややかたい表情を見せる。

「残っていただけますか？」

「どうしてです？」

「お話を一緒に聞いてもらいたいと思いまして」

　白羽の表情は変わらない。

　紅娘が廊下に出て、近くにやってきた愛藍を呼び止める。

「見ていてちょうだい」

　東宮を白羽の手から愛藍にうつす。東宮は笑いながら、愛藍の髪を引っ張るので、苦笑いしながら連れていかれた。

「猫猫、話というのは？」

　玉葉后と紅娘は白羽を残したことについて言及はしなかった。話をすすめたほうが早いと思ったらしい。

「これについてです」

　猫猫は預かっていた簪かんざしを出す。

「犯人がわかったのかしら？」

「わかりませんが、なぜ、黒くなったのか。中の石がなくなったのか。その二つについてはご説明できるかと思います」

「本当に？」

「はい」

　猫猫は昨晩、桜花に書いてもらった見取り図を出す。

「玉葉后はお色直しのために、宮へと向かいましたね。そして、着替えるときに簪がないのに気が付いたと」

「そうよ、時間がなかったから探すより先に着替えを優先したけど」

（やっぱり）

　簪がなくなった時点では騒ぎにならなかった。

「盗られたのではなく、落としたと思ったんでしょうか？」

「ええ、急いでいたから。途中、頭を木の枝に引っかけてしまって、落としたのかしらと思ったのよ」

「……もしかして、この辺りでしょうか？」

　猫猫は見取り図を指で示す。

「ええ、そうよ。脇に荷台があって、避けていたら木の枝に触れたの」

　荷台、つまり鍋が置いてあったところだろうか。

　猫猫はちらりと白羽を見る。白羽の表情は変わらない。

（違うかな）

　でも、彼女にいてもらったほうが説明が早い。

「単刀直入に言えば、この簪かんざしは盗まれたのではなく、落としたものじゃないかと思います」

「……どういうこと？」

「そのままの意味です。玉葉后がこうも不安になっているのは、『簪が知らずに盗まれて、なおかつ脅しのように返却された』からでしょう？」

　簪が黒くくすんで、中の石がなくなっている。まるで、持ち主も同じようにすると脅しているみたいだ。高貴な人にとって、銀がくすむのは毒を連想させる。

「簪が黒ずんでいるのも、石がなくなっているのも、故意でないとすれば、いくらか玉葉后の気持ちは休まりませんか？」

「……それは」

「あと、玉葉后は、石が消えた理由に心当たりがあるのでは？」

　玉葉后は髪の毛を指先に巻き付けていた。目が泳いでいる。

「もう説明に入ってちょうだい。どうして、簪の中の石がなくなったのか」

　紅娘がしびれを切らし猫猫を急かす。

「玉葉后。まだ、石は残っていますか？」

「……説明しないとだめか」

　観念したように、后が立ち上がる。部屋の奥から小さな箱を持ってくると、透明な多角形の結晶を見せる。

「使っていいですか？」

「元々、猫猫がくれたものだもの」

　猫猫は石を手にすると、水差しを手にする。

「器を貸していただけますか？」

　白羽が茶碗を持ってくる。猫猫は茶碗の中に石を入れると水をそそいだ。

「……溶けてる？」

「舐めてみます？　しょっぱいですよ、塩ですから」

「塩!?」

　やはり紅娘は知らなかった。でなければ、園遊会につけていく簪の材料になどしなかっただろう。

「ぎょ、玉葉さま。どういうことでしょうか？」

「ふ、ふふふ。だって、綺麗だったし、誰も気付かなかったでしょ？」

　このいたずらっぽい顔をするのがまさに玉葉后である。不安そうな顔をしているよりずっといい。

「岩塩でもこんなに綺麗な形ではないと思いますが」

　溶けていく塩を眺める白羽。

「はい、上手く結晶化させて綺麗なものだけを選びました。湯に溶けるだけ塩を溶かし冷やします。そこに小さな核となる欠片を入れて、取り出して乾燥させます。繰り返すと少しずつ大きくなります。要点はつるす糸は絹が好ましいことでしょうか」

「……猫猫、もしかしてあなたこんなものまで翡翠宮で作っていたの？」

「……」

　今更、言われたところで時効だ。

「じゃあ、石は水に溶けてなくなったってことね。じゃあ、この銀の黒ずみは？」

「銀を曇らせる原因は、たくさんあります。例えば──」

　猫猫は見取り図の端っこに楕円を書き足す。

「卵ですね」

「たまご？」

　三人は不思議そうな顔をする。

「はい、卵です。卵が腐ったときのにおいを知っていますか？」

　三人とも首を横に振る。基本、生ごみを出すのは下女の仕事なので、腐敗臭など嗅かいだことがないのかもしれない。

　説明が難しいな、と思いつつ別のたとえを探す。

「ゆで卵の匂いならわかりますね」

「それなら」

「独特な匂いですが、実は温泉地でも同じような匂いがするところもあるんです」

「温泉、ああ、そういえば」

　玉葉后は温泉に入ったことがあるらしい。西の地から都へ向かう旅路に温泉地の一つ二つあったのかもしれない。

「温泉の中には硫黄が含まれている物があります。実はゆで卵にも含まれており、銀製品で食べると黒く腐食することがあります」

「そうだったわね」

　紅娘は「なんで気付かなかった」といわんばかりの顔をしていた。

　園遊会の食事を知っている彼女なら、どうして簪かんざしが黒ずんだのか予想がついただろう。

「簪は、ゆで卵が入った鍋に落ちてしまった。中の塩の結晶は溶けて、銀は卵によって黒ずんでしまったというわけです」

　李リ白ハクが言っていた「やたらしょっぱい汁」は、溶けだした塩の結晶が原因だろう。

「じゃあ、鍋に簪が入ったのはどうして？　偶然、落ちたのかしら？」

「わかりません。偶然入ったのか、それとも誰かが入れたのか」

「誰かが入れるって、何が目的で？」

　白羽は目を細める。

「料理を準備していた者がいたとして、簪かんざしを見つけます。そこへ『簪が落ちてないか』探しにきた侍女が現れたとしたらどうします？」

　すぐさま、「これですか？」と差し出すか。

　もしくは、しらばっくれるか。

　または──。

「驚いて慌あわててどこかに隠そうとするか」

「目の前の鍋に思わず入れてしまった、と？」

「はい」

　曖あい昧まいな内容に、猫猫は少し罪悪感を持ちながら続ける。

「結局、鍋に入れたところでいつか取り出さなくてはいけない。簪が偶然落ちたにせよ、一時的に隠そうと入れたにせよ。でも、出したところで簪は黒ずんでおり、中の石はない」

　黙って返却することはできないだろう。

「ちょっと待って。もし給仕係が簪を見つけたとして、返すのは難しいんじゃないかしら？」

「ええ、そうですね」

　そこからどうして簪が玉葉后のもとに戻ってきたのか。

「給仕係が后の貢物の中に簪を忍ばせて返すのは難しい。誰か他の人の手を借りたとしか思えません」

　そして、ただなくしただけで済ませられた簪の紛失が脅迫めいたものになったのは、返却が原因だ。

　確信はない、だが、いくらか憶測があった。

　白羽にとどまってもらったのはそのためだ。

　しかし、彼女を見る限り、変な態度は出ていない。面の皮が厚いのかもしれないし、本当にただ知らないのかもしれない。

　宮の近くにいた誰か玉葉后付の侍女が見たらどうするだろうか。侍女ならそっと貢物の中に簪を加えることも簡単だろう。

　十中八九、簪を戻した犯人は玉葉后に仕える侍女だ。

　ぼろぼろになった簪をそのまま返したら、どう反応するかわかっていただろうに。

　紅娘ならちゃんと報告するだろう。玉葉后の性格がわかっているだけに、罰を与えられるかもと慌てる理由はない。

　桜花たちも同じく。塩の結晶のことは、三人とも知っている。ちゃんと説明できるだろうし、隠し立てする理由もない。

　なら、白羽たちならどうだろうか。

　立場的には正直に報告するように思える。玉葉后は寛容な方なので、簪かんざしを一本駄目にされたとしてもひどく罰することはない。

　しかし、説明しない理由があるとすれば──。

「まるであえて玉葉后を脅すように、侍女の誰かが簪をこっそり返したと考えられませんか？」

「ど、どういうこと？」

　紅娘が困惑している。

「そのままの意味です。玉葉后は朗らかなおかたでお優しい。私はとても好きです。ただ同時に、この伏魔殿を生きるのにぬるいと思われる人もいるのではと」

　猫猫は白羽を見た。

　宮にいる他の侍女の可能性も考えたが、園遊会で玉葉后の周りにいた人間は古参の四人と三姉妹だけだった。桜花に聞いた記帳メモを見ると知らない名前はない。

「ああ、そういうことね」

　呆れたような声を出したのは玉葉后だった。視線をゆっくり白羽に向ける。

「私が周りに舐なめられるような態度を取らないようにと、気を引き締めろという警告だったのね」

　猫猫に代わり玉葉后が言いたいことを言ってくれた。

　そして、玉葉后もまた犯人の目星はついている。

「白羽、ではないわね。赤羽はそんな子じゃないから。じゃあ──」

「黒羽でしょうね」

　白羽が口を開いた。妹の名前を紡ぐ声は冷ややかだった。

「黒羽……。どうして？」

　驚く紅娘。しかし、玉葉后の顔は納得したものだった。

「先日の文ふみじゃないのかしら。文を受け取って持ってきたのは黒羽よね」

「あっ」

（文？）

　なにかしら不穏な物でも届いたのか。

（政敵からか？）

　同い年の皇子を産んだ梨花妃か。

（違う）

　元東宮であり、主上の弟である壬氏か。

（こちらもありえない）

　しかし、白羽たちはどうだろうか。

　白羽たちが玉葉后に対して忠誠心がないとは言わない。だが、古参の侍女たちと明らかに違う点がある。

「白羽さまに一つ質問ですが、簪かんざしを盗み送り返したかたは、壬氏さまではないかと思いませんでしたか？」

「……普通に考えればそうでないのかしら？」

「白羽、それはないと言っていたでしょ」

　玉葉后が苦笑いを浮かべる。玉葉后は知っている。壬氏は皇位継承権などいらぬものだということを。

　紅娘や桜花たちも、壬氏に対しては親しみを覚えており、彼が何かちょっかいを出すようには考えないはずだ。

　猫猫も壬氏が何よりも自分の立場というものが面倒くさいことをよくわかっている。

　だからあえて白羽に歩み寄った発言をしてみることにした。

「玉葉さまがこの様子では、身の回りにいつのまにか変な人が入ってくることもありえそうですね」

「申し訳ありませんが、その通りです」

　なぜか白羽は猫猫を見る。紅娘が「はっ」とした顔をする。

（なんだ、この反応）

　猫猫は少し居心地が悪くなる。

「玉葉さまはもっと周りに敵が多いことを理解すべきです」

「わかっているわ。でも、敵でない人にまで牙きばをむく必要はないわ。……ねえ、白羽。それはお父さまからの伝言かしら？」

「……違います。私個人の見解ですが──」

　白羽の言葉が続く。切れ長の目を玉葉后に向ける。

「玉ギョク鶯オウさまもまた信頼できると？」

（玉鶯？）

　初めて聞いた名だ。名前からして玉葉后の身内だろうか。

「玉鶯さまの文ふみにはなんと書かれていましたか？」

「……黒羽、文を盗み見していたのね」

　納得したように玉葉后が項うな垂だれる。

（盗み見？　何のことだ）

　猫猫にはさっぱりだが、玉鶯という人物が曲者らしい。

「あの方は兄さまよ。別に変なことなんて書かれていないわ」

　玉葉后には兄がいて、今父親のかわりに西の地を統治していると聞いた。その補佐として、変人軍師の副官だった陸リク孫ソンが行っているはずだ。

　その兄が何なのだろうか。

「そうですか？　では、侍女が一人、また一人いなくなる中で、何かしら理由をつけて玉葉后に新しい侍女を送らないようにしていた人物が誰かおわかりで？」

（!?）

「私たちが行かなければ、玉葉様は安心して生活できないでしょう！」

　白羽の声に力がこもる。冷静な彼女らしくない。

（私、ここにいていいのか？）

　部外者だから今からでも立ち去ったほうがいいのでは、しかし、逃げ出そうにも逃げ出せない雰囲気である。

「玉葉后が文ふみの内容を言わないのであれば、私が当てて差し上げます。私が西都をたつ前、玉鶯さまは若い異民族の娘を養女にしておりました。あれからもう一年経ちます。そろそろ、良家の娘としての教育は終わらせたところでしょうね」

「白羽！」

「紅娘さま。私は黒羽のように回りくどい真似はしません。直接申し上げます。玉袁さまの息子であろうと、玉葉さまの兄であろうと、あの男は信用できません。玉葉さまそっくりの娘を後宮に入内させ何を考えているのか。もし、その娘を主上が気に入ったら、東宮が気に入ったら、そして、玉葉さまの身に何か起きたらどうなりますか？」

　白羽の言葉は仮定に過ぎない。しかし、まったく起こりえないという未来でもない。

「お父さまがそんな真似を許さないわ」

「玉袁さまは頭が切れるお方です。玉鶯さまの浅はかな考えなどお見通しです」

「なら、問題ないでしょう？」

　紅娘がほっとした顔で答える。

「ええ、玉袁さまは頭が切れるお方です。より益があるほうをお選びになるでしょう」

　白羽が渇いた声で言った。

「過去の、戌イの一族を滅したときのように」

（戌の一族）

　確か昔西域を治めていた名持ちの一族だ。女帝の反感を食らい、滅ぼされたと聞く。

「私たちは玉葉さまに恩があります。こうしてあなたに仕えるのもあなたを守るためです。ですが、私は、私たちは玉袁さまも玉鶯さまも主とは思っておりません」

　はっきりと口にする白羽の目にはかすかな炎が宿っているような気がした。

（白羽は過去に何を見たのだろうか）

　想像することしか猫猫にはできない。深く立ち入る資格はないのだ。

「玉鶯さまにお気をつけください。お願いです、お願いですから──」

　白羽がゆっくり猫猫を見る。

「何が起こるのかわかりません。信用ができる仲間を引き入れるべきです」

　玉葉后と紅娘の視線が猫猫に移る。

「……なんでしょうか？」

　嫌な予感がしてならない。

「猫猫。良い返事を待っているわ」

　玉葉后が子犬のような目を向ける。

「あなたは玉葉さまが毒で倒れるようなところを見過ごせないわよね」

　紅娘が軽く笑みを浮かべている。

「世の中にはなんだかんだで信頼を裏切れない人間がいますよね」

　白羽は確信犯だろうか。

　猫猫は居心地が悪い三人の視線をずらしながら、これまた袋小路に追い込まれようとしていると感じた。










十四話　囲碁勝負　前編







　ぱんっと猫マオ猫マオは、さらしを叩いた。

　秋風吹く中、干された白いさらしが青空に映える。雲一つない青空だ。猫猫の曇り空の心に比べるとまったくもって正反対だった。

　あのまま玉ギョク葉ヨウ后の宮から出られないのではと思った。どうして出られたかと言えば、劉リュウ医官から連絡が入ったからだ。厳しい上官だが、その分、しっかりと部下にも責任を持つ。

　玉葉后は想像以上に追い詰められていた。しかも、わかりやすい政敵ではなく、身内という厄介なものに。

（兄か）

　后は妾めかけの子だと聞いたことがある。玉ギョク袁エンが高齢なので、異母兄の玉ギョク鶯オウはかなり年齢が離れているのだろう。

　高貴な家柄にありがちな複雑な家族関係は、玉葉后もまた例外ではなかった。

（これからどうなるのだろうか）

　白ハク羽ウの言い方だと、玉袁も癖がありそうだ。彼が玉葉后の味方をするのは、彼女に分があるからなら、もし主上の寵愛がなくなったらどうなるのだろうか。東宮にもしものことがあったらどうなるのだろうかという心配がある。

（権力に興味はなくても、生き残るために必要なときもあるんだな）

　猫猫はため息をつきながら、冷たい水に手を突っ込む。指先が切れてしまいそうだ。これからもっと寒くなるので、水仕事がつらい。お嬢様命の燕エン燕エンは、姚ヤオがあかぎれにならぬように、塗り薬をこさえていた。

　青い空を眺めていると、ふと思い出したことがある。

（あの絵は何だったんだろう？）

　猫猫はとある絵を思い出す。じゃずぐるという少女が描いた不気味な絵だ。

　そういえば、西の巫女はそのまま茘リーに残ったはずだが、ちゃんと生活しているだろうか。もちろん、元上級妃である阿アー多ドゥオが責任をもって預かっているはずなので変なことになるわけがないが──。

　ただ、阿多は元妃という立場でありながら、国の闇を一気に引き受けていることを改めて感じる。

　子シの一族の生き残りの子どもたち、非公式だが先帝の孫であり現帝の姪である翠スイ苓レイ、そして、死んだとされた砂シャ欧オウの巫女。

　男装の麗人は、何事もそつなくこなすが、周りはどう見るだろうか。いや、もちろん、秘密裏にやっていることなので、そう簡単にばれるとは思わない。

　だが、宮廷とは恐ろしいところで、やたら鼻がきく者も多数いるのだ。

（変な人に嗅かぎつかれなきゃいいけど）

　ふと、思いつつ、猫猫は盥たらいの底に残った水を水路に流した。




「こりゃ、一日仕事はないな」

　呆れた顔で劉医官が言った。

　医局は閑古鳥が鳴いている。いつもなら、怪け我がをした武官たちがひっきりなしにやってくる時間なのに。

「総大将が率先してさぼっているから、仕方ないですよねえ」

　若い医官、天ティン祐ユウが苦笑いを浮かべつつ、どこか残念そうな顔をしている。手には、囲碁の本を持っていた。

「文官のほうがさぼりは多いようですよ。誰が今日休みをとるかだいぶもめていたようですし。武官はそのぶん、見回りに行ってくるという言い訳が立つのでいいですよねえ」

　猫猫は知っている。天祐は今日休みをとろうと必死になっていたが、結局は出勤していることを。

　医局では最低限の医官を揃えておかなければならないので、他の部署に比べて休みがとりにくい。

「こんな仕事がないのなら帰ってもいいでしょうか？」

　そんな弱音も劉医官の前では通用しない。

「せっかく時間に余裕があるんだ。足りなくなった薬を調合しておこうか」

　厳しい老医官は、にやにやと意地悪な笑いをする。

　調合と聞いて、猫猫は目を輝かせて劉医官に近づく。

「何を作りましょうか？」

「あっ、うん、おまえさんはやる気になったところで悪いが」

　劉医官は、そっと布包みを持ってくる。

「おつかい行ってくれ」

　猫猫は一気に嫌な顔になる。

「何言ってんだ、この爺さんとでも言いたいのか？」

「滅相もございません」

　棒読みで返事をしてしまう。

「あ、あのおつかいなら私が……」

「おまえじゃ駄目なんだよ」

　きっぱり断られる。猫猫ご指名とあれば、何のことだろうかと不安になる。

「ここに届けてくれ」

　そっと地図を取り出して見せる。都の一画で、広場になっている場所だ。以前、白パイ娘ニャン々ニャンが奇術を見せていた店の近くだ。

「……ここですか？」

「ここだなって、嫌そうな顔を全面に出すんじゃない」

　何が嫌かと言えば、ちょうどその広場は催し物の最中だからだ。

　囲碁の催事イベントである。言わずもがな、誰がいるか予想ができた。何の権力を使ったのか、ずいぶん一等地を借りることができたようだ。

　二日がかりで規模はかなり大きいだろう。

「漢医官もいるはずだ。非番なのに自ら率先して出かけている」

　猫猫はなんとなく考えが読めた。

（防波堤を派遣しようとしている）

　変人軍師が何をしでかすのかわからない。おやじがいることでいくらか騒ぎを防ぐことはできよう。そして、猫猫もまた同様の理由でおつかいさせられようとしている。

「人が多いのでたとえ囲碁の類でも、なにかしら体調が悪くなる者もいるかもしれない。本来なら、医官の手を煩わずらわせるのもどうかと思うのだが、やはり、こういう時こそ手を差し伸べるべきではないのか？」

　どこかわざとらしい。

　大方、大会の主催者側である羅ラ半ハンあたりが手回ししたのだろうか。

　おやじなら断ることはないし、猫猫に至っては逆らえぬ上司である劉医官を使ってきた。

（ろくでもねえ）

　燕燕が碁に興味があったので姚と一緒に休ませたというのに。

「仕事だからちゃんとできるよな？」

　念を押すように劉医官が言うものだから、猫猫は頷うなずくしかない。

　心底うらやましそうな眼で見る天祐に関しては無視しよう。




　わざわざ地図を見なくても、広場へと向かう道筋は、碁の本を持った人の流れを見ればわかった。

　老若男女問わず、人が集まり、広場に碁盤を並べている。申し訳程度に風除けの布があり、木箱に碁盤をのせただけの粗末なものだ。年の瀬に近いこの季節に屋外で催事イベントなど、風邪をひいてしまう。

（だけど）

　人が集まれば、そんな粗末な会場も立派に見えてくるし、不思議と温かくなってくる。大通りで店をやっている飲食店は、こちらまで足を伸ばし、露店を並べていた。子どもたちが母親にねだって、焼き菓子を買ってもらっている。体が温まるように、生姜湯や酒を出しているが、酒は加熱し酒精アルコールを飛ばしていた。

（祭に酒が入ると暴れる奴らがでるからね）

　主催者側の意向なのかもしれない。

　囲碁に関連する商品は元より、将棋の駒、葉子戯カードゲームや麻雀まで置いてある。はては、装飾品店も出張していた。碁に興味がない者たちまで、人につられて集まっている。

（羅半のやりそうなことだ）

　商売好きのあの野郎のことである。きっと、場所代など請求しているに違いない。

　猫猫は、人の隙間を縫うように進んでいく。見慣れた顔を見つけた。

「姚さん、燕燕」

　二人がいた。姚は軟膏を子どもの擦すりむいた膝ひざに塗り付けていた。燕燕は、震える老人に薬湯を与えていた。

「猫猫。仕事どうしたのよ？」

　怪け訝げんな顔で姚が見る。さぼりと言わんばかりだ。

「劉医官からのおつかいです。むしろ、お二人がやっていることのほうが聞きたいのですが」

「ああ、あなたの『おにいさま』のせいよ」

　姚の言葉に、猫猫は半眼になる。

「お休みのはずの漢医官が駆り出されていて、一人では手が回らないということで、私たちにも手伝ってほしいって」

「断ればよかったでしょうに」

　おやじには申し訳ないが、二人は非番だ。医局と同じように仕事をする義理はない。大体、こういうものはおやじや姚たちを使わずに、市井の医者などを雇うべきなのに。

　さらには、猫猫まで使おうとは。

　けちな羅半のやりそうなことだ。

「お金、請求した方がいいですよ」

　猫猫は、あのくせ毛丸眼鏡から銭をふんだくる気になる。

「別に私はいいわよ。碁なんてそんなに興味ないし」

　子どもに軟膏を塗り終わり、「よし」と声をかける。

「おねえちゃんありがと」

　子どもは姚にお礼を言った。

（ほうほう）

　姚は姚で、微笑みながら子どもに手を振っている。そして、猫猫の視線に気が付いて、顔をきゅっと固くする。

　燕燕が「ほら、うちのお嬢様可愛い」と、小さく親指を立てている。碁を打てなくても、燕燕は燕燕で楽しそうだ。

「おつかいなら、漢医官のところよね？　医官ならあそこにいるけど」

　姚が指すのは、前に白娘々が使っていた劇場だ。かなり大きな建物で、よく催しをやっていたが、長らく閉鎖されていた。

「本当ならあそこだけでやるつもりだったみたいなのよ。でも……」

　広場で碁盤を並べているくらいだ。どう考えても人が多すぎる。

「大成功と言いたいところですが、どう見ても許容量を超えてますね」

　急きょ、広場まで会場を広げたのはいいが、色々不具合がある。

　怪け我が人や気分が悪くなる人もいよう。もう少し暖かい季節なら良かっただろうに。

　燕燕が看護していた老人は気分が良くなったようで、にかっと歯抜けの前歯を見せながら、また碁を打ちにいこうとしたので手ぬぐいを首に巻いてやった。外は晴れているが空気も乾燥している。喉をやられて咳でもする人間がいたら、一気に風邪が広まってしまう。

　さすがにそれがわからないおやじではない。碁を打っている人たちの周りに大きな徳利と椀を持って歩く人がいる。碁打ちが手を上げると徳利の中身を椀に注いで渡していた。喉にいい、柚子湯か生姜湯だろう。震える者には上掛けを差し出している。

　それでも寒い人たちのために火を用意してあるので、出来る限りのことはしているのだろう。

「あっ、猫猫」

　燕燕が近づいてくる。耳元でそっとつぶやく。

「あちらには、漢医官の他に、漢太尉もいらっしゃいますので」

「……」

　猫猫はものすごく嫌な顔をしながら荷物を見る。

「代わりに行ってもいいと言いたいところですが、私としては猫猫に向かってもらいたいかと」

「……なぜに？」

「燕燕は、この仕事が終わったら、太尉に一局打ってもらうのよ」

「はい。光栄なことです」

　つまり、大人しく変人軍師のところへ行けと言いたいらしい。

「無料で打ってもらえるなんて」

「えっと無料？」

「はい、銀十枚が参加費なんですが手伝えば無料ですと言われました」

（いや、ただみたいなもんだろう？）

　むしろそんな大金を払う価値があるのか。

「私たちのお給金じゃ、払うのに躊躇ためらっちゃう金額だものね」

（いや、姚の食後の点心デザートもかなり高いぞ）

　毎日、食べている美容、健康、育乳成分たっぷりの点心がどれだけ高級品で、ひと月にいくらかかっているかなんてわからないのだろうか。

（わからないようにしているんだろうな）

　さすが燕燕である。

「あんまり騒がないように。広場で三勝した人が劇場へ、劇場でさらに三勝した人が、太尉への挑戦権が与えられるんです」

「銭払えば、打てるってわけじゃないんだ？　最速で六回打つってなると、かなり時間がかかるけど」

　燕燕に猫猫は首を傾げる。

「はい、勝った上での挑戦権です。あと、大会は明日まで続きますので。さすがに私では、六勝は難しいと思いまして、ご指導いただけるとなったら本当に幸運です」

　どこまで上から目線なのだろうか、と猫猫は呆れてしまう。しかも、大会二日目となる明日だと、猫猫は非番だ。

（絶対、呼び出される）

　猫猫は「けっ」と吐き捨てながら、本会場である劇場に向かった。










十五話　囲碁勝負　幕間







「さて、これで終わりと」

　麻マー美メイは一仕事終えたと、背伸びをした。山のようにあった書類をそれぞれ本来片付けるべき人たちに割り振り終え、月の君の執務室は前に比べてすっきりと片付いている。

　今、部屋にいるのは麻美ともう一人。部屋の一画を仕切った場所に居座る弟、馬バ良リョウだ。

「良、終わりそう？」

　二人きりなので、砕けた口調で話しかける。いや、月の君がいても同じように接するが。

「今日中に終わるよ」

　他に誰もいないので、馬良もまた砕けた口調だ。ひょっこりと青あお瓢びょう箪たんのような顔を出す。もっとも、この弟の場合、近しい人間でない限り、声どころか姿すら現さない。

「これ、違うのが混じっていた」

　そっと一枚の書類を渡す馬良。

「漢の方の案件ではないかな？」

「漢……？」

　姓で呼ばれるとぴんとこない。

「羅ラの人です、漢太尉」

「ああ、変人軍師ね。紛らわしいからちゃんと言って」

　人嫌いな弟だが、誰がどこの部署で名前は何なのかしっかり覚えている。頭はいいのに、体と心が弱い。心技体は簡単に揃うものではないとわかる。もう一人の弟の無駄な頑丈さと足して割ればちょうどよかっただろうに。

「別に急ぐ必要はないのなら、あとで持っていくわ」

「いいんですか？」

「すぐ持っていっても、無駄だと思うし」

　麻美はそっと懐から紙を取り出す。紙には『碁大会』の概要が印字されていた。

「あー、今日だった」

　馬良も多少碁に興味がある。しかし、人が多い場所に出向く勇気はなく、行ったとしても人ごみに酔って倒れてしまうだろう。

「主催者側だから、仕事なんてやってないでしょ？」

「……大丈夫なんですか？」

　また仕切りに隠れ、心配そうな声だけ出す。ぺらぺらと紙をめくる音が聞こえるので、仕事を休む気はないらしい。

「自業自得でしょう？」

　変人軍師こと漢羅ラ漢カンは、月の君とは折り合いが悪いらしい。だからだろうか、月の君に一番仕事を押し付けていたのは、羅漢だった。仕分けた山のような書類を羅漢に押し付けるのが、ここ最近の麻美の仕事だ。

「しかし驚いたわね、本当に押し付けた分だけ仕事をやってくれるなんて」

　確かに、碁の大会会場と引き換えに仕事をやってもらえるように話をつけてもらったが、変人軍師のことだ。うまい具合にはぐらかすと思っていた。

「駄目だったら、違う方法も考えていたのに」

　毎食、人参粥を手配するように仕向ける地味な嫌がらせ作戦は無駄になった。なお、人参が嫌いだという話は、漢太尉の養子から聞いた情報である。

「話によれば、睡眠時間は普段の半分になっているそうですよ。漢太尉」

「えっ、何それ？　聞いてないけど」

「姉さんがいないときに羅ラ半ハン殿がやってきて、べらべら壬ジン氏シさまに話しているのを耳に挟みました」

「ねえ、そいつ。どっちの味方なわけ？」

　麻美も情報を提供してもらっておいてつい口にしてしまう。

「一応、体は大丈夫なのかしら？」

　仕事を押し付け始めてずいぶん経つ。

「睡眠時間半分と言っても、普段は一日の半分は寝ている人なので問題ないそうです」

「どこの赤子なの、そいつ？」

　そいつ呼ばわりはあまりに失礼だろ、と顔を出す馬良。子ども二人を産んだ麻美としては、むしろそれだけ寝てくれる赤子なら楽なのにと思ってしまう。

　ちなみに最近の月の君の睡眠時間は、三時ろくじかんを切るくらいだ。前はそのさらに半分だったのでどれだけ過労働オーバーワークだったかわかる。

　さすがに、自分が主催する大会を成功させたいのか、大人しくなった。仕事をためるようでは、許可を出すことなど出来ないと。

　なので、ここ数日はまるで槍でも降ってくるかのように真面目に仕事をしていたので、軍部は一時騒然となったようだ。

　おかげで、月の君は早めに仕事から帰ることが出来るし、今日と明日にいたっては、一体、何か月ぶりだろうか、という休みを取っている。

「それにしても不思議だね」

「何が不思議なの、良？」

　麻美が書類をとんとんと揃えながら聞き返す。

「なんで囲碁大会なんだろうって。太尉は、将棋のほうが得意で好きだと思ってたんだけど」

「……碁も強いんでしょ？」

「強いよ。勝てるのは棋聖くらいだって言われている。でも……」

　ちょっと考えるような間を置く馬良。

「将棋の場合、勝てる人間がいない。化け物だよ」

「化け物って」

　まるで住む世界すら違うと言わんばかりだ。

「太尉はきっと、僕らと違う世界を見ているんだろうね。複雑で怪奇で興味深い。だから、周りの人たちが単純な構造過ぎて、見分けがつかないのかもしれないね」

「ずいぶん、知ったような口をきくわね」

　麻美は、仕切りの向こうの弟を覗のぞき込む。

　書類に囲まれた馬良は、手を止めずにどんどん書類を片付けている。

「科挙にはね、そういう類の人間がごろごろいるんだよ。目に見えている世界が、他とは違う。羅半殿とか典型じゃないかな。僕なんて、あの中じゃ凡人だって思えるものさ」

「あんたが凡人なら私は何だっていうの？」

「姉さんは、姉であり、妻であり、母である人だよ」

「いたって普通じゃない？」

　今は仕事をしているが、家には子どもたちがいる。乳母には懐いているし、乳離れもしているので、問題はない。

　夫は、武官で今は仕事をしているのか、それとも碁の大会を覗いているのか、定かではない。麻美がまた仕事をするのを許してくれただけいい男なので、そこのところは追及しないでおく。

「普通が難しいんだ……、とてもうらやましい」

　ふうっと、馬良は息を吐き、引きだしから茶を入れた竹筒を取り出して口にする。茶碗だと書類にこぼすかもしれないので水筒に入れている。

「だからわけがわからない」

　何が、とまた聞きそうになって止める麻美。

「人間じゃない人が、なぜ、大会なんてものにこだわるのか？」

　心底わからないといった顔で、馬良がまた仕事を続けるものだから、麻美も仕事に戻ることにした。

「私、今から、別の仕事があるから一人になるけど大丈夫？　なんかあったら、外の衛兵に言うのよ」

「……わかっているよ、姉さん」

　ちょっと不安になりつつも、麻美は執務室を出る。




　書類をそれぞれの部署に届け終え、麻美の仕事はこれで終わりと言いたいが、もう一つ、役目が残っていた。

　月の君の宮に向かう。内廷に近づくこともあってか、いくつか門を潜り抜け、通行証を見せる。

　さっぱりとした宮は、皇弟の住まいとしては一見地味に見えよう。だが、使われている素材はどれも特級品だ。これを簡素だと笑う官がいれば、目が節穴の成金趣味と公言しているようなものだ。

　麻美は、宮の番に顔を見せて通してもらう。

　入るなり、甘く香ばしい良い匂いが漂ってきた。匂いをたどるように炊事場へと向かうと、初老の女が四角い器で焼き菓子を作っていた。

「いらっしゃい」

　月の君の侍女、水スイ蓮レンがにこやかに笑う。

「お邪魔しております」

　律儀に礼をして、麻美は焼き菓子を見る。

「これは美味しそうですね」

「ええ。良く出来ているけど、もういくつか作って熱を取っているの。数日前から作った物もあるから、どれが一番美味しいか今から食べ比べよ」

「それはそれは、良いときに来ました」

　麻美にとって役得だが、仕事を忘れてはいけない。けして、子どもたちの土産にいくつかもらってはいけないかと考えてはいけない。でも、子どもたちが食べたら喜びそうだな、とふと顔が緩む。

「どうしたの？」

「い、いえ。蒸しているものと、焼いているものがありますね」

「ええ、蒸しているほうが形よくできるんだけど、やっぱり焼いたほうが香ばしい匂いがひきたつの」

　焦げ目がついているものは、月餅の型に入れて焼いたものらしい。

　そっと水蓮が包丁を入れて渡す。

　中にはたくさん乾燥果実が入っているが、月餅とは違う食感だ。

「はい、こちらも」

　蒸したほうを渡される。こちらは食感がふわっと柔らかいが、その分、香ばしさが落ちる。

「蒸すような形で、焼くことはできないでしょうか？」

「やっぱりそうよねえ。そう思って」

　水蓮は四角い型に入れられた菓子を持ってきた。切って麻美に渡す。

「これがいいです」

　思わず顔が綻ほころびそうになる。ふわっと柔らかく、同時に胡桃くるみの歯ごたえが加わり、棗なつめや干し葡萄の甘味がじんわりにじんでくる。乳酪バターの香りとともに、もう一つ香ばしさが混じっている。
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「じゃあ、さらにそれを三日置いたものを」

　追加で渡された物を、麻美は口にする。これは、果実の風味が生地全体にいきわたっている。乾燥を防ぐためか、表面に甘い汁が塗られていて、これがまたしっとりして美味しい。

「……子どもたちに、持ち帰ってもよろしいですか？」

　ついぽろりと口にしてしまった。しまった、と麻美は思わず口をおさえる。

「あら。なら、それは駄目よ。こっちにある分なら好きなだけどうぞ」

　いくつ作ったのだろうか。棚を開けると、何種類も工程を変えて作った菓子が並んでいる。

「今食べている分は、明日、坊ちゃまのために出しますから。また、取りに来てちょうだい」

「は、はい」

　麻美は、少し残念に思いつつ、残りの欠片を口にする。今日は味見のみで呼ばれたらしい。

「どれがいいのか不安だったけど、これで問題ないわ。ありがとう」

「いえ。でも、今日はこれで仕事は終わりで問題ないのでしょうか？」

「ええ。たまにはゆっくり休みなさい。子どもたちも手がかからないからって、顔を合わせないと忘れられちゃうわよ」

　それを言われると痛い。仕事は好きだが、もちろん我が子は可愛いのだ。

「あの、月の君は？」

　もし、いるのなら挨あい拶さつをして退出しようかと思うが、水蓮は首を横に振る。

「今日は一日、家庭教師につきっきりでお勉強なの。邪魔しないであげて。もちろん、明日のことを考えて、早めに寝てもらうから安心して」

「てっきり、碁の大会を見に行っているものかと」

　勉強熱心なことを麻美は知っているので、特に変だとは思わない。

「あー。そうねえ、まだ行ってないわよ。それより、麻美は、坊ちゃま付の侍女にならないかしら？　仕事ぶりは、坊ちゃまの帰りが早いことからすぐわかるわよ」

「……侍女は難しいかと思います。子どもがいるので」

　そうなれば、水蓮とずっと一緒にいることになる。水蓮がどんな人物かについては、月の君の乳母仲間であった母からいろんな伝説を聞いているので無理だと思う。

　今はあくまで一歩下がって接してもらっているが、同僚になってしまうと恐ろしい。

「そう、残念。じゃあ、違う侍女でもなんでも探さないと」

　あまり残念そうに聞こえない口調で水蓮が言う。まるで、他にあてがあるように思える。

　菓子を包んでもらい、麻美は宮の外を出る。

　包みの中から良い匂いが漂うが、どこかさっき食べたものと比べ、物足りない気がした。

　不思議に思いつつ、そっと空を見る。

「明日も晴れそうねえ」

　碁の大会とやらは、成功したのだろうかと思いつつ、焼き菓子の包みを見る。子どもたちが喜ぶ顔が目に浮かぶと、顔が自然と綻ほころんだ。










十六話　囲碁勝負　後編







　帰りたい。

　猫マオ猫マオは水に蜂蜜と生姜と柑橘のしぼり汁を混ぜながら思った。

　場所は昨日と同じく、碁大会会場。猫猫は、劇場の隅っこで、ひたすら飲み物を作っている。

　昨日は出勤で、今日は非番なのに。宿舎でごろごろしながら、劉リュウ医官から借りた医学書でも読もうと思っていたのに。

　また、こんな場所にいる。

　姚ヤオと燕エン燕エンも一緒だが、二人は昨日の猫猫と同じように、劉医官に言われて来たとのこと。燕燕は碁が好きなので、仕事ぶりも楽しそうにしている。

　猫猫も二人と一緒が良かったのだが、おやじに「おまえはこっち」と言われて、劇場にいる。

　理由は言わずもがな。

　昨日連れて来られたときのことはあんまり思い出したくない。

　毎度のことながら、猫猫を見つけたおっさんが大騒ぎし、おっさんがわめき、おやじがなだめたとだけ言っておこう。

　劇場にはいくつも碁盤が並んでいる。客席側には、外で勝った人たちがそれぞれ対戦し、さらに連勝した人が舞台の上にやってくるらしい。

　昨日は、数人しか勝ち上がってこなかったので、変人軍師との対戦は一対一で行われていた。

　今日は、勝ち上がってきた人も増えていて、今、変人は三人と同時に打っている。

　頭がこんがらがってこないのか、と思うが、そこのところは腐っても変人らしい。日常生活はまともにできないが、一人、また一人、頭を下げて碁盤の前から去っていく。

　たまにこちらを見ながら、変人軍師が手を振ってくるが猫猫は無視する。

「猫猫、できた？」

　姚が薬缶を持ってやってくる。

「はい。柑橘が切れかかっているから欲しいですね」

　猫猫はさっき作っていた蜂蜜入りの飲み物をとくとくと薬缶に入れる。

「わかった」

「あと」

「何？」

「配置、変わりましょうか？」

　猫猫ばかり室内で、ひたすら外を駆けまわっている姚や燕燕に悪い。

「あー、大丈夫。問題ないわ」

　気にしないで、まかせておいてと言わんばかりに豊かな胸をぽんと叩く姚。

「それよりも、菓子の補充は足りてる？」

　体調が悪い人が出ないように見回る一方で、参加者に菓子を配っている。あらかじめ、参加料に含まれたものらしい。

「すぐ足りなくなると思います」

　猫猫はちらっと変人軍師のほうを見る。奴の隣には山のように月餅やら饅頭やらが積まれている。

　盤遊戯をやっていると頭を使って甘いものが食べたくなるらしい。

　菓子を配っているのもそれが理由らしいが、こんなことを考えるのは羅ラ半ハンだろう。饅頭の餡にも月餅にも、甘藷が入っている。

　甘藷はまだあまり市場に出回っていない。今後、甘藷を大きく広げるつもりなのだろう。

　甘みがあって、砂糖の量を減らせる分、材料費は安くついているはずだ。

　ちなみに、配っている菓子は、参加者以外にも食べられるように屋台を出している。味が気に入ったら買っていくはずだ。抜け目がない。

「外はどんな様子ですか？」

「これといって問題ないかな？　ただ、負けが続いた人が喧けん嘩かしたり、人ごみで子どもが転んで怪け我がしたりって感じよ」

「喧嘩ですか」

　想定内だ。人が多ければ、騒ぎの一つくらい起きる。

「かすり傷で済んでるわ。武官がうろうろさぼりに来ているから、すぐ止めに入るのよ。仕事しているのか、していないのか」

　姚は呆れた顔をして満杯になった薬缶を持つ。

「じゃあ、甘味と柑橘追加ね」

「はい、お願いします」

　猫猫は姚を見送る。

「ねーちゃん、勝ってきたぞ」

　呼ばれたので、劇場の入口で新たにやって来た参加者の受付を行う。

（受付くらい別に雇え）

　羅半が勝手に仕事を振り分けて、どこかへ行ってしまった。

　やってきたおっさんは、それぞれ勝った相手の名が書かれた札を渡す。

　勝つと相手から札がもらえる。三枚集めたら、本会場に移動というわけだ。

　しかし、三勝にも種類があって、弱い相手ばかり選んで勝った参加者もいる。規範ルール的にありなのか、と羅半に聞いたら「参加費もらえれば問題ない」そうだ。

（どちらにしても、弱い奴はこてんぱんにさせるけど）

　一敗すれば、また広場に戻ることになる。

　猫猫は新しい札と飲み物と月餅を一つ渡す。

「右側の客席に対戦待ちのかたがいます。待っているかたとすぐ対戦してください」

　相手は選べない。おっさんはちょっと嫌な顔をするが、仕方ないと右側の席に移動する。

　もし相手が嫌だとごねたら、即座に出て行ってもらおう。

　変人が何かやらかさないように、周りにはおやじの他に、変人の部下も何人か待機している。

「すみません、月餅の追加をお願いできますか？」

　おずおずと気が弱そうな男が猫猫に言った。

　参加者ではない。変人の部下で、陸リク孫ソンのかわりに最近、付き添いになった男だ。あまり武官っぽくない、中肉中背の男である。前に、変人が果実水ジュースで食中毒になったときに慌あわてていた副官だ。

　陸孫は強したたかな性格の優男だったが、こちらはなんとも押しが弱そうな雰囲気である。

「わかりました」

　もう食べきったのか、と呆れた顔で、面倒くさそうに残り少ない饅頭を出す。

「どうぞ」

「い、いや、その……」

　部下はなんとも言いにくそうな表情をしている。

「……羅漢さまのもとへ、運んでいただけませんか？」

「……」

「す、すみません。お仕事が忙しいようで、自分で持っていきます」

　猫猫の顔を見るなり、撤回してくれた。物分かりが良くて、よろしい。

「猫猫や……」

　悲しそうな声が聞こえた。誰かと思ったら背後におやじが立っていた。

「そんな表情をするんじゃないよ」

「そんな表情って」

　猫猫は自分の顔をほぐす。こめかみがぴくぴく引きつり、唇がひどく歪ゆがんでいたようだ。

「ごめんね」

　部下に謝りつつ、おやじは例のおっさんのほうを見る。

「羅漢は、ここ最近、調子が悪いのかい？」

「わかりますか？」

　部下がおやじを見る。

「今日の大会を楽しみにしていたようで、珍しく、珍しく、ありえないことに、本当に信じられない話だと思えるくらい、ええ、とても、羅漢さまにしては、すごく仕事を頑張っていたようです」

「……」

　普段どれだけ仕事をしていないのだろうか。

「普段は昼前に仕事に来て、日が沈む前にさっさと帰るのですが、人並に執務室にいましたし、何より、昼寝もしなかったんですよ」

「あの子にしては、頑張っているね。普段は一日の半分は寝ているのに」

　つまりようやく人並だということだ。

　おやじはじっと変人軍師のほうを見ている。

　猫猫にはよくわからないが、あれでも疲れているらしい。

　碁をやっているときは、やたらいきいきしているのでわかりづらい。

「明日から仕事になるだろうけど、申し訳ないが、少し眠る時間をやってくれないかい？　寝不足になると、一気に判断能力が下がってしまうから」

「判断力も何も、普段から暴走している気がするけど」

　ぼそっと猫猫が言うと、おやじは少し寂しそうに眉を下げる。

　なんだかんだでおやじは変人に甘いのだ。

「猫猫、私はちょっと外を回ってくるから」

「わかった。何かあったら呼ぶ」

　近くにいる武官でも捕まえればいいだろう。

　おやじと猫猫が呼ばれたのは、変人軍師の防波堤に使えるからという羅半の目論見からだろう。今のところ、大人しくしているし、おやじとしては、外で気分が悪くなっている人がいないか確認するほうが大切らしい。

「人多いから、気をつけてな」

「大丈夫だよ」

　とはいっているが、おやじは片足が不自由で杖をついている。人に紛れて転んだりしないだろうか、と心配になりつつ、こそっと月餅を摘まむ。

「煎餅も用意すればいいのに」

　美味しいが、塩気が欲しいと勝手なことを思いながら、また、蜂蜜入りの飲み物を作ることにした。




　昼にかけて、碁に熱中して気分が悪くなった者が三名、いかさまだと騒ぎ立て喧けん嘩かを始めた者が二人、やじうまにぶつかって転んだ子どもが一人。

　本会場の人数は増えては減って、減っては増えてを繰り返している。中には、二度、三度やってくる者もいた。

「いかさましてるんじゃないのか？」

　猫猫はもう四度、やってきた男を見て言った。

「そんなことはないよ」

　猫猫の呟つぶやきに反応するのは羅半だ。このお祭り騒ぎの主催者はとてもほくほくした顔をしている。

（もうかってやがるな）

　大会の参加費は安いが、他で元が取れているのだろう。

　猫猫は半眼で、くせ毛の丸眼鏡を見る。

「ただ働きさせやがって」

「ちゃんと給金は払うよ、黒字が確定した」

　やはりそうか。機嫌が良さそうなわけだ。

「さっきの人は、玄人プロだよ。素人相手ならすぐ三勝上げられるさ。とはいえ、今は酒場の隅で、酒代稼ぐような人だね」

「ふーん」

　猫猫はさほど興味ないと言わんばかりに、在庫の饅頭と茶碗の数を確認する。

「もうちょっと、話題に首をつっこもうか。『えー、すごーい』とか『なんでも知ってるんですねー』、『さすがです、お兄様！』とか言えないものかね？　可愛くないぞ」

「私が言っても、おだてられたとは思わないだろう？」

「ああ。莫ば迦かにされたと思う」

　つまり、下手な世辞は最初から言わないほうがいいということだ。

「何より、おまえの場合、世辞ができる奴ほど、油断ならないと思うだろ」

「よくわかっているな。妹よ」

「……」

　猫猫は無視する。どうせ、口から生まれたような男だ。反論したところで、またうるさく言ってくるだろう。

　それはそれでつまらないと羅半は両手を広げて、肩を上げる。

「今でこそ賭かけ碁で生計を立てるような人なんだが、昔は上流階級に碁を教えていたんだよ」

　過去形ということはある程度予想がつく。

「つまり、とあるいけすかないおっさんにこてんぱんにやられたせいで、職を失ったってことか？」

「ご名答。以前、どうにか義父上の鼻っ柱へし折りたくて、とあるお大尽が試合をさせたんだよ。結果惨敗であの通りさ」

「可哀そうに」

　こうして何度も勝ち上がってはやってくるのは大変だろう。変人への挑戦権は銀十枚、破産してしまわないだろうか。

　ふと、猫猫は嫌な予感がする。

「……もしかして、この大会、やたら挑戦者が多いのは、あのおっさんに対して恨みを持っている人が集まっているせいか？」

　それなら、警備の武官が多い理由もわかる。

「半分正解。いつ刺されてもいいように、警備は怠らないし、心臓一突きで即死でもしない限り、大叔父さまがどうにかしてくれるだろう」

「そんなくだらないことで、おやじを呼びだすな」

　猫猫は羅半のつま先を踏む。

「いたたたっ！　やめい、やめい」

　怪け我が人が増えても仕事が増えるだけなので、足をどかす。

「もう半分は？」

　猫猫はしれっと話の続きをする。

　片足を上げてつま先をわざとらしく撫なでる羅半。

「……義父上に勝てる人は棋聖くらいだ。挑戦者という形であれ、勝ちは義父上に認められたということだよ」

「認められたねえ」

　他人の顔は碁石のようにしか見えない男だ。そんなちょっとしたことでも、何かのはったりには十分使える。

「そして、その噂うわさが転じて──」

　羅半が眼鏡の奥の細い目をさらに糸のようにする。

「『漢羅漢に碁で勝ったら、一度だけ願いを聞いてもらえる』なんて話になっているらしいんだ」

「……」

　猫猫は開いた口がふさがらなかった。

「誰だよ。んな、くだらないこと言っているのは」

「誰だろうねえ」

　目をそらす羅半。

　猫猫は十中八九、噂のもとがこやつだと確信する。元手がかかっている以上、銭を回収するためなら、やれることはやるつもりらしい。

「……さすがに、そんな噂話を信じる物好きがいるなんて」

　猫猫が呆れていると、新たに参加者がやってきた。

「受付はこちらでいいか？」

　頭上から、天上の音楽のような声が響いた。

「……」

　顔を上げる。

　暑苦しい覆面をつけた男が、目元を細めて笑っていた。

　受付の卓テーブルの上には、三勝の証の札が並んでいる。

　羅半は、覆面を残念そうにしながらも、男をじっと見ている。顔を隠していても、羅半には誰かわかるのだろう。

「どうぞ。参加賞です」

　猫猫は、茶と月餅を置く。なんとなく気まずい。前に会ったときの言葉が反はん芻すうされてしまう。

「茶はもらおう、菓子はいい。連れが持参するから、あとで持ってきてくれ」

「……はい。あちらの列に並んで、対戦してください」

　相手が誰かわかっているだけに、「はい」と言うしかない。

　羅半はにこにこしている。顔が整っていれば、男も女も節操がない。

「噂うわさを信じる物好きってけっこういるだろ？」

　ほら、どうだ、と言わんばかりに、羅半がしたり顔をするのでもう一度、つま先を踏んだ。




　覆面男こと壬ジン氏シの次の対戦相手は、恰かっ幅ぷくのよいおじさんだった。

　覆面の変な男にいぶかしみながらも、碁を打つ。壬氏はあっさり勝った。

「それなりにお強いと聞いていたが、かなりお強いの間違いだったようだな」

「そうかあ？」

　猫猫は一時期、壬氏に仕えていたが、それほど碁をやっているようには見えなかった。元々、器用な人なので、たしなみ程度に、普通よりは強いくらいのものだろう。

「対戦相手のおっさんが弱いんじゃないのか？」

　あまりにあっさり壬氏が勝ってしまったので、おっさんの不正疑惑が持ち上がる。

「そのようだな。運がいい」

　碁盤の前で頭を下げて、また新しい対戦相手のもとへと向かう。

「いかさまして勝ったおっさんは罰しないのか？」

「負けたら参加料をまた払ってくれるお得意さんをか？」

「……」

　どうしようもない。

「冗談だよ。どちらにしても、金さえ払えば、義父上との対戦はできるんだ。問題なかろう」

「……勝ち上がった挙句、さらに金をとっていたわけじゃなかったのか？」

　猫猫は首を傾げる。

「対戦と指南は別だろう。まあ、義父上が指南の意味を理解しているかどうか話は別だけど。燕燕にはちゃんと後日、義父上と会うようにするから」

　ちらちらと変人軍師のほうを見る羅半。

「後日？　今日、このあとでということじゃないのか？」

「うーん。そろそろ限界かもしれないかな。あの様子だと、大会が終わったらすぐ寝てしまうぞ」

　羅半は頭の算盤を弾き始める。

　おやじから、変人軍師は一日の半分寝ると聞いたことがあったが、用事が済めばすぐ眠るとなるとどこの子どもだろうか。

　突如、眠る病気があると聞いたことがあるが、あのおっさんの場合、それとは別なはずである。

「すでに前金を受け取っているかたには後日訪問すると、いや、単品で連れていくと問題があるから、なんとか一度寝かせてから起こして、いや、無理だから……」

「金の亡者め」

　猫猫は呆れた顔で壬氏に視線を移す。次の対戦相手が決まったようだ。

「あれは勝てないだろうな」

　先ほど見かけた元玄人プロのおじさんだ。

　何を考えて、こんな大会に出るのだと思いつつ、遠目で対戦を見る。覆面をつけた人物が目立つため、周りには人が集まる。

　将棋ならともかく、碁はよくわからないので、地味に受付をしたり、気分が悪くなった人がいないか見回ったりする。

（片付けて出ろよな）

　食べかすをぼろぼろこぼしている席がいくつもあるので、片付けながら回っていると、「あー」と残念そうな声が聞こえた。

　壬氏の周りにいる観客だ。勝つことをあきらめて、観戦にふける参加者も多い。

　猫猫は観客に混じっていた羅半に近づく。

「どうした？」

「悪くない打ち方だったんだが、さすがに相手が悪かったよ。うまい具合にはめられてしまって」

　つまり壬氏が負けている。

「そうか」

　そんなものだろう、と猫猫は頷うなずく。

「逆転も難しい？」

「できなくはないけど、相手がよほどのぽかをしない限り無理だろうね。そんな初歩的な失敗をするような人でもない──」

　羅半が言い切ろうとしたとき、会場がざわめいた。

　ふぁさっと、場に不釣り合いな覆面がはがれた。艶やかな黒髪が宙に舞い、着物に焚たかれた香の匂いがあたりに漂った。

　まるで天女が衣をはためかせ、天から降りてきたような──、ふざけた比喩だが本当なので仕方ない。

（久しぶりに見たな）

　後宮にいたときは見飽きるほどに見た、綺き羅ら綺き羅らしい壬氏だ。

「……っ」

　声を出そうとして、出せない人たち。

　そこにいるのは、到底、絵巻物の中でしか見られないような天上人の姿だった。

　一瞬、女性かと見まごうような美貌だが、凹凸のある喉と広い肩幅がそれを否定する。声にない声の中には、小さな落胆も混じっていた。右頬にすっと入った傷は消えることはなく、玉に瑕きずとはまさにこのことと言わんばかりだ。

　後宮という色とりどりの花たちの中ですら際立った美しさを放っていた壬氏だ。今でも、周りを呆けさせるには十分だろう。

（忘れていたが、害悪になるくらい面倒な容姿だったな）

　ぱちりと石を置く姿もさまになる。そのたびに、「おおっ」と感嘆の声が上がる。

　何を考えて覆面を取ったかはともかく、困ったのは対戦相手の男だろう。先ほどまで優勢だったのに、今は顔が真っ青になっている。

　戦況を覆されたのか、いやそうではない。

　昔、やんごとなき人たちに碁を教えていたというのなら、多少は殿上人について知っているのだろう。

　壬氏と面識があったのか、それとも、右頬に傷がある美丈夫が誰であるか、予想がついたのか。

（これは勝てるわ）

　周りはこの美丈夫が誰なのか気付いていない。皇弟の右頬に傷ができたという話は、巷ちまたでも噂うわさになっているはずだが、まさかこんなところで碁を打っているとは思うまい。

　もちろん、対戦相手以外にも、気付いた人間がいる。皆、青ざめているやら、赤らめているやら忙しい顔色ばかりだ。口に出せず、魚のようにぱくぱく口を動かすばかりだ。

（よほどぽかしないかぎり）

　そのぽかをやらかしてしまった。

　真っ青になり脂汗をたらたら流しながら、頭を下げる男。

「負けました」

　震えている。ぽかをやらかしたことが原因か、それとも、壬氏に粗相をしていないかという不安だろうか。

（可哀そうに）

　これは猫猫も手を合わせるしかない。

　なんのために覆面をしていたのだろうか。顔を出すなら最初から出しておけばいいのに、まさか相手に揺さぶりをかけるためにやっていたのだろうか。

（卑怯だな）

　しかし、これで勝ち星二つ。勝ちは勝ちだ。何も規範を破ってはいない。

　ずるい戦い方に思えるが、元々、壬氏はこういうことを平気でやる奴だったと猫猫は思い出す。散々、後宮では自分の顔がいいことを利用して、女官や宦かん官がんをたぶらかしていたのだから。

　そこに権力の一つが入ったところで、今更軽蔑するほどのことでもなかろう。

（本気で、勝ちにきてるわ）

　そこまでして、変人軍師と対決したいのだろうか。

　まさか、本当に羅半の流した噂うわさを信じているのか、と猫猫は睨にらむ。

「……!?」

　ふと、ぞくっとして後ろを振り向くと、舞台のほうから、無ぶ精しょう髭ひげのおっさんがこっちに視線を投げていた。変人軍師である。

「猫猫、少し離れてくれ。義父上が勝負に集中できない」

「ああ」

「月の君の判別ができるようになったんだよ、義父上は」

「むしろ、できなかったのか、今まで!?」

「顔の傷くらいはわかるらしい」

　人の顔が判別できないというのは本当に大変だろうに。

　猫猫は、掃除道具片手にまた持ち場に戻る。受付には新しく勝ち上がってきた青年がいて、菓子と茶を渡した。まだ若い、二十歳になったかなっていないかの初々しさだ。

　目をきらきらさせて、これから勝ち上がるぞ、と拳をぎゅっと握っていたが──。

（哀れ……）

　次の試合で、やたら眩しい同世代の青年に当たり、心をかき乱されて惨敗することになるとは、知る由もなかろう。










十七話　変人対変態







（なんか、前にどっかで見たことがあるような光景だ）

　猫マオ猫マオは周りに観客を集めている舞台上の二人を見る。壬ジン氏シと片眼鏡モノクル野郎。間にあるのは、碁盤が一つ。

　前は猫猫が変人と向きあって、将棋を指していた。猫猫と変人の五番勝負は、猫猫のずるによって勝てたわけだが──。

（勝てないだろ）

　ならば、純粋に壬氏は変人と碁がしたかったのだろうか。

　それなら、金を積めばいい話だ。

　となると、少なくとも指南ではなく対決という形にしたかったのだろうか。

　先ほどまで、変人の周りには対戦相手が数人いたのだが、壬氏がやってきたことで、空気を読んでかさっさと席を外してしまった。

　どこから聞きつけたのか、劇場の外には人が集まって覗のぞき込んでいる。中に入りたいようだが、周辺をうろついてた非番の武官たちが入口を固めているため悔しそうな顔をしていた。

（目玉だな）

　これが今日の最終戦になるだろう。

　遠巻きに見ながら、猫猫は受付の席でせっせと饅頭を数える。今からやってきても対戦はできないので、片付けをしてしまう。残りの菓子は持って帰って、医局の点心おやつにでもしよう。余らせるのはもったいない。

「すみません」

　上から声が聞こえた。頭を上げると目つきの鋭い女性がいた。

「今日はもう終わりです」

　勝手に終わらせようとしたが、どうやら大会出場者ではないようだ。女性の横には、見慣れた顔があった。

「馬バ閃センさまのお知り合いですか？」

「姉だ」

　ぶっきらぼうに言う馬閃の頭を押さえる女。

（あっ、がつっていった）

　机の端に馬閃の額が当たった。たんこぶができていてもおかしくない音だった。

「愚弟がお世話になっております。麻マー美メイと申します」

　にこりと笑うが、どこか猛もう禽きん類を思わせる。取り繕ったところで、今の行動で性格がまるわかりだ。馬閃の姉ということは高ガオ順シュンの娘のはずだが、話に聞くとおり見た目と同じくきつい性格をしていそうだ。

（あの噂うわさに聞く父をないがしろに扱う姉か）

　馬閃にも高順にも似ていないので、母親似なのだろう。

「月の君からの預かり物を届けにきました」

　そっと麻美は、猫猫に布包みを渡す。中から甘く香ばしい匂いが漂う。

（おっ、これは）

　鼻孔をくすぐる匂いがたまらない。しょっぱい物のほうが好きな猫猫だが、この香りならつい手を伸ばしたくなる。

　壬氏があとから菓子を持ってくると言っていたが、この二人のことだったのか。

　猫猫は麻美を見る。馬閃がいるしその姉というのだから、問題はないだろうが、職業柄、そのまま壬氏に食べさせるのはどうかと考える。

「念のため、中身を確認させてもらってもよろしいですか？」

（けして味見したいわけじゃない）

　仕方なく手を伸ばすのだ。

「毒見をするならどうぞ。水スイ蓮レンさまが工夫を重ねて作ったもので、味は保証しますよ」

　水蓮が作った物なら間違いないだろう。あの食えない小お母ばさまの料理はかなりのものだ。

「失礼します」

　猫猫は布包みを開く。手のひらくらいの大きさの焼き菓子が一つずつ油紙に包まれている。その中の一つを取り出す。

　紙包みを取るとさらに香ばしい香りが強くなる。乳酪バターと果実の匂いが強い。

　生地はふわっとしていて、力をこめるとすぐ潰れてしまう。月餅のように密に詰まっているわけではなく、食べて腹に軽い菓子だ。

「っふ」

　これは、猫猫は目をぱちぱちさせる。辛い物の方が好きな猫猫だが、甘い物の味だってわかる。柔らかさとともにしっとりと味が全体にしみ込んでいる。干した葡萄の風味と胡桃くるみの歯ごたえが良い。

　何より隠し味が効いている。

　思わずもう一個と、手が伸びそうになって「いかんいかん」と首を横に振る。

「さすがは水蓮さまですね。宮廷料理人とてこれだけの物が作れる人はいないのではないでしょうか？」

　妃の茶会や緑ろく青しょう館かんでの毒見、味見で舌が肥えた猫猫を唸うならせるものだ。どこへ出してもおかしくない。

「ええ、私も貰もらってしまったわ。子どもたちも大喜びよ」

　麻美がどこか誇らしげに笑う。

「確かに美味いが、そこまで言うほどの物なのか？」

「味音おん痴ちは黙ってて」

「馬閃さまの舌は大味そうですよね」

　二人に言われて、馬閃は少し不機嫌そうな顔をする。

「では、壬氏さまのところへ持っていってください」

　できれば変人には近寄りたくないので、麻美に任せようとしたが──。

「私は部外者ですから、壇上にまで上がれません。どうか、持っていってください」

「馬閃さまは？」

　壬氏のお付なら問題ないだろうと馬閃にふる。

「じゃあ、私が──」

　馬閃の頭が麻美によってまた押さえつけられ、鈍い音が響いた。たんこぶ二つ目だ。

「あなたが持っていってください。壬氏さまに頼まれましたので」

「……わかりました」

　猫猫はしぶしぶ受け皿を用意し、菓子をのせる。盆にのせて、舞台へと向かう。

　遠巻きに見ている人たちの間を押しのけていくと、舞台には壬氏とおっさんの他に、二人いた。一人は羅ラ半ハン、猫猫と違い碁がわかるようで、眼鏡を押し上げながら盤を睨にらんでいる。もう一人は知らない男だ。初老で、きりっとした装いをしている。着ている服から、上流階級の人間とわかるが、官僚という雰囲気ではない。

（文化人っぽい）

　どこか世俗離れした雰囲気が漂っていた。

　舞台の周りには警備として非番の武官が囲んでいる。周りの観客が邪魔しないようにしているのだろう。

　猫猫は武官らしき男に言って、羅半を呼んでもらう。

「何か用か？」

「壬氏さまの菓子を持ってきた。ところで、今、どんな感じなんだ？」

　遠目からだとわからない。何より見ても戦況なんてわからない。

「まだなんとも言えないな。壬氏さまは定石通り打って、悪くない試合運びだ。さらに黒石で、こみ無しでやっているから、有利なはずなんだが──」

「なんだが？」

　どことなく壬氏贔びい屓きな言い方だ。

「義父上が怖いのは中盤からだ。いきなり仕掛けてくるし、しかも定石とは外れた手が多い。こみ無しだろうがなんだろうが、一気に覆してくる」

　なんとなくわかる。変人軍師は、いかに戦法を知っているか、という型タイプではなく、どちらかといえば思いつきで行動し、しかもそれがなぜか正解を引き当てるほうだ。

「ただ……」

　羅半は首を傾げる。

「いつもより仕掛けるのが遅い気がするな」

「ふーん」

　猫猫はどうでもいい。どちらが勝とうが関係ないが、壬氏が勝ったほうが面白い。周りとて、挑戦者が勝ったほうが盛り上がるだろう。

　ただ、壬氏が何を考えて今、試合をしているのかが不明なところが気になるが。

「あそこにいる人は誰？」

「あのかたは、棋聖だよ。主上の碁の指南役でもある」

　たしか、現在この国で唯一変人より強いと言われている人だ。

「とりあえずこれ持って行ってくれ」

　猫猫は菓子を羅半に押し付けようとしたが、受け取ってくれない。

「おまえが頼まれたんだ、自分で持って行くように。台の空いているところに置いてくれ。碁桶の近くはやめてくれ。石と菓子を間違えて掴つかんでしまう」

「……わかった」

　猫猫は仏頂面で舞台に上がる。

　周りから注目されているようだが、盆に菓子をのせている時点でただの茶汲みと認識された。ただ、変人が一瞬こちらを見て、にへらっと気持ち悪い笑いを見せたので無視する。

（空いているところに置けと言われても）

　場所がない。碁盤があり、互いに利き手側に碁桶が置いてある。壬氏は右側に、変人は左側に。同じ側に碁桶があるので、変人の右手、壬氏の左手側に菓子を置くべきなのだが──。

　大きな皿に山盛りの饅頭やら月餅やらある。本来、壬氏の菓子置き場まで占領していた。

「……」

　菓子盛りを横にずらしても、皿を置く隙間はない。

　猫猫は仕方なく、碁桶がある側の隙間に置く。碁石と間違えて掴まないように、真ん中の空いた場所に置いたのだが──。

　置いた瞬間、手が伸びた。手はそのまま無ぶ精しょう髭ひげが残る口元へ向かい、一口で吸い込まれる。

「……」

　呆れるより他ない。変人軍師は壬氏の菓子を何食わぬ顔で食べてしまった。

　咀そ嚼しゃくし、嚥えん下げし、そして指先についた油を舐なめている。

　物足りなそうな顔をして猫猫を見ても困る。

「猫猫」

　壬氏が呼ぶ。

　変人軍師の顔がぎゅっと険しくなる。

　ここ最近、やっと名前で呼ばれるようになったが、なんだか微妙な気分だ。

「追加の菓子を頼む」

「……わかりました」

　どうせ、変人に食べられるだけだろう、と猫猫はあるだけ皿にのせていこうと思う。余ったらもう一つ食べたかったが仕方ない。水蓮は焼き菓子の調理法を教えてくれないだろうか。

　さっさと試合が終わってくれないものかと考えながら、舞台を降りる。




　劇場の賑わいに比べ、外はずいぶん静かになっていた。

　日が傾いてすぐ暗くなり、空気が冷えている。参加者は碁盤を片付けており、周りの屋台も店じまいをしていた。

　熱気が残るのは劇場の中のみで、しかも、壬氏と変人の一騎打ちだけだ。

（みんな、賭かけでもしているのか？）

　しているなら、大穴の壬氏に小銭をかけさせてもらいたかったと思う。

　馬閃と麻美の姉弟は、先ほどまで観客に混じっていたがいつのまにか弟のみになっている。麻美は子どもが待っているとのことで帰ったらしい。

　姚たちも片付けがひと段落したらしく、観戦している。燕燕は目をきらきらさせていた。

　自分に興味がない分野に、皆が熱中すると、疎外感が半端ないと猫猫は感じる。

　皆、固かた唾ずをのんで食い入るように見ていたが、わっと声が上がった。

（試合終了か？）

　終わったなら終わったでさっさと帰ろう、と舞台に向かうと──。

　まだ、二人は座についたままだった。

　周りを見渡し、姚たちに近づく。

「試合は終わりましたか？」

「まだよ」

　姚が答える。

「ええ。でも、もう投了かもしれないです」

　燕燕は劇場の壁を指す。大きな紙に碁盤目が書かれて、壁に貼り付けてあった。横では、羅半が筆を持ち、碁石を書き加えていた。

　遠目にはわかりづらいから見えるように配慮したのだろう。こういうことばかり気が利く奴だ。

「挑戦者の負けですか？」

「……いえ。月の君の勝ちかもしれません」

　燕燕が首を横に振る。どこか憎らし気な言い方なのは、燕燕は壬氏のせいで姚から引き離されたことがあるからだろう。この国では貴重な、政治面とは関係なく壬氏を疎む存在だ。

「さっきの一手、羅漢さまが致命的な失敗をしたと思います」

　信じられない、と言わんばかりの燕燕。耳障りな名前が聞こえるが我慢する。

「致命的？」

「元々、羅漢さまは危うい戦法をとられるかたです。いわば、綱渡りをして最短距離を走るような。なので、負けるときはいつも競り負けではなく、綱から足を踏み外したような後戻りができない手を打つんです」

「……猫猫、わかる？」

「私にはさっぱり」

　姚も碁はあまり興味ないらしい。ただ、壬氏の顔には興味があるらしく、少し頬を染めながら、「だめ、だめだめ」と否定している。今は仕事に生きたいらしい。

　燕燕の表情が壬氏をさらに疎ましげに見るものへと変わる。

「簡単に言えば、羅漢さまは自爆したと言えばいいでしょうか」

「あっ、わかりやすい」

　自爆とは変人軍師らしい。

「ともかく、これから逆転するには、さらに攻撃的な危うい手を打たねばならないのですが──、今日の羅漢さまは体調がすこぶる悪いようですね」

「……」

　燕燕の言う通りだ。顔色が悪い。あとなんだか眠そうだ。

「珍しくここ最近は仕事を頑張っていたようだし」

　碁大会を開くために、壬氏からだいぶ多くの仕事をふられていたみたいだ。

「寝る時間もいつもよりかなり少なかったようだし」

　それでも人並には寝ているだろうが。睡眠不足は、判断力の低下につながると、徹夜続きの壬氏に何度か言った気がする。

「昨日から、ひっきりなしに碁ばかり打って」

　時に、三人打ち、四人打ちをしていた。考える量が多いと頭は疲弊する。

　挙句。

「あの菓子も原因かな」

　猫猫は、麻美が持ってきた菓子を思い出す。柔らかくしっとりした生地に、風味が強い乾燥果実が入った大変美味な菓子。

　甘い物がそこまで好きじゃない猫猫がとても美味しいと思った理由は──。

（隠し味は強めの蒸留酒かな）

　酒の香りが乳酪バターの匂いにかすかに混じっていた。焼くことで酒精アルコールの多くは飛んでしまったが、果実にしみ込ませた分はまだ残っている。

　酒に弱い変人軍師なら、倒れるほどではないにしろ、酔ってしまうかもしれない。

（……あの男）

　もしかして狙ったのではないだろうか。

　そうなると、また別の面が出てくる。

『碁桶の近くに置くな』

　羅半の言葉、あれは変人軍師の手に届く場所に置くために言ったのではないだろうか。変人軍師のことだから、猫猫が菓子を持っていったら横取りするだろうと。

　猫猫は額をおさえる。まんまと利用された。別に損害があるわけではないが、なんか悔しい。

（羅半まで仲間につけていたか）

　顔はいいが、性根はどこまで悪い男だろうか。しかし、羅半も身内を裏切りすぎじゃないだろうか。

（なんか薬の一つでももらわないと気が済まない）

　と、同時にそこまで前準備をしてまで勝ちに行こうとした理由が気になる。

　変人軍師が関係しているとして、一瞬、悪い予想をした。

（まさか）

　さすがに他の理由でなければ、周りをここまで巻き込んでまでやることはないだろう。

　考えているうちに、変人軍師がぱちんと碁石の音を立てる。

（もう勝ち目はあるまい）

　何ともいえない空気が周囲に立ち込めていた、そのときだった。

　激しく劇場の扉が開いた。大きな足音を立てて、偉そうな初老の男が入ってくる。

　入口の武官たちは止めようとしたが、跳ね除けられた。

「漢医官、漢医官はここにいるか！」

　ぶしつけな態度で叫ぶ初老の男。後ろには、見覚えがある同じ顔が二つ並んでいた。

「あれは」

　以前取り調べをした女癖の悪い三つ子だ。

「どうしましたか？」

　舞台の横で椅子に座っていたおやじが立ち上がる。杖をつき歩くが、遅いと言わんばかりにずかずかと観客を押しのけておやじの前に立つ。

　猫猫はおやじのもとに行こうとしたが、近くに武官が並んでいるのを見て、立ち止まる。

「おまえのせいだ。息子が、息子が！」

「一体、何があったのです」

　息子、確かに一人足りない。もう一人はどうしたのだ。

「これだ」

　初老の男は卓テーブルの上に布包みを置く。開くとそこには──。

　人間の指が二本入っていた。

　周りから、悲鳴が上がる。

「息子を探しだせ！　おまえのせいで、息子が死んだらどうするんだ」

　叫びながら、おやじに命令した。










十八話　指の持ち主







　いきなり乱入してきた男は、例の三つ子の父親で、名を博文ブォエンというらしい。名前の割に落ち着きがない性格で、彼の乱入騒ぎで試合は中断せざるをえなかった。

　壬氏と変人の存在には気付いていたようだが、それどころではない理由があった。

「これが息子さんの指だと……」

　騒ぎで観客は帰され、劇場に残ったのは関係者のみだ。

　普段の変人軍師なら試合の邪魔などさせなかっただろうが、今日はよほど体調が悪いらしい。気が付けば碁盤に顔を突っ込んで眠っていた。

　現在、劇場の隅で、お付の官が世話をしている。おやじのかわりに猫猫に看てくれ、と言いたそうな表情をしていたが、睨にらむと黙ってくれた。

　かわりに燕エン燕エンたちがやってきて引き受けてくれた。二人が関係者かどうか言われると微妙だが、そのまま居座っている。おかげで猫マオ猫マオも脱出する機会を逃してしまった。

　姚ヤオは卓テーブルの上の指に気を失いそうになっていた。だいぶ慣れたとはいえ、切断面を見るのは抵抗があろう。乱入者に変人がこんな様子では、試合の再開も先になろう。

「ちゃんと記録してあるので問題ないです」

　羅半は「落ち着いたら、続きを」と壬氏に言っていた。壬ジン氏シは少し決まりが悪そうな顔をしている。せっかく、万全に勝ちを取ろうとありとあらゆるせこく卑怯な行為をしたり顔でやってのけたというのに。

（さすがに、あれだけの大差を付ければ、変人が勝てることもあるまい）

　羅半は義父を負かせようとしているのがわかった。

　実父、実祖父を売るような男なので、利害が一致すれば養父の一人くらい売るだろう。

（ここは追及すべきか）

　いや、そこを追及しても話が長くなるだけだ。

　猫猫はそれよりもおやじに突っかかる博文が気になった。

「どういうことか説明してくれないかね？」

　博文は二人の息子におさえられていた。

　いきなり乗り込んできた三人はどう見ても場違いで、おやじに暴力を振るおうものなら、取り押さえられてもしかたない。壬氏は何とも言えない顔で残っている。試合が消化不良になり、どうにも微妙な顔をしていた。

「話してもらおうか。こちらとて、水を差されたんだ。相応の理由はあるのだろう？」

　壬氏にしては珍しく怒りを声に滲にじませている。

（あれだけ下準備をしてきたのだ、怒るのも無理はない）

　博文という男は、壬氏の言葉に逆らうほど、理性はとんでいないらしい。うまく口に出せないようで、代わりに後ろの三つ子の一人が口を開く。

「兄、二哥が見つからないんだ」

　二哥、二番目の兄、つまり三つ子の真ん中ということか。先日、他所の女性に手を出して、色々訴えられた男だ。次男を兄と言うのだから、この男が三男だろう。

「三日前から見つからない。今朝、この布包みが家に届いた」

　もう一人、消去法で長男が布包みを開く。指は成人の男のもの。ここにいない次男のものだという。長男はどこかで怪け我がをしたのだろうか、手の甲に赤い筋をつけていた。

「よく見せてください」

「なんだ、おまえは！」

「黙って見せてやれ」

　博文が怒鳴るが、壬氏が睨にらむと静かになる。

　関係者とは言えないが、事情は知る。姚たちも同じく。

　しかし──。

（あの人まで残るのはどうだろうか？）

　壬氏たちの試合を見ていた棋聖とやらだ。

　何食わぬ顔で椅子に座っている。あまりに堂々としているので、博文親子は何も言わない。

　言いたいことはたくさんあるらしいが、壬氏の目がある以上、心を落ち着かせて説明する必要がある。博文は大きく深呼吸をすると話を続ける。

「おまえのせいで、息子は捕まった。それだけじゃなく、過去に被害にあったという訴えが相次いだ」

　自業自得だ。三つ子の二人が目をそらす。きっと、自分たちのやらかしたことも次兄になすりつけたのだろう。大体、最初に変人軍師がおやじに面倒ごとを吹っ掛けてきたのだ。直接、変人に言えばいいのに。

　もしくは、変人に言おうとしたが気後れして、おやじに転嫁することにしたのか──。

（むしろ、おやじに喧けん嘩か吹っ掛けるほうが、怖いのに）

　父親は息子の心配をしているが、今更な話だ。今まで放ほう蕩とう息子どもを庇かばっていたようだが、教育を間違っていたことに気付かないものだろうか。

「その中の誰かが、息子をさらったと？」

「そうに決まっている！」

　おやじの質問に、博文は大きく卓テーブルを叩いて返す。

「誰か見当はついていますか？」

「わかるわけなかろう。いちいち、子どもの行動を監視するのか！」

（したほうが良かったんじゃないのかねえ）

　猫猫は切られた指を観察する。断面はもう黒ずんでいる。

（新鮮な状態ならつなげられたのだろうけど）

　それ以前に、死んだあとに切断されたものではないだろうか。

　生きているときと、死んだときでは人体を切断するときに差異がでると聞いたことがある。おやじならわかるだろうし、何より、指を見る悲壮な表情が何かを物語っていた。

　それと、もう一つ。

（爪が変色している）

　真ん中あたりが黒いような青いような色に変わっている。

「……」

　猫猫は姚と燕燕の袖を引っ張る。

「どうしたの？」

「お茶くらい出すべきかなって。手伝ってください」

「ああ、そうね」

　三人も必要じゃないが、姚を誘えば燕燕が来るし、燕燕だけを誘うと姚がむくれるので仕方ない。

「でも、お茶ってあったかしら？　生姜湯ばかり作ってたけど」

「ありますが、もう少し上等なものが良いかもしれません」

　ちらりと壬氏を見る燕燕。彼が誰かわかっている以上、変なものは出せない。好意はないが、それくらいの気遣いができる有能な官女だ。

「帰らないのかしら？」

　姚が壬氏を見る。

「変なことに首を突っ込むのが好きですから、仕方ないと思いますよ」

　燕燕はさすがに容赦ない。聞いていてひどいなあ、と思いつつ、そういえば自分もよく言っていたことを思い出す。

「果実水ジュースの類ならたくさんあったわよ。羅漢さまにと差し入れで。でも、客人に出すものではないか」

「果実水ですか」

　猫猫は顎あごを撫なでる。

（むしろ好都合かも）

「葡萄水はありますか？」

「あったと思います。玻は璃りの美しい瓶に入れられていたので品質も良いのでは」

　燕燕が舞台裏を見る。

「じゃあ、それでいきましょうか」

　猫猫は舞台の裏側の控室へと向かう。

「えっと、勝手にいいの？」

　心配そうな姚。

「たくさん貰もらっているんですよね。寝ているから一本くらいとってもわかりませんよ」

「……猫猫がいいって言うならいいんじゃないでしょうか」

　燕燕も賛成するので、置いてある貢物を漁ることにした。




　杯に入れて人数分用意して戻って来るが、話し合いは平行線のようだ。

　博文が怒鳴り散らし、おやじが黙って話を聞く。

　壬氏は何をするわけでもなくじっと座っているが、指先が碁石をつまむ形をしているので、次の手を考えているのだろうか。

　棋聖は表情が読めないままだ。なんでいるのかわからない。

　羅半は、一応残っているが、大会の後始末で大変そうだ。物理的な後片付けもそうだが、すでに前金を取っていたようで、変人の指南についてどうするのか文ふみを書いている。

「どうぞ」

　姚と燕燕が果実水を配る。

　羅半は一瞬「酒か？」と鼻白んだが、匂いを嗅かいで果実水だと気づいたらしい。変人と同じく酒にはあまり強くない。酒によく使う器に入れたので間違えるのも無理はなかろう。

　燕燕が三つ子の長男、だと思われる男に杯を差し出したときだった。

　ぱあんと、杯が弾かれた。

　赤い液体が宙を舞う。床に金属の杯が落ちてからからと転がっていく。

「にいさ……」

　末っ子が苦々しい顔をしている。

　燕燕は赤い滴を頭からかぶったが、表情は変わらない。

（姚じゃなくてよかった）

　だとしたら、燕燕が怖い。自分に果実水をかけられたところで微動だにしない燕燕だが、お嬢様になると人が変わる。無論、女好きとわかっている男の前に立たせるような真似は、燕燕はしない。

「失礼しました。好みがわからなかったもので」

　淡々とした動きで片付ける燕燕。猫猫はあえて二人に配ってもらった。

（やっぱり）

　おやじの顔のしわが濃くなる。悲しそうに眉毛が下がっている。

　猫猫が気付いているのに、おやじが気付かないわけがないのだ。

　おやじは小さく息を吐いて椅子から立つ。

「葡萄酒は嫌いなのですか？」

　長男におやじが聞いた。

「……いや」

　どこか歯切れが悪い。

「葡萄酒は好物だろう？」

　博文が首を傾げる。

「いや、そんなこと今は関係ない。それよりも息子を探し出せ。さもなくば──」

「息子さんの場所はもうわかりました」

　おやじが悲しそうに首を横に振りつつ、顔を上げる。

「ど、どこだ！」

「息子さん、いなくなったのは、二番目の息子さんでよろしいんですね」

「そうだ！」

　おやじではないが、猫猫も物悲しい気持ちになる。

　この迷惑な博文という男は、子どもが本当にいなくなったと思っている。

　だが、肝心なことがわかっていない。

（子どもの見分けもつかないなんて）

　おやじが指すのは、杯をひっくり返した長男だった。

「君は正直に話したほうがいい。お兄さんのふりをしていても、いつまで誤魔化しきれるかわからないだろう」

　長男と名乗っていた男と、末っ子が顔色を変える。

　猫猫は記憶をたどる。三つ子から話を聞いたのはひと月と少し前くらいだった。

　猫猫は筆記に忙しかったが、長男の顔色が悪かったのを覚えている。時折痙けい攣れんし、ぎゅっと拳を握っていた。その時は、深く考えずただ体調が悪いと思っていた。

「……どういうことだ？」

　博文は本当にわけがわからないようで三つ子を見る。

「消えたのは一番上の息子さんです。詳しいことは、今いる二人の息子さんに話を聞けばよろしいかと」

「何を言っている！　意味がわからないことをいって誤魔化すつもりか！」

　博文は立ち上がり、おやじにつかみかかろうとする。だが、武官が間に入ってとめる。

「そうだぞ！　いきなり何を莫ば迦かなことを言い出す」

　末っ子が顔をひくひくさせて叫んだ。

「莫迦もなにも、本当のことです。あなたたちが一番わかっているはずですけどね」

　思わず猫猫も前に出てしまった。口にして、「やってしまった」と半歩下がる。

「どういうことか私にもわかるように説明してもらおうか？」

　壬氏がようやく口を開いた。隣にいる棋聖も頷うなずいている。

　このままでは埒らちが明かないと思ったのだろう。さすがに、壬氏を見ると冷静になる。

「申し訳ございません。まさか月の君がいるとは思わず」

「乱入して私の対戦の邪魔をしたのだ。いいからここで話をはっきり聞かせてもらえねば、こちらとて気がおさまらない。おまえの言いたいことはわかるが、しばし黙っていろ。話が進まない。あと、後ろの二人、逃げ出そうなんて考えるな」

　壬氏はしっかり釘を刺している。

「羅ルォ門メン。おまえが言いにくいのであれば、弟子に語らせてもよいか？　有能な弟子は、答えに行きついているようだからな」

　さらに、余計なことを言ってくれる。

「間違っていたら、師匠らしく答え合わせをしてやればいい」

「……猫猫」

　おやじが見る。無理をする必要はないと目が語っていた。

（おやじに任せてもいい）

　だが、おやじは優しすぎる。その優しさ故に、相手に温情をかけてしまう。たとえ、屑くずのような三つ子であろうとも。

　おやじは頭がいいので、猫猫には思いつかない言い訳を考えて三つ子たちを庇かばうかもしれない。もしくは、真実を博文に伝えるのを否とするかもしれない。

　砂シャ欧オウの巫女のときのように──。

　猫猫は前に出る。

「わかりました」

　どこから説明しようかと考え、まず指を確認する。

　指の主はもう死んでいる。なぜ、死んだのか、殺されたのかという話から始めれば。

「この爪に注目してください」

　変色した爪には、白い線が何本も入っている。しかし、切断された指を凝視するのは、大人でも気持ちが良いものではない。姚が顔を引きつらせながら見ている。

「この爪の色は、毒を摂取したことを示しています。おそらく砒毒か鉛毒のどちらかではないかと」

　化粧品店の女主人と同じだ。

「鉛毒」

　猫猫は、博文を見る。

「一番上の息子さんは、葡萄酒がお好きだったんですね」

「……ああ。たしか」

「安酒の葡萄酒が好きだったのではないでしょうか？」

　猫猫は思い出す。前に、おやじに言われて調書を取ったとき、長男は安酒を飲みに行っていたと、供述していた。

　街中には安くて美味い葡萄酒がたくさん出回っている。猫猫も試飲しようとして、飲みそこなったことを思い出す。

（あの時飲んでいれば──）

　猫猫だったら気が付いたかもしれない。

　葡萄酒は、長時間保管すると酸っぱくなる。葡萄を発酵させると酒になるが、さらに進むと酢に変わってしまう。

　遠方より取り寄せた葡萄酒は長時間の輸送で酸っぱくなることもあろう。しかし、市場に出回っているのは甘口の酒だった。

　猫猫は壬氏を見る。

「葡萄酒は鉛と混ぜると甘くなるのだったな」

「はい」

　前に話していたことを覚えていたようだ。

　ここからは猫猫の仮定の話が入る。おやじはいい顔をしないはずだが、否定もしないと思う。

「ここ数か月、西からたくさんの隊商キャラバンがやってきて、葡萄酒が大量に入ってきました。しかし、たくさん入れば粗悪品もあります」

「何が言いたい、結論を──」

「黙っていろと言っているだろ」

　壬氏が博文を静かにさせる。

　猫猫としては、結論に至るまでの経過を説明しておきたい。

「粗悪品は酸っぱく売れない。安く買い取った業者は、どうにかして売ろうとする。そこに、酒を甘くする材料が大量に余っていたら？」

　猫猫は周りを見る。

　おやじは気付いているが答えるつもりはない。燕燕も気が付きそうだが、考え込む姚をじっと観察して忙しいらしい。

「その点なら対処している。白粉の材料を酒の甘味料にしていた業者は、取り押さえている。市場には出回った酒しか残っていないはずだ」

　答えたのは、壬氏だった。

「さすがです」

（当人が禁止したんだから気付くよな）

　酒に鉛を混ぜて甘くして売る。

　本来売れない二つの物を組み合わせることによって、安くて美味い酒が出回り客は喜ぶ。もちろん、毒とは知らずに。

　飲み続けていたとすれば、毒は爪に現れてくる。

　調書をとった時点で、長男の様子がおかしかった。あれから飲み続けていたら、体の調子は良くないはずだ。

　次男は調書のときは健康そのもので、記憶にある限り指先に毒葡萄酒の痕跡は出ていなかった。猫猫の記憶が曖あい昧まいでもおやじはしっかり覚えているはずだ。

「爪はひと月に一分三ミリほど伸びます。調書のとき、すでに指先に白い線が入っていたはずです」

　猫猫はおやじを見る。

　おやじは困った顔をしたまま口を開く。

「三つ子のうち一人だけ指を隠している者がいました。他二人は、爪になんら異常はなかったはずです」

「次男の指に異常はあったのか？」

　壬氏がおやじに問う。

「いいえ。なので、切断された指の持ち主は少なくとも次男ではありません」

　おやじははっきり言った。指については、確証があるのだろう。

「長男はここひと月ほど体調がすこぶる悪かったようですね。仕事をたびたび休んでいたそうですよ」

　口を出すのは羅半だ。いつのまにか武官たちに調べてもらったらしい。

「まったく別人の指だという可能性もありますが、状況を考えるに、長兄の指だと推測するのが妥当かと思います」

　猫猫は同じ顔の二人を見る。

「次男と間違って長男がさらわれたのでしょうか？　なら、なぜさらわれたのは次男ではないと否定しなかったんですか？」

　猫猫はあえて首を傾げる真似をした。

「……」

　視線を猫猫からそらし、顔を見合わせる兄弟。

「自演だと白状してはいかがですか？」

「じ、自演だと！」

　博文のおっさんは、わかりやすく反応してくれる。

「はい。自演入れ替わりに、何の意味があったのか。理由は、長男の死に関与しているからではないですか？」

　猫猫の声に周りはざわめく。おやじだけは、悲しそうな顔で三つ子の二人を見ていた。

「な、何を言っているんだ？　意味がわからない」

　自称長男、おそらく本物の次男が白を切る。ここで認めれば何もかも終わりだとわかっているはずだ。

　しかし、博文もまた疑いの目で自称長男を見ている。

「質問があるのだが」

　ふと声が上がった。誰かと思えば、棋聖が手を上げていた。

「はい」

　周りが何も言わないので、まるで老師せんせいのように当ててみる。

「もし三つ子の誰かが入れ替わっていたとして、もう一人の三つ子が気付かないものだろうか？」

「ええ、いくら三つ子がよく似ていても、同じ三つ子を騙だませるとは思えません。実の父親が気付かなくても──」

　博文を揶や揄ゆするように言ってみる。

　もちろん、三つ子がいくら似ていてもばれるのは時間の問題だろう。人間、同じ顔だからといって何でも一緒というわけではない。

「長男と次男が入れ替わっていることに、三男は気付いていたということでいいのかい？」

「はい」

　猫猫は横目で三つ子を見る。何か言おうとしているが上手く言葉が見つからないようだ。

「なんでまた？」

（本当は気付いているんじゃないか？）

　棋聖というだけあって、頭がまわりそうだ。その質問の答えは周りに説明しやすいものだ。

　あえてやっているのかもしれない。

「二番目の息子が消えれば、罪を清算できるからです。でしょう？」

　猫猫が、長男、いや次男を見る。

　睨にらみつけてくるが、言い返すこともできずに拳をぎゅっと握っている。

「……ほ、本当か？」

　博文が二人の息子を見る。

「見てわからないですか？　息子の顔の判別ができませんか？」

「……」

　博文は目を凝らしている。

「……猫猫」

　おやじが声をかける。

「失礼しました」

　猫猫がそっと後ろに下がる。

「では、残りの二人は、どこに長男がいるのかわかっているのだな」

　壬氏に言われると、口を開くしかない。美人の顔は迫力がある。

「……あ、兄さんは」

　口を開いたのは三男だ。

「ぼ、僕はやってない。やってない！　二哥がやったんだ」

「お、お前、裏切るのか！」

　本物の次男が三男の衿を掴つかむ。

「大体、あんたがへましたのが悪いんだろ！　どこぞの娘を手ぇ出して。あと腐れのない女にしておけばよかったんだ」

「おまえがそれを言うか！　むしろ、面倒くさいのばかり手を出しているのはおまえだろうが！」

　兄弟喧げん嘩かを始めた。

「つまり二人で長男を殺したんですか？」

「殺したのはこいつだ！」

「いや、こいつだ！」

　どっちがどうやったのかわからない。ただ、おやじは気が付いているようで、じっと切断された指を見ている。

　爪には白い線が何本も並んでいる。その先に、垢が詰まっていた。

「……？」

　猫猫はじっと爪の先を見る。汚れて見えるが、よく見ると皮膚のようだ。

「もう弁明はできないと思いますよ」

　猫猫が次男の手を掴つかむ。手の甲から手首にかけて赤い線が走っていた。ちょうど爪で引っかかれた形だ。

「こ、殺したんじゃない……。勝手に、勝手に転んだんだ」

　次男は顔を引きつらせる。視線の先には、先ほどこぼした葡萄水の杯がある。

「葡萄酒、葡萄酒がいけなかったんだ。最近、ずっと大哥はおかしくて……」

　三男もたどたどしく話し始める。

　二人の話をまとめると、長男はここのところずっと体調不良で、なおかつずっと不機嫌だったという。

「いきなり怒り出したり、叫びだしたり。でも酒はやめなかった」

　中毒症状の中には、気がふれてしまうこともある。爪の状態から重度の鉛中毒だと察することができる。

「兄貴がどうなろうと俺は関係ないって思ったよ。だけど、あまりに大騒ぎしているもんだから、近くにいたこいつと一緒に離れの兄貴の部屋に行ったんだ」

　長男は部屋で暴れていた。そして、部屋に入って来た二人にいきなり飛びかかってきた。

「わけがわからなくて、払いのけた。それでも飛びかかってきて」

　手の甲の傷はその時できた。

「払いのけただけだったんだ」

　長男は後ろへ倒れこみ、頭を卓テーブルの角で打った。

「なんだと、おまえら！」

　博文が次男を掴む。

「何をやったのか、わかっているのか！」

「何言ってんだ。あんたが散々、俺らを放置したからだろ！」

　どっちもどっちの話だ。

「すぐ誰かを呼ぼうと思ったんだ。でも、二哥が──」

　三男が、次男を見る。

『俺が死んだことにしよう。そして、俺が兄貴になる』

　そのためには、証拠が必要だと。

　死体は埋めて、指だけを切断して送った。脅すような文面を書いておけば、容疑者はいくらでも浮かび上がるから、撹かく乱らんになると。

　死体の指を切断し、脅すような文面とともに家に届けたと。

（よりによって指をだしたか）

　いや、首だろうが足だろうが、どんな症状か判断できただろう。さすがに耳ならわからなかったかもしれない。

（そのうちばれるかもしれないのに。余程切羽つまっていたんだろう）

　死人に対して冥福を祈る気持ちを持ちたいところだが、今回ばかりは自業自得の面が強い。おやじだけは悲しそうに指を見ている。

「この恥さらしどもが！」

　博文が声を荒立てる。

「親父に言われたくねえ！」

　卓テーブルを叩く次男。

「大体、三人とも庇かばえないとなると、俺一人にすべての責任押し付けやがって。一番手癖が悪かったのは兄貴だったんだぞ！　おまえもそうだ！　誰が親父の妾めかけに手を出したとき、誤魔化してやったと思っている！」

（三男が協力したのはこれが理由か）

　猫猫は納得した。

「おい、今の話本当か！」

　博文が、三男に鼻息を荒くして食ってかかる。

「ああ、今可愛がっている三歳の妹、あれ、こいつの子だぜ？　女の子は初めてだから可愛がっていたよなあ。残念だが、初孫だよ」

「二哥！　それ、言わない約束だったろ！」

「本当か、本当なのか！」

（くっだらねえ）

　猫猫だけでなく他の全員が同じように思っているだろう。

（死んだからって指を切るのは）

　猫猫は死んだら死んだ、死体がどうなるかなんて本人にはわからないと思っている。

　ただ、見ている分にはなんとも醜い話だと、呆れるしかなかった。

（一番かわいそうなのは──）

　散々準備して、なりふり構わず姑こ息そくな手段を使って、あと一歩のところで試合を中断させられた壬氏だろう、と不機嫌そうな貴人を見て猫猫は思った。










十九話　棋聖







　大きく息を吐き、壬ジン氏シは詰めに入った碁盤を見る。

　ため息をつきながら、壬氏は先日、碁の指南役に言われたことを思い出していた。




「おそらく無理でしょうな」

　帝から借りた碁の指南役は、見た目によらず率直な発言をする人物だった。

「せめて私に一勝でもしない限り、なんの希望もありませんよ」

　表情が読めな顔で棋聖は、ぱちりと白石を置いた。

「んぐっ」

　ぐうの音も出ないというより他ない。いい勝負かと思いきや、たった一手で覆される。

　わかっていたことだ。壬氏は器用貧乏というものらしい。大体のことはある程度できる、できるがそこは他人よりいささか優れているだけ。突出しているわけではない。

　秀才と言われても、天才と呼ばれることはない。

　それでも、何もしないよりはましなのだが。

「しっかり定石は読み込んでいる。だが、そこから外れた発想は凡人の域を出ず、見たことがない手を見ると焦る」

「……歯に衣着せぬな」

「それがお望みだと言われたではないですか」

　ぱくりと水スイ蓮レンが用意した饅頭を食べる棋聖。見た目の風流さとはかけ離れているように見えるが、碁打ちにとっては甘味を食らうのは常識らしい。考えると甘い物が欲しくなる。それが理由で、とある変人軍師も甘い物ばかり食べているのだろうか。

　帝より棋聖を借り受けてから数日、ひたすら仕事のあとに碁を打っている。

「才がない」

「手が単純すぎる」

「優等生のつまらない打ち方」

　散々言われた。

　前置きで容赦しないでくれと言ったが、本当に容赦がない。

　他の相手にもこんなことを言っているのかと聞いたら「言って私を罰することがない人を選んでいます」との答えだ。抜け目がない。

「そんな様子で、あの変人に勝てますかな？」

　発破のかけかたもうまい。

　壬氏は黒石を持ち、正解がどれか悩みつつ碁盤に置く。

　壬氏が棋聖にこうして指南役をやってもらっているのは、変人軍師こと羅ラ漢カンに勝てる相手がこの人しかいないからだ。

「勝てないと今言ったところだろう？」

「ええ、勝てません。月の君は実直すぎるのです。実に正直と言いましょうか」

　褒めているというよりも貶けなされている気がしてならない。

「それでも勝つ方法が知りたいと模索している」

「私とて教えるためにやってきております。ですが、完全には無理です」

　もう一つ饅頭を食はむ棋聖。

「百に一つでもいい。勝てるようにしてくれ」

「万全の状態の羅漢殿を倒すのは私とて半分切ることもある。私が万全であっても」

「……意味がわからないが」

　棋聖は羅漢よりも強い、ゆえに棋聖と呼ばれている。

「いえ、わからなくはないですよ。月の君は丸腰で一人、熊と対峙したとき勝てると思いますか？」

「無理に決まっておろう」

「狼なら？」

「……状況次第では勝てるかもしれないが、難しいだろうな」

「犬なら？」

「なんとかやれると思う」

　狩りのときに教えてもらったことだ。人間は、その大きさよりも存外弱い。道具を持ってこそ勝てるだけであって、素手なら犬一匹に勝てるか勝てないかくらいだそうだ。

「何があれば勝てると思いますか？」

　棋聖は石を置く。

　壬氏の手などお見通しともいえる動きに、また唸うなってしまう。

「無傷なら飛発じゅうと言いたいところだが、当てられないだろう。使い慣れた剣が欲しいところか。もしくは、短剣と腕を保護する小手が欲しい」

　狭い場所なら剣で戦うことができよう。広い場所なら、難しい。相手の小回りが利かない場所に誘導し、小手に食らいつかせたところで、首を狙う。

「見た目によらず、泥臭い方法がお好きで」

「……好きではない。私にはそれだけの剣の才がないだけだ」

　馬バ閃センならもっと上手くやるだろう。あやつは熊とて渡り合えるかもしれない。ただ、重傷は免れない。

「ふむ、なら、私としても秘策が教えやすい」

「秘策？」

「いえ、大したことはないですよ。ただ、羅漢殿に勝ちやすい条件を教えるだけです」

　にいっと笑う棋聖は、普段、文化人としてすまし顔で歩いている人物には思えなかった。

「規範違反なんてことはありません。あくまで合法の、盤の外での戦いですから」

　ごくりと壬氏が唾を飲み込んだ。

「この手が通用しなければ、あなたは一生、羅漢殿には勝てません」

　はっきりと棋聖は言い切った。




「……負けました」

　盤上の陣地と取った石をいくら数えても、その陣地が白の物より広がることはない。

　たった二目差。されど、大きな二目だ。

　どれだけ中盤、差をつけただろうか。壬氏の陣地が確定し、それを覆すのは不可能と思われた。

　壬氏とて、その後、あからさまな悪手を打ったわけではないのに。

　今、もしゃもしゃと焼き菓子を食らう御仁はその差を圧倒的な速さで詰めていったのだ。

　周りには、馬バ閃センに数人の護衛たち。

　碁大会から数日、執務室で仕事をしているといきなり片眼鏡モノクル軍師がやってきた。

「続きをやろう」

　仕事をさぼっているならともかく、昼飯の時間だった。

　執務室にほど近い四阿あずまやに碁盤と碁石が用意されてあった。先日の大会、中断したあの通りの並びに置いてあった。

　観客が遠巻きに見ているが、断る理由はなかった。

　あれから、どうすればさらに差をつけ勝てるかどうか、何度も考えた。

　あれだけの大差があって負けることはないだろうと思っていた。

「……ありえない」

　馬閃が驚きの声を上げる。ありえない、まさにその一言だ。一体、どんな頭の中をしているのだろう。

『あなたは一生、羅漢殿には勝てません』

　棋聖の言葉を思い出す。

　なぜ、彼が対戦相手のことを『人』ではなく『獣』にたとえたのだろうか。

　壬氏は後悔した。熊、狼、犬、そのどれでもないが、羅漢は羅漢という化け物だったということをわかっていなかったのだろう。

　片眼鏡をかけなおし、果実水ジュースをごくごく飲む男は、すっかり元気な顔色をしている。睡眠不足は解消し、連戦による疲れもない。飲み物にも菓子にも酒精アルコールの類はなく、すっきりした顔をしている。

　なんともみじめな気持ちだ。

　あれだけ姑こ息そくな手を使っていたのに、結局、負けてしまうとは。

　恰かっ好こうをつける余裕などないが、あまりに無様すぎる。

　周りに観客がいなければ、その場で盤に顔を突っ伏して、唸うなっていただろう。

　なけなしの見栄が壬氏に優雅な外面を作っていた。後宮時代に鍛えた面の皮の厚さだけは褒めてもらいたい。

　顔を上げなければ。

　手ほどきを受けて負けたという体裁をとらなければ。

　ゆっくり顔を上げようとしたところ、碁盤に指先が見えた。

「終盤のこの一手。ここをこちらに打っていればなあ」

　羅漢の声だ。

「……」

　壬氏は顔を上げる。

　変人は顎あごの無ぶ精しょう髭ひげを撫なでながら、指先で説明する。

「ここをこう。すると、白の行き場がなくなって──」

　ごにょごにょと聞き取りにくい喋しゃべりだが、明らかに説明している。

「羅漢さまが感想戦を？」

　不思議そうな顔をするのは、羅漢のお付の男だ。

「感想戦だって」

　周りはそれを聞いて騒ぎ始める。

「養父上は基本、感想戦など行わないのです」

　どこからともなくやってきた羅半が言った。

　碁の続きをすると聞きつけて急いでやってきたのだろうか。少し息が荒い。

「それだけ、月の君を認められたということでしょう」

　あえて、『認められた』という点を強く言った。

　観客がざわめく。

「なぜ、このときにここを打ったんだろうなあ。むぅ」

　変人軍師は、感想戦と言いつつ、一人で反省会を行っている。例の失敗した一手のことを言っているらしいが、本人はなぜそこに打ったのかわかっていないようだ。

　眠気と疲れと酔いで朦もう朧ろうとしているはずなのに、すべての手を順番に覚えている。

　壬氏は笑うしかない。

「……ともかく楽しめた」

　変人はそっと壬氏に近づく。

「何が目的か知らないが、手段は面白かった」

　碁盤をそのままにして、徳利を振り回しながら去っていく。

　壬氏は唖あ然ぜんとするしかなかった。

　集まっていた観客は散り散りになる。壬氏に近づこうとしたい輩はいるようだが、馬閃およびその他護衛が目を光らせる。

　羅半だけはひょうひょうとした態度で、壬氏の前に立つ。馬閃は、鼻白んだ顔をしつつ、羅半の存在を許している。二人が会話をしたところをあまり見たことがないが、相性は良くなさそうだ。
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「力及ばず申し訳ありません。ただ、義父上は満足しているようです」

「……満足か。あんなお粗末な戦法で？」

　莫ば迦かにされているのだろうか、と壬氏は唇を皮肉に歪ゆがめてしまう。

「いえ、どんな方法でもかまいません。あの人が面白いと感じればそれが面白いのです」

　よくわからない。

　ただ、血筋かそれとも、特異な才を持つ者同士か知らないが、壬氏に理解できないことをわかっている口ぶりだ。

　ふと疑問に思っていたことを口にすることにした。

「羅漢殿はなぜ、碁の大会をしようと思ったのか？　正直、金銭が関わろうと好きなときに好きなように碁を打つような性格に思えるが」

「はい、そうですね。義父上一人ならきっとそうだったでしょう」

　羅半は懐から本を取り出す。流行の一端となった碁の本だ。

「ここにある棋譜は、義父上ととある女性が打ったものが多くを占めています。二十年以上前の棋譜も、義父上の記憶には残っています。昨日、誰に会ったかさえ覚えていないのに。それだけ、義父上にとってかけがえのないものであり、これ以上増えることがない過去の遺物なのでしょう」

「……ああ」

　とある女性というのが誰か、壬氏には心当たりがあった。緑ろく青しょう館かんの妓ぎ女じょであり、猫マオ猫マオの母親たる女性だろう。昨年、羅漢が莫大な金で身請けしたが、今年の春に死んだと聞いた。

「同じ人間はもういない。義父上もわかっています。ただ、過去の棋譜を元に、彼女のような碁を打つ人間が現れないか、義父上はそう思っているのかもしれません」

「……過去を求めているのか？」

「いえ。どちらかといえば、次へとつながっていることを求めているやもしれません。いや、義父上がそこまで考えているかな？」

　不安になったのか、羅半は首の裏を掻かく。

「……しかし、今の試合みたいに、他の相手にも感想戦をしてくれればいいのに。指南代の返金を求められたら、こちらが困る」

「指南というと？」

　確か、有料にて羅漢と碁を打つことが出来ると聞いていた。羅漢の体調不良によって延期になっていたはずだ。

「ここ数日は、指南を優先して行いました。いやあ、日時を合わせるのにも苦労しました。さっきまで、別の相手と一局打ってきたところで、いきなりいなくなったと思ったら、こちらに」

　息を切らしていたと思ったら、そういう理由だったらしい。

「こちらからも一つ質問が」

「なんだ？」

「壬氏さまに入れ知恵をしたのは棋聖でしょうか」

　疑問符がない。試合の場にもいたのでお見通しだろう。

「主上の時間をいただいて、指南してもらっていた」

「なるほど、ならば納得ですね」

　羅半は頷うなずく。

「棋聖との試合のとき、義父上はいつも辛い点心しか用意されないと愚痴っていましたから」

「なるほど」

　熊と素手で戦う気はないというのは本当らしい。

「では、僕はそろそろ失礼をします、と、その前に」

　羅半はにいっと口を歪ゆがめる。

「先日出した焼き菓子、義父上は気に入ったようです。調理法を教えていただきたいと。ああ、できれば酒精アルコール抜きのもので。あともう一つ、義父はあれでけっこう借りを作りたくない性格です」

「そうは見えぬが」

「本当ですよ。借りを忘れることはあっても」

　意味深に小声で言うと、羅半は去っていった。

「色々話し込んでいたようですが、どうだったのですか？」

　馬閃が少し不機嫌そうに近づいて訊ねた。

「なに。世間話だ。焼き菓子のつくり方を水蓮にまとめておくように言ってくれないか？」

「は、はあ。わかりましたが」

「酒精抜きの物だ。いいな」

「はい」

　馬閃は首を傾げつつ、壬氏のあとに続いた。




　執務室に戻ると荷物が置いてあった。

「なんだこれは？」

　上から布をかぶせてあったので馬閃が取ってみると、軍略に使う碁盤が置いてあった。前に変人軍師の執務室に置いてあったものの簡易版だが、配置を見ると壬氏は眉をぴくりと動かした。

「借りを作りたくないか」

　再三、壬氏が軍の強化を口にしていたのは、今後、国の北および西が荒れると察してのことだ。部屋の隅から馬バ良リョウが顔を出す。

「上手い具合に再配置されましたね。これなら、壬氏さまが懸念している場所にも対応できます」

「……貸しはもう少し作っておきたかった」

「何を言っているのかよくわかりませんが、まだ休みの分の仕事が残っています。早く終わらせてください。年末は祭事がたくさんあるので、もう休めないと思ってください」

　書類を持ってきた麻マー美メイが執務室に入るなり、壬氏を追い立てる。

「ああ、わかった」

　壬氏は苦笑いしつつ、仕事の続きをすることにした。

　仕事はたくさんある。

「麻美」

「なんですか？」

　もう一つ片づけておかねばならぬことがあったと、壬氏は思い出す。

「文ふみを三通届けてもらえないか？」

　壬氏は机の引き出しを開ける。

「誰にでしょう？」

　首を傾げる麻美だが、宛名を見てさらに首の角度を曲げる。

「すぐさま頼む。できれば内密に、あと迎えの馬車も用意しておいてくれ」

「かしこまりました」

　深く追及するほど、空気が読めない女ではない。麻美は文を持って、執務室を出て行った。

「早急すぎるやもしれないが」

　才のない壬氏にとって、もたもたしていると何事も手遅れになる。

　その前に一手打っておこうと考えた。

　しかし、本当に──。

「貸しは作っておきたかった」

　ふうっと息を吐くと、執務机に座った。










二十話　王手







　深夜、猫マオ猫マオはかたんかたんと馬車に揺られていた。

　仕事終わりに猫猫にこっそり届けられた文ふみは、壬ジン氏シからの物だった。

（何の用だろうか）

　今までいい話であったことはないし、今回も期待できない。何よりもうはぐらかしができない立場にある。

　前回会った時は碁大会という場所だった。変人軍師がいる場所なので、不本意だが安心していた。

　だが、今日は──。

（どこへ連れていかれるのだろう）

　馬車にのせられる時は、大抵やんごとなき人の住まう場所に連れていかれる時だ。阿アー多ドゥオなり、玉ギョク葉ヨウ后なり、壬氏の宮なり。

　でも、壬氏の宮とは方向が違う。

　豪奢になっていく建物、嫌な汗が猫猫に滲にじむ。

「こちらへどうぞ」

　馬車から降ろされた先に待っていたのは水スイ蓮レンだった。

「お久しぶりね」

「はい」

「早速だけど、奥で服を脱いでちょうだい」

「……」

　猫猫はしぶしぶ奥へと入る。

　後宮に入る時に身体検査を行うのが基本だが、これも似たようなものだろう。

「……壬氏さまに呼ばれたのですが」

「ええ、坊ちゃまだけなら、こんな真似はしないのですけど」

　つまりそれ以外の人物がいることを想定している。水蓮は猫猫の服を受け取るが、懐から筆記用具に、懐紙に、薬に、さらしに、と出るわ出るわで呆れていた。

「ねえ、いつもこれだけ懐に入れているわけ？」

「裁縫道具は置いてきました」

　猫猫は下着もとった。貧相な体は、冷たい空気で鳥肌を立てている。

「栗り鼠すなの？　頬袋も確認するから口を開けて」

　真っ裸にされただけでなく口まで見られるとは。

「猫猫は歯並びいいわね」

「ああひりはがほとううほごはざいいままふす」

「肌も肌き理めが細かいけど、これはいただけないかしら？」

　左腕のさらしもめくられた。姚ヤオに自傷行為を止められているので、今は比較的まともな状態だ。

「私は何で呼ばれたのですか？」

「あら？　もう想像はついているのではなくて。心の準備はできたかしら」

　どこかからかうような口調なので、逆に安心してしまう。

「今日は主上もいらっしゃるのでしょうか？」

　念入りに凶器を持ち合わせていないのか確認するとあらば、相応の高貴な方がいるということだ。

　後宮にいたときは、いくらか身体検査は簡易化されていたが、周りには常に護衛がついていた。妃との夜よ伽とぎの際は、部屋を数人が囲んでいたはずだ。

「からかい甲斐がないわ、猫猫。夜伽の相手に呼ばれたとか考えないわけ？」

（いや、ちょっと考えたけど）

　壬氏はあれで順番を踏む性格だ。いきなりということはないと信じたい。

（着替えだけで湯ゆ浴あみ無しなら違うだろう）

　猫猫は服に袖を通す。そばかすを軽く拭われ、白粉を叩かれる。

　着替えを終えて連れていかれた先には武官が控えていた。頭を下げ中に入るとさらに廊下が続き、奥の部屋へと至る。

　淡い光が足元を照らし、冷ややかな一本道はどこか浮世離れしていた。

　中に入ると、空気が温かい。ぱちぱちと炭が爆ぜる音を聞きながら、三人の貴人が談笑していた。

「連れてまいりました」

　頭を下げ退室する水蓮。

　猫猫は顔ぶれにぽかんとなる。

　壬氏、主上までは予想できた。しかし、追加で玉ギョク葉ヨウ后がいた。

　部屋は二間続きになっていて奥が寝室のようだ。三人がいる部屋は、長椅子と長卓、それから机が置いてある。独特の調度が置いてあり、妙な香りが部屋に漂っていた。

　猫猫は鼻を鳴らす。

（なんだろう、この香り？）

　嗅かいだことがあるようなないような、貴人たちがいる部屋なので変な物ではないと信じたい。

「面白い組み合わせよね。月の君は、一体、何を考えているのかしら？」

　口元を袖で隠し笑う玉葉后。

「本当だな。こんな顔ぶれを呼んだのなら、面白い話があるのだろう」

　主上もまた楽しそうだ。

（なんだろう、この家庭的アットホームな空気）

　どう見ても猫猫は場違いだ。

　皆でくつろぐためだろうか。周りには侍女も護衛もいない。高ガオ順シュンや紅ホン娘ニャンすらいない。

　猫猫は頭を下げたまま、どうしようか考えていた。もしかして、この場で貴人たちの話を盛り上げろと、無茶な振りをされるのではないか。

（なんかいい花はな街まち冗句ジョークあったかな？）

　玉葉后なら受けてくれるが、壬氏には受けが良くない。基本、男性に受けが悪いのでやめておこう。

（わかっていれば、もっとねたを仕入れてきたのに、夜伽の教本とか）

　いや駄目だ、教本は主上も好きだが、玉葉后の前で見せるものではないし。何より水蓮に身体検査の段階で没収されてしまう。

　どうしようか、何しようか、一発芸は何かあったかと考えつつ周りを見ていると、猫猫は目を疑いたくなるようなものがあった。

　盆の上に砂が敷かれ、無造作に木の枝と石が置いてあった。小さな庭園のように見せて、客人を楽しませるものだが、その素材に目を奪われる。

（鹿ろく茸じょう、竜りゅう骨こつ、もしかしてあれは熊ゆう胆たんか？）

　鹿茸は鹿の角、竜骨は大きな骨の化石、熊胆は名前の通り熊の胆のうである。どれも高級な生薬だ。

　鹿の角を木の枝に見せ、庭石を竜骨で表し、熊胆だけはわざとらしく置いてある。もしかして、あえて猫猫が気付くように置いてあるのか。

（莫ば迦かにしているのか）

　そんなもの、どんなにさりげなく置こうが猫猫が気付かぬわけがなかろうに。

　猫猫はよだれを垂らしそうになりながら生薬を見る。

「ねえ、何を始めるのかしら？　猫猫が面白い謎解きでもしてくれるのかしら？」

　目をきらきらさせている玉葉后。先日の一件もあってどうかなと思っていたが、この様子だと大丈夫だろうか。しかし、紅娘はともかく白ハク羽ウたちは好ましく思っていないだろう。

　玉葉后の異母兄ですら疑う人たちだ。主上がいるとしても壬氏とこうして個別に会うことは好むまい。

　猫猫は玉葉后を見ながら、部屋のあちこちに視線を泳がせる。また見つけた。机の上の硯に見せかけたのは阿あ膠きょう、にかわの塊だ。茶葉には薄はっ荷かや桂けい皮ひも置いてあった。部屋に漂う独特の匂いの正体は、あちこちに配置された生薬だろう。

「猫猫の出番はまだです。まず私の話を聞いていただけませんか？」

　壬氏はにっこりと笑いながら、部屋の壁側にある大きな火鉢をかき混ぜる。

「私がやりますので」

　火鉢の中にも何か隠れているかもしれないと目を輝かせる猫猫。

「いや、今日はいい。呼んだのは私だ。座っていろ」

　壬氏に無理やり長椅子の隅っこに座らされた。布張りの椅子には綿が詰められており、温かい空気とともに眠くなってくる。

（いかんいかん）

　軽く首を振りながら、空気を吸う。長時間、火を扱っていると、空気が悪くなり呼吸困難になることがある。部屋には護衛はおらず窓もない。密会には最適な部屋を選んだのだとわかる。

　一応、部屋には空気を循環させるために空調の穴があけられている。

　しかし、部屋にこれだけ生薬を集めてどうするつもりだろうか。何より猫猫にはあれだけ厳重に身体検査をしたというのに、これだけ薬を持ち込んで大丈夫なのかと不安になる。薬は過ぎれば毒、使い方次第で危険になる。

（あそこの白く薄切りしたものは茯ぶく苓りょうだろうか）

　鉢に入っており、上に菊きっ花かがのせてある。

　これだけ見せつけてくれるのだ、あとでくれると期待していいのかもしれない。

「さて、どんな話があるのやら」

　髭ひげを撫なでながら主上は目を細める。いぶかしむ表情とともに、どこか優しげにも見える。

　卓テーブルの上には酒と肴が用意されていた。酒に目移りするが、毒見の必要はないらしい。すでに手酌で飲んでいた。

（薬もいいが酒もいい）

　猫猫がじっと酒を見ていたためか、玉葉后が反応する。

「猫猫も飲む？　このお酒、美味しいですわよ。ねえ、主上」

　玉葉后はもう授乳を終えたらしく酒をたしなんでいる。

（よし！）

　立場上、猫猫は酒を飲むべきではない。しかし、目上の人からすすめられたのなら断ることはできない。仕方ない、仕方なく飲むのである。

「ああ、これは本物の葡萄酒のようだ」

『本物』と付け加えるところを考えると、主上の耳にも毒葡萄酒の話が入っているようだ。

「毒入りなんて持ってくるわけがありません。主上には、長生きしてもらわないといけないのですから」

　壬氏が玻は璃りの器を揺らす。しかし、猫猫にくれるわけではないようだ。体が火照っているのか、上着を脱いで椅子にかけていた。

「月の君、猫猫の器はないのかしら？」

　猫猫は玉葉后をきらきらした目で見つめる。

「いえ、猫猫にはあとで仕事があるので、まだ飲ませないでください」

　猫猫の気持ちが急降下する。じっと恨めし気に壬氏を見るが、本人は気にする様子はない。

「どんな仕事だ？　一人だけ飲ませないのは可哀そうだろう」

（いいぞ、もっと言ってやれ。あと薬をやるように命令してくれ）

　主上の御言葉にぎゅっと拳を握る猫猫。しかし、壬氏に新しい杯を用意する気はない。

「主上の行く末を願うために必要な人材なのです」

「先ほどから、どうにも朕チンを年寄り扱いしているように聞こえるが」

「いえ。しかし、主上は過去の暴君とは違い、世に不老長寿の妙薬があると信じてはいないでしょう？」

（あるかもしれないじゃないか）

　猫猫は不満を募らせる。確かにいまだ見つからない。この部屋に数あま多た生薬があろうとも、どれも不老不死につながるものではなかろう。

（ったく、何がやりたいのか。終わらせるなら早く──）

「主上にはあと二十年はしっかり生きてもらわないと困ります」

　壬氏が明確に数字を提示してきた。

「月の君……。ずいぶん具体的な数字ね」

　さすがの玉葉后も少し戸惑っている。主上の年齢は三十代半ばだ。健康そのものの主上を考えるとまだまだ元気にしているだろう。

「して、二十年とはどういう意味だ？」

　主上の声がいささか固くなった。猫猫は思わず身構えてしまう。忘れてはいけないのは、この美び髯ぜんの主が国の頂点に立つお方だということだ。

「東宮が帝位について安心できる年齢になるまでの期間です」

「東宮が……」

　声を出すのは玉葉后だ。

「はい。十では、まだまだ子ども。十五で元服とはいえ、やはり不安がありましょう。二十でも若輩といえば若輩ですが、それまでに周りを固めておけば問題ないはずです」

　壬氏は何を言っているのだろう。

　猫猫はほどよい室温がどんどん肌寒く感じるようになってきた。視線の先に、冬虫夏草と牡ぼ丹たん皮ぴを見つけなければ青ざめていただろう。

　主上は杯を置き、目を細めている。機嫌が良い表情には見えない。

「何を前提に話しているのか説明してもらおうか」

　主上の語尾に疑問符がつかない時点で怖い。

（不穏過ぎる話をするために呼んだのなら帰らせてくれ、お土産付で）

　猫猫は耳をふさいで部屋の隅っこで唸うなりたくなった。

　玉葉后とて顔色が悪い。まさかこの顔ぶれで不穏な話をされるとは思うまい。

「今、主上の身に何か起きれば、私は周りから帝位につくように言われることを前提に話をしております」

　壬氏はそっと懐から箱を取り出す。手のひらに乗る小さな箱だが、中には金色の真珠が一粒入っていた。大きさは親指の爪ほど、歪ゆがみのない玉の形をしている。

　これだけの大きさの真珠は滅多になく、しかも見事な玉をしているとあらば、素人の猫猫でも目玉が飛び出る価値の代物だとわかる。質の悪い真珠を削って作った珍チン珠ジュという生薬ですら、目玉が飛び出るほど高価なのだ。

「見合いの絵姿とともに渡される品としては、いささか高価すぎないでしょうか？」

「誰が、と聞いたところで、口に出すおまえではあるまいな」

「主上なら予想がつくと思われます」

　皇弟に大粒の真珠を貢物に差し出し、娘を妻にと口を出す人など片手の指で数えるほどしかいないだろう。

（それだけの大物が壬氏と接点コネを持とうとするなら）

　壬氏と組んでより権力を大きくしたいと考えるか、もしくは後見人になろうかと考えるか。後者であれば、玉葉后と対立することになる。

「そしてもう一つ」

　壬氏は次に匙を取り出す。銀製の先が黒ずんだ匙だ。

「執務室の茶に毒が盛られていました。他に、祭事に矢が射られることもありました」

（そんなことがあったのか）

　猫猫の耳にまで届かないというのなら、箝かん口こう令を敷いていたのだろう。

　壬氏を味方につけたいと思う者がいれば、邪魔に思う者もいる。それが政治の世界だ。

「玉葉后は何かご存じではありませんか？」

「……私にはわかりません」

　玉葉后の声にほんの少し狼ろう狽ばいが混じっていた。

　后がやったとは思わない。だが、后が知らぬところで身内の誰かがやった可能性はある。

　彼女の戸惑いはそこから来ているのだろうか。

　だとすれば、玉葉后の父親である玉ギョク袁エンが関係しているかもしれない。

「主上、私が帝位に全く興味がないことはご存知ですね」

　壬氏の言葉に主上は頷うなずかない。

「でなければ、後宮で宦かん官がんの真似事を六年もするわけがありませんから」

　猫猫は思わず耳を塞いだが、にっこり笑う壬氏に両手を掴つかまれ、両ひざに移動させられた。話はしっかり聞いておけということらしい。

「私は煩わしいことは嫌なのです。男児が二人生まれた。玉袁殿は名を賜った。これを機に、私にも名を与えてくれないでしょうか？」

（名を与える？）

　猫猫は首を傾げる。どういう意味だろうかと周りを窺うかがうと玉葉后と目があった。

「名を与えられるのは、帝の臣下ということ。つまり、皇族をやめるということよ」

　顔色が悪い玉葉后は猫猫に説明してくれる。親切心で説明したというより、壬氏の言ったことを確認するようだった。

（いやいやいやいや）

　人間関係が面倒くさいから皇族やめさせてくれと言われても簡単にできることではない。何より、壬氏を含めて皇族の男子は一体何人いるのだろうか。先帝の兄弟は流行病で全滅、外戚はわからないが、猫猫が知る限りでは帝と壬氏、それから玉葉后の子と梨リ花ファ妃の子の四人だけである。

　帝の子二人はまだまだ赤子だ。

　子どもはいつ死ぬかわからない。たとえどんなに丁寧に丹精をこめて育てても、ある日ぽっくり病で倒れることもある。

（無理に決まっている）

　猫猫さえわかることなのに、主上が理解できぬわけがない。

　大きく卓テーブルが揺れる音で猫猫は全身の毛が逆立ってしまった。肉桂が皿からこぼれる。

　何が起こったかと思ったら、主上が卓を叩いたのだ。

　いつもは笑みとも無表情ともつかない顔のお人が怒りをあらわにしている。

（やめてくれ！）

　主上に逆らうと命がないとはわかっていた。しかし、普段は上機嫌で接することが多いので、いささか恐れは薄れていたのだ。

　猫猫の心の臓がばくばくと音を立てる。気持ちを静める生薬はどこかないかと、部屋を探る。

　玉葉后の顔も真っ青だった。彼女もまた主上の怒る姿を初めて見たのかもしれない。

　壬氏だけは涼しい顔をしている。

「約束したではないですか。主上が反ほ故ごにされると？」

「時と場合を考えろ。今はそんなことを言っている時期か」

「はい。早く決着をつけないと、逃げられぬようになるでしょうから」

（火に油を注ぐな！）

　汗がだらだら噴き出してしまう。

　猫猫は、壬氏と主上の二人を交互に見て、たまに部屋の隅にあった午ご黄おうを確認してしまう。

（ずっと午黄を見ていたい）

　残念ながら些細な願望は打ち砕かれる。

「私を人にしていただけませぬか」

　鈍い音が部屋に響いた。

　壬氏が顔を伏せて座り込んでいた。主上の拳が震えている。

　猫猫は思わず壬氏に近づくと、口を無理やり開かせた。

（歯は折れていない、唇が切れただけだ）

　しかし思い切り殴ったものだ。しばらくしたら腫はれるだろう。主上の拳も確認したいところだが、近づけない。

「薬師に酒を飲ますな、とはこのことを言っていたのか？」

　幾分、声を抑える主上。その手は玉葉后の手首を掴つかんでいた。

　密会に使う部屋だ。卓テーブルを叩いた音では護衛はやってこない。大声で叫ぼうにも、玉葉后は声を出せないでいた。かわりに助けを呼ぼうとしたところで、主上に捕捉されたのだ。

「后、ご心配なく」

（何が心配なくだ）

　猫猫は唇から流れる壬氏の血を手ぬぐいで拭う。

　こんな兄弟喧げん嘩かを見せるために呼んだのか。ならば猫猫も玉葉后も巻き込まないでほしい。

「覚悟はあります。相応の仕打ちも受けるつもりです」

　壬氏は立ち上がると、さらにもう一枚衣を脱いで、ゆっくり火鉢に近づいた。

「玉葉后、私はあなたの敵にはなりません。ご安心ください」

　にこりと笑うと壬氏は帯を緩めた。臍をあらわにしたかと思うと、火かき棒を手にした。

「!?」

　誰も予想だにしなかったことをやった。

　じゅうっと肉の焼ける臭いがする。さすがに気丈な玉葉后もふらりと倒れ、猫猫は慌あわてて受け止めた。

　主上も開いた口がふさがらない。

　壬氏は痛みに耐えつつも笑みを浮かべていた。火かき棒を火鉢に戻す。

　玉葉后を長椅子に横たえさせ、猫猫は壬氏の下腹部を凝視する。腹には押し当てていない。わき腹の下、骨盤の上あたりに焼け焦げた痕が付いている。見覚えがある形だ。玉葉后に与えられた紋をしている。

（内臓には問題ない。だが──）

　これだけ深く焼き印を押し付けてしまったら消えることはない。

（こんな物まで用意していたのか）

「玉葉后、これで私はあなたに逆らうことはできない。たとえ、主上が身まかられようと東宮を脅かすことはありません」

　以前、西都であった事件を思い出した。花嫁の自殺偽装事件は、花婿の手ひどい仕打ちが原因だった。まるで家畜のように花嫁に焼き印を押す行為に、一族全員がずっと耐えていた。

　所有の印を押すことは奴ど隷れいにするのと同意である。

「……」

　先ほどまで怒りに満ちていた主上の顔は、呆然自失になっていた。まさか、皇弟である壬氏が自ら奴隷の焼き印を押すとは思うまい。

　猫猫がやるべきことは一つだった。高温で焼いたので血はほとんど出ていないが周辺が赤く腫はれている。手ぬぐいを濡らし壬氏の脇腹に当てた。

　部屋に油と蜜みつ蝋ろう、それから火傷に効く生薬がないか漁る。道具がないのが腹立たしく、棚から高そうな器を取り出してすりつぶす。皿が欠けようと、匙が折れようと関係ない。

　今は気にしている余裕はない。

　部屋の外に出てさっさと火傷の薬を用意してもらったほうが早い。しかし、それでは壬氏の怪け我ががばれてしまう。この中の誰もが壬氏の自傷とはいえ、焼き印の痕を見られては困るに違いない。

「この被虐趣味マゾ野郎！」

　猫猫は蜜蝋と油を練り合わせながら悪態をついた。

　誰も咎とがめる者はいない。皆が皆、思っているだろう、壬氏自身ですら──。

　ぱたんと倒れる音がしたと思ったら、長椅子に主上がもたれかかっていた。

「……そんなに嫌だったのか？　帝の位になることが」

　ぽつぽつと言葉を漏らす。

「嫌だとずっと言ってたではありませんか」

　壬氏は顔を引きつらせながら返す。

「まだ認めてもらえぬなら、左頬にも傷を作るよりほかありません」

　壬氏の言葉に猫猫は慌あわてて両手で壬氏の頬を覆う。

「冗談だ」

　壬氏が笑うので、手を離すがいつ何をやるのかわからない。気が抜けない。

　玉葉后は呆然としていたが、まだ意識はあるようだ。

「玉葉后、ずっと猫猫を侍女にと狙っていたようですが、あきらめていただけませんか？」

　壬氏がぼんやりした后を見る。

「私はこんな体になった故、おいそれと人に肌を見せるわけにはいかなくなりました」

（自分でしておいて何を言うか）

　猫猫は練り終えた軟膏を壬氏の肌に塗る。

「侍女に着替えも頼めませんし、医官にも見せることができない。何より──」

　壬氏は立ち上がると、片腕を猫猫の胴にくるりと巻いて持ち上げた。わき腹を冷やしていた手ぬぐいが落ちている。

「ちょ、ちょっと壬氏さま！」

　猫猫はじたばたと暴れようとしたが、壬氏の傷がすぐそこにあるので暴れられない。

「よほど信用できる女でなければ、妻にできなくなった」

　猫猫の顔色がさあっと青くなった。

　下から見る壬氏の顔がやたらいい笑顔になっている。

「も、もしかして、それが本命なの？」

　玉葉后が顔を引きつらせながら言った。

「なんのことでしょう？」

　壬氏はしらばっくれながら、猫猫を横抱きにしたままである。
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　猫猫は玉葉后に手を伸ばし、助けを求める。しかし、后は哀れみの目を向けて首を横に振った。

「猫猫、あなたには半分くらい責任があると思うわ」

（なんでだ！）

　猫猫は関係ない、無罪を主張したい。しかし、壬氏の手が猫猫の口を塞いでいた。

「責任があるのであれば、ちゃんと取ってもらわねばなりませんな」

　玉葉后ではあてにならない。猫猫は主上を見る。

　主上はぼんやりと猫猫と壬氏を見ていた。

「瑞よ。これがおまえの選んだ道か？」

「はい」

「後悔はせぬか？」

「はい」

　主上の目にはどこか寂し気な表情が浮かんでいた。

「……」

　美び髯ぜんの主は何か続けて言おうとしたように思えた。しかし、一瞬玉葉后を見ると、口を閉じる。

「朕チンは戻る。いつまでもここにいては外にいる護衛が寒かろう」

　部屋は暖かいがもう真冬の夜である。

「おまえは今宵ここに泊まると伝えておこう」

「お心遣い感謝いたします」

　深く頭を下げる壬氏。頬は腫はれたまま、脇腹の焼き印の手当はまだ済んでいない。

「では私も」

　玉葉后も席を立つ。今日は疲れただろうからゆっくり眠ってもらいたいが、眠れないだろう。

（いや、ちょっと待て）

　お二方が去ってしまったら、猫猫は壬氏と二人きりだ。

　ぽかんと口を開けると、壬氏に顔を覗のぞき込まれた。

「酒は傷の手当が済んだら飲んでいいぞ」

　今更なんだと言うのだ。

　主上たちと共に部屋の外に出たいが、壬氏の傷を放置することはできない。

　板挟み状態の中、壬氏がようやく猫猫の口から手を離した。棚の上の竜骨に触れる。

「何が何の薬になるかわからぬが、かき集めてみたぞ」

「……」

　思わずときめいてしまう猫猫。

「好きなだけ使っていいぞ」

　おかげで玉葉后が袖を振りながら部屋から出て行くところを見送れなかった。

　壬氏は頬を殴られ、脇腹に重度の火傷を作っているのにやたら元気だ。

「じ、壬氏さま。早く手当を終わらせましょう」

「まだ夜は長いぞ、ゆっくりでいい」

「いえ、早く終わらせましょう！」

　壬氏は唇を尖とがらせるが、猫猫を担いだ手は離さない。

「一体、何が不満なんだ？」

「不満も何もわけがわからないでしょうに。どこの誰が自分で焼き印を押し当てますか？」

「この被虐趣味マゾ野郎だが」

（自分で言い切った）

　完全に開き直っている。まだ痛みがあるというのに妙に血色がいい。完全におかしい。しかも、奥の部屋へと進んでいる。

「なんで移動しているんです？」

「手当をしたらひと眠りしようと思ってな」

「なら、ここで手当てをお願いします」

「いや、寝ながらのほうがいい」

　暴れたいのに暴れられないというのに、この体力莫ば迦かはずんずん奥へと進んでいく。

「それとも寝室に移動するのが嫌か？」

「……」

　何か揶や揄ゆするような口調なので思わず目をそらす。

　ふうっと息を吐く音が聞こえた。

「わかっている。安心しろ」

　壬氏は猫猫の前髪をそっと撫なでる。

「俺はどうせそこそこだし……」

「!!」

　壬氏の笑顔が今までで一番邪悪に見えた。ゆえに怪け我がも忘れて暴れた猫猫は悪くない。たとえその後に「貸しを作れなかった」と続いても聞こえなかった。










終　話







　玉ギョク葉ヨウは、宮に戻るなり湯ゆ浴あみもせずに寝台に倒れこんだ。

「疲れた」

　一体今日は何だったのだろうかと問いただしたくなる。

　普段だったら面白おかしく笑い転げている内容もあったというのに、はるかに上回る衝撃のせいで何の感慨もわかない。

　いや、少しだけ猫マオ猫マオに同情し、同時にうらやましいと思った。

　そのまま寝台に埋まったまま眠りこけたい。しかし、玉葉は二児の母である。子ども二人がどうだったのか、紅ホン娘ニャンに確認せねば。化粧を拭わぬまま眠ることもできない。

「さて、やらないと」

　気持ちを入れかえて起き上がるが、目の前にあった物がいけなかった。玉葉に与えられた印が柱に打ち付けられてあった。

　今後、壬ジン氏シが玉葉に逆らうことはないと言ったのは本当だろうか。

　簡単な決意ではない。しかも、主上の前でやってのけた。

　玉葉は壬氏のことを弟のように思っている。とはいえ、実の兄弟からはいじめられた記憶しかないのだが。

　玉ギョク袁エンの娘として、道具として後宮に送り込まれた玉葉だが案外自分には意思があるのだとわかった。

　人形として生きるには、宮廷というものは面白いことが多すぎるのだ。

　もちろん、気に食わないこと腹立たしいことだってある。でも、それは西都にいたときも一緒だった。

　人間生きていたら、楽しいことばかりあるわけではない。

　時に自分の意にそぐわないこともあろうが、折り合いをつけて生きていかねばならない。

　しかし、我慢できることも限りがある。人間は欲深い。加減を知らぬ欲深い相手に譲歩をし続けていればどうなるだろうか。

「損するだけ」

　ならまだいい。

「破滅してしまう」

　そして相手には悪気はない。己が正しいと信じているのだ。

　玉葉の異母兄である玉ギョク鶯オウは正義の人だ。自分が正しいと思っていることはすべて正しいと信じ、自分が外れていると思う者をしいたげる。

　玉鶯にとって玉葉は悪だ。

　悪だったのに今更何を取り入ろうというのだ。

　玉葉は引きだしを開ける。玉鶯からの手紙を取り出すと、ふっと息を吹きかけて床に落とす。

　玉葉が悪ならばそれでいい。しかし、その子どもたちはどう思っているだろうか。

　男児であれば取り入ろうとするだろう。しかし、女児であれば──。

　玉葉は昔と変わらぬ少女の心を持っていると皆が言う。いや、違う。もう玉葉は西都にいたお転婆娘ではない。

「あなたの好きなようにはさせませんよ」

　玉葉は兄からの手紙をゆっくり履くつで踏みつぶした。

　今後、踏みつぶされるほうはどちらだろうか。もう昔の笑っているだけの少女ではないのだ。
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